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コンドミニアム魚崎

設 計 施 工 長 谷 川 工 務 庖

"  

-¥-

配置図・ 1 階平面図

2  

守百l umft ni

所 在 地 神 戸 市 東灘 区 魚 崎 中 町 4 丁 目 114ー1、2

敷 地 面 積 1，275. 43 m' 

建 築 面 積 541. 71 m' 

延 床 面 積 2，540 . 63 m' 

構 造 規 模 R C 、 6 F  

工 期 昭 和52年 12月~ 昭 和53年 10月

この7 ンションは、阪神魚崎駅前とい

う住環境に! とまれた立地条件の' '1"' で総

てられたものであるが、いびつで、し

かも高低差のある不平IJ な敷地において、

特に近隣におよぽす日彩の彬特 lこ苦慮

しながらも、いかに周辺の I;1岐に' 7' ，/

チさせるかを念頭に、自己位 ｾ Ｎ ｉ 聞 がなさ

れた 。 Ｑ 階は、地域性を巧え て 、月 ｉｪｾ ｩｉ￬

を設け、 2 階以 上 をfヱ!川 とした。住屑

は、 2 D Kか ら 4 L  D  K とノ〈ラェティ

をもたせ、多様なお喜芸者wi を対象とし

てい る 。 外観デザイ ンは 、雁行ｾ のバ

ルコニーが、かもし出す潤いに加え、

外壁吹付タイルロ ーラ - )1]1 え、アルミ

手指りは屯解5 t1色仕上げと全体的にブ

ラウン系の色で統一し、 ill 物に務ち ff

きを持たせるよう努めた 。

( 大阪正一 / 長谷川工務 l汚)

「一一一寸「一一一i l エントランスアプロ一千および応釧

1  1  11 1  2  エントランスホール

」ー_ j l 4  1  3  住戸内部陪室

は J I  I  4  南西より全 Ｉｾｴ をみる
13 1  1  

搬影つねなりスタジオ
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江坂江の木公園スカイハイツ

設 計 施 工 長 笹 川 工 務 庖

三回目

4  

l  北側より、共用廊下( I i I J をみる

2  南東より全設をみる

3  エントランスアプロ一千

悌 影 つ ね な り ス タ ジ オ



所 在 地 吹 田 市 江 の 木 町12番 16

敷 地 面 積 9 ，356 日1m'  

建 築 面 積 2，228 . 28m'  

延 床 面 積 18 ，185 . 06m'  

構 造 規 模 S R C、 10 F.、 P 2

工 期 昭 和53年 1 月~ 昭 和 54年 1 月

江坂とし、ぅ $J i興住宅地に建てられた

本，建物は、周辺の今後の住宅開発を

感々し、 1011符処で比較的土地の高密

度平IJJ 刊を，1 1 " ' ) 、建ぺい率をおさえて

(23. 8%) 、住宅地域として1聞いが符

られるよう、緑地スペースを松大阪

碓{ 反することに努めた 。f主棟自己世( ， 1ー

l血lは、コの字型の片廊下型フラ ッ ト

タイプで、{ 主戸の間取りは 3 D  K を

主体とした、一般大衆f I 'J き7 ンショ

ンである 。外観的には、活ち J i きと

税しみ易さをねらい、バルコニー 1M

に、 C R C製手摺りにアールを採り

入札、直線的なアルミ製手宿りとの

バランスに変化をもたせた 。

(  '1' 山孝人/ 長谷川工務的 )

" - 一一一一一

告 旦
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配置図・ 1 階平面図
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メープル魚崎テラスノ、ゥス

設計監理・施工 株式会社大木工務庖
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設 計 天 藤 建 築 設 計 事 務 所

所 在 地 神 戸 市 東 灘 区 住 吉 東 町 1 丁目 1876番地の 67

敷地面積 1，223 . 26 m'  

建築面積 483 . 0 4 m'  

延床面積 961 . 8 3 m'  

構造規模 R C 、 2 F  ( テラスハウス)

工 期 昭 和53年 3 月~ 昭 和 53年 8 月

にある 。松近は、美しい松林の中に 、マンションが点々と，辿ち並ぶよう

にな っ てきている 。 このタウンハウスも、 ＺＺＮｾｴ 勝の地にふさわしい形に計

画した 。 また、時 rMIの経過とともにスラム化することのないよう、包: 耳II

規定を定め 、購入者も協力して美しい術作りをめざしている 。戸数も 10

戸と手頃で、コミュニティもうまくい っているようである 。

計lI ill に当つては 、現代の術作 りをめざして 防 災、日 1I l ! 、プラ イパシーを

確保し、一戸建都市住宅のイメージを求めた 。 また 1:'1 !JI)J l li をシャ ッ トア

ウトしたオープンスペースを作 った。道路に沿 って駐車場を設けたため、

タイル舗装された 中央通路は、子供述の絡好な遊び場とな っている 。 ま

た、専用庭および屋上庭園は、購入者のそれぞれの好みで多機に利用さ

れている 。 R C造にしたことはコスト面で種々凶鰍もあ ったが、防火耐

ぷおよび独立性等において安心できるものとな った。内部については、

収納を多くとり 、 1 階は 3 室を つなぐ大部屋使用を可能とした 。

設備については、大阪ガス X }J 式による冷1暖房一 ・給湯システムを採用した 。

さいわい、弊社ｾＡｬＡ向で計画より ｬ 仮先までを行い、 ｊ ｕ ｾ 入者との接触も幼い、

ので、今後我々の主旨を購入す? と共に尖現し 7 いくことができるであろう 。

(附大木工務応 )

/  

仁ヨEコ
回

l  困Ii ! lj 道路より み る

2. liiit車よリ みる

3  ア プ ロ一 千

7  



日本建築協会 会 告

4 定時評議員会決議お知らせ

昭和54年 3 月28 日 開 催の 定時 評 議 員 会 に お い て 、 下記 の と お り 役

員 が 選 出 さ れ ま し た の で 、 こ こ に 会 告 い た し ま す 。

1 . 評 議 員 会 正副 議 長 の 選 任

議 長 野々村 五四男 氏 ( 関西大学)

副 議長 高 橋 保 夫 氏 ( 銭 高 組 )

2 . 会 長 、 副会 長 、 理事 の 選 任

昭 和54年度会長 ・副会長・理事氏名 ( 敬称略)

新 ( 重 ) 任 L臼tf 任

会 長 塚 本 鑑 次 ( 日 建 設 計 )

副 会 長

初 問 削 生 (双 111 ｊ 占ｾ ｩＢ Ｉ 足 立 孝 (大 阪 大 学)

松 村 雄 二( 松 村 制1) 佐 野 正 一 ( 安井建築訟計41務所)

井 上 泌 ( 大 建 設 計 ) 市 ) 11 宏 ( 束畑建築事務所)

今 回 祥 郎 ( 大阪府 ill 築書11 ) 岡 本 行 普 (昭 和 設 計)

ffi 田 祐 ( 大 :1-1'  
制l ) 小 西

岬 Ｈ 小西設 ｾ ｉ ＮＩ

理 事

小 林 f，'J (新 住 宅 社 ) 小 松 正 宏 (鹿 仏 控 除)

多占f I 進 ( 大阪市立大学 ) 下 山 丈 彦 ( 日本住宅公団 )

( 技 術)

寺 田 徳 重 ( 大 I;x ill 設) 前 川 陽 一 (村野森建築事務所)

八卜} ; ，) 健 二 ( 竹 中 工 務 府 ) 松 村 度 三( おIi 辺建築ー1>務所)

山 悶 幸 一 ( 関 西 大 学) 三 品 哲 夫( 大阪市 ill 築局 )

大 林 芳 郎 ( 大 林 組)

奥 村 俊 夫 ( 奥 村 制l) 浅 沼 茂 夫 (i 圭 J目 車fl)

( 総 合 )

木 下 正 手IJ (消 水 雄 政)

銭高 錦之 Ｈ 銭 ｉｾ ＢＺｪ組ｬＩ

竹 '1' 鎌 一 ( 竹 中 工 務 防 ) ぽj 池 雄 一 ( 鴻 地 組)

1河 野 鹿 太 郎 ( あ め り か 属 )

("，11気) 今 た んn 彦 ( 近 畿f五% 工 '1>)

小 林 凶 自IS( 太陽工繰工，)>)

'j'i' 谷 監II 児 (: 大阪電気 Bl::)j } )

l半 一 郎 Ｈ 西原術 ｾ ｉ ＧＮＩ
( 信: 工)

松 本 亮 二 ( f i ' 1 水工業所 )

平 減
1幼( 朝日工! I ' : ; 社 )

( 往 材 ) 村 七 二 日IS ( サ ンエえイ7脊 )

川 ｌｾｾ 繁夫 Ｈ 川岸［ｲＮ !I':;) 

渡 辺 .:;:: (東洋シャ ッター)

4 通常総会結果報告

昭和54年 2 月27 日 開 催の 通 常 総 会 に お き ま し て 監 事 1 名 、 並 び に

本 部 所 属 評 議 貝 24名 の 選 挙 を 行 い ま し た 結 果 、 下 記 の 方 々 が 当 選 せ

ら れ ま し た の で ご報 告 申 し 上 げ ま す 。

百己

監 事
( 総合部門) ( 電 気 部 門)

山 形 幸一 It .k阪<ll.J: tt品全) : 井 上 司 自11君 (松 村 総) 姉川 正男君 (東光電気工<)i)

本r . iJ 俊之I t ( i ! ! l 絞建設 } 岡 本 繁一宮 (近最1臨工事)

本部所属評 職員 ; 樫 原 町hi W(鴻 池 組) :  ".(}ll!. i原蔵君 (大阪it I気暖房)

阪上定! J j 1J ( 鉄 illill 設)

( 技術部門 ) 志賀 修一お ( 7 ジタ工業) ( 管工部門)

杉 村 tit 夫 n Ｈｾ阪事 叫詫Ｉ 謀長川 村 二 社(三 J Hl!設 ) 治水草裕' 11( 例 T< 工業 )

山El I 緋 J銭円( 盟関d械部) 岡 幸 夫11 ( 安様 ill 設) 城口 五If平君 {大臣埴口研究所)

尚 武 主 計 1I (忌τ1477t茸) 里fi 1'- 他治ｾ ｴＨ大日本土木Ｉ 議問 正雄君 ｻ 大阪ｾｴｉ Ｄ｜￸ｴ 房 Ｉ

中村 r. l夫 it ･ｾ ｪ ｾｾ［ｦ［ Ｚ苦Ｉ 川 崎 敬三話( 近畿 ill J: )  

板 )1' ・"介 1I (臨梓ii t姐寵) I周回 太郎 lt ( i司日l 工業 ) :  ( 建材部門)

I反..j>: 勉11 ( i ! i :世地挫挫聾; l ) :  )JII 必忠三郎君 (' I' mタイ J レ)

i n!f' 一 郎11 ( ユニオン )

寄附金の受領

このたび名併正会ｲＡ Ｈｉ Ｚｲ￯登 ｕＡｈ 氏よリ、， Ｉ ｾ業資金の一昔 ＱＱ として金吾封のご寄附

をm鋭いた しました。 ここに誌して j亨〈御礼申し上げます.

社団法人日本建築協会
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昭 和54年 度 茶 室 見 学 会(1)

4 大徳寺の緊光院・黄梅院の

名席をたずねる

恒例の茶室見学会を本会名誉正会員、岡因不男先生のご案内によ

り開1i li いたします。

今までに大徳寺内の名席はほとんど見学しましたが、なお残 って

いて、最近解体修理のできた衆光院の重文 ・附隠! 市および重文・桝

床席と賞梅院の昨夢粁を拝見することにしました 。

Ｎｗｾ 光院は、永禄 Ｙ 年 Ｈ Ｑ ＵＶＶ 年Ｉ、三好義継が父、長度ーの菩提を弔

うため笑嶺和尚( 大徳寺 107世) を開基として建立した塔頭です。

笑街和尚は利休め参禅の仰であったため栄光院は千家の菩提寺とな

り、その寺 内に利休搭を中心とした 三 千 家 代 々 の 必 が列んでいます 0

・附隠席 3 帖は、表千家 7 代、如心斎の作。

・桝床 j市4 帖は、 9 代 了 々 斎のころ作られた茶室です。

・1定村正院は、小早川除去が王仲和尚( 大徳寺 112世 ) に 帰 依 し て 建

立した熔頭で、その本堂( 重文) は天正16年 ( 1588年) の建立です。

・昨夢中l ' は、本堂の奥の書院の一昔11にある 4 帖半で武里子紹鴎の作と

伝える占式の茶室で、す。その庭には光格天皇より下J ! 易された名情"i i'!i

中花、、があります。

総

当日は、政近、修復された黄梅院の本堂なども佃忠夫氏のご案内

で見学する予定です。

新総の京の茶室見学に多数お申込みをお待ちします。

日 時 5 月 12 日( 土) 集合14 : 00→解散16: 30 

集 合 場 所 大徳寺勅使門前( 京都市北区紫型i ' ) ・目棋会旗

〔参考〕 舟京、郎削rli"パ〈え 京m抑車駅馴tωd前;1 ( 西配:l加i山u (ほ正 l耐h耐耐iυ ) ，i出前削;日ωjけ) または、 阪急白.，屯L>Iドo. rl ωf

よtリ) 一阿条Iμ与J九vパ〈ス i停4にて 3来長 '1ドo.( 204 の i叩|ドl カか‘ 乙) → f 大b徳E、与1前」下 '1ドl (i所1苛骨

宮要 ｾＳ ぬ ＰＭＴωＰ 分 運1口¥110 円) 京阪三条よリ{ は孟『市1布i'ハ、ス刈(12)目lにニ来 II( →「大 f卓'¥'，i;IJ

F' l l  ( 所要40分 . i:1! j¥ 110 円)

師

員

費

会

A

4

H

 

議

定

参

申

帝塚山マ院大小教11 工中間i - l : 岡田孝男氏

301'， 

会 員 1，500 肉1

ト( 拝 観 料 ・抹茶代・その他)

会 員 外 1，800 円j

込 往復はがき l 枚に l 名限りとし、氏名・勤務先名及所化

地 . : i ! [ 給屯話番号 ・返 信 用 宛 名 ・郵便番号を記入し、

「大徳寺の茶室見学(l)J と明記の上 5 月 7 日( 月) まで

に建築協会事業謀へ。

- お願い Ｕｈ は述 ｦｾ が続きますか句お申込みはお Ｑ ， ＱＮ ぃ目に層 Ａｩｩ います。

} L" ! 先の都千干によリ定数はl l ' 1lmしにくいので. 超過した t晶子半は会只を優先

のJ-. 柑lせんで決定してお知らせいたします。

日本建築協会会告一一一一一一

建築家のための* みどり砂学習会(7)

4 奈良万葉植物園と春日奥山原始林を歩く

菅沼孝之 ( すがぬま ーたかゆき} 氏

昭和 2 年生まれ. 京都府福知山市出身

昭和24年広品高等師範学校卒業

東北大学より理' 下問士を受〈

現イE 奈良女子大学助教授

専攻 刷物生態学( 刷物社会学)

現住所大和郎山市筒井町 239- 41

在住 大台ヶ原大杉谷の自然一人との

かかわりあいー ナカニシヤ出版

(1975) 他

ホみどり H 学科会も 7 回目となりました。今回は国の特別 天 然 記

念物に指定されている恭日奥山原始林を散策しながら少し違った角

度 か ら 森 林、そして樹木を観察してみたいと思います。

春日奥山原始林は、古来藤原氏の氏特l でーあった春日大社の神域と

して保護され、平城京から奈良という都市の近くにありながらその

風土と気候により構成された純粋な、自然。としてほとんどその姿

を変えずに現在に伝えられております。また原始林から流れ出た水

は、佐保川となり、大和川となって、今もなお大和文化を育くみ続

けております。

その連綿とした l侍の流れの中で、春日の原始林が、人びととどの

ようなかかわりを持ってきたか・・ ・- を考えながらそれらの森を形成

している樹木や草木の相E の役割、また立地条件に適した植生であ

る極相林の有機体としての諸現象を菅沼先生のご案内で縞物生態的

な視点から観察いたします。

「万葉植物園」は万葉集に関連のある植物、草ばなを古代の呼 び

名 と 現 在 のH乎ぴ名を呼応、させて栽培されており、いにしえの奈良の

都の雰囲気をかもしだした優雅な植物園です。

総

この催しにつきましては、奈良公園管理事務所の特別のご厚意に

より、一般には入林できない春日奥山へ参ります。若 葉 の 美 し い 古

都の一日をご一緒に歩いてみませんか・一一

ご参加をお待ちします。

日 時 5 月 19 日( 土) ・小雨決行、 1 日コース

集 令10: 00→ 解 散16 :  30 ( 現地にて)

集 合 場 所 奈良近鉄ヒソレ束玄関、噴水前 - 目標会旗

〔参考〕 集合所までの交通貨は各自ご削H脇、ます。

大阪よ' ) →近後日本鉄道 rfti !li J 駅より奈良行快速急行に釆l l I ( 毎時10分

間隔位で発 'Ii 、所要約40分) →終 I'i の奈良駅で下Jli →改札口より地上へー

近鉄奈良ターミナノレビ J レ( 奈良近鉄ピノレ) の東出入口前

運賃大阪→奈良片道 320円

講 師 菅沼孝之氏( 理学博上純物学) 朱良女子大学助教授

定 員 30名

参 加 会 費 会 員 700 円1

八 I  (韮!I 日受付でいただきます。)

会 員 外 900 円 l

行 程 10 :  10  出発

10:  40→ 11 :  40 万一系納物図の見学

11 :  40→ 12 ・30 昼 食 ・休 け い

12 :  30→ 16 :  30 春日原始林の現地見学( 全行程約 4 km位)

持 参 品 昼食用弁当、水筒( 注 ・近くに食堂、売庖などはありま

せん) 、樹木観祭用のオペラクラスがあれば便利です。

l時季的に虫の防御用に塗布斉IJ など。

。山歩きのできる軽装で、女性は必ずズボン活用のこと 。

。今回は刷物のｾ ｍｬは出来ません Ｎ (然 止区h主です)

申 込 往復はがきで、 1 名 1 枚! 浪りです。はがきには氏名・勤

務 先 名 及 所 在 地 ・年 令 ・連絡屯話番号 ・返信用宛名 ・郵

便番号を記入し、 「みどり学科会(7) j と明記の上 5 月11

日( 金) までに建築協会事業課へ。

定員を超過した場合は会長優先にて抽せんで決定してお

知らせします。

建築と社会/ 悶79判 fl 号 9  



日本建築協会会告

4 大阪・上六・市街地再開発の経過と

現状を聞く (1)  

( 上六地区第一種市街地再開発事業

施設建築物新築工事の見学会)

・上六地区第一種市街地再開発卒業は、全国でも有数の規模を有す

る民間施行による都市計画事業であり、その成立過程から社会的な

注目をあびながら現在工事が進められています。

・事業の内容は、上六の交叉点に接するー街区約 0. 9 haの地域を土

地区画重量理事業との同時施行により、主査備され、地下 2 階、地上15

階建の施設を連設するもので、延床面積60，000m'にも及ぶ大規模な

ものです。施設の内容は、住宅31. 9%、事務所 6.7 %、庖舗21. 2 %、

駐車場 2.7 %、共用その他37 .5 %からなる庖舗と住宅を主体とする

ビルで、庖舗床のほとんどは、既存の権利者を収容する権利床であ

り、住宅は日本住宅公団が取得することになっています。

・事業主体は、地域内の権利者と参加組合員である日本住宅公団で

構成される「上六市街地再開発組合」であり、この組合はその成立

基盤を戦後のヤミ市の形成時代に発し、街としての成長過程および

土地区画整理事業に伴う立退き問題から再開発事業に至るまで、地

区のコミュニティとしても成長してきたもので、単なる権利の復権

や事業のための組織としてではなく、日常の生活問題から、街の整

備の問題まで、街が主体となる自治都市的な性格をもち、コミュニ

ティに対する住民意識は高〈、この事業の成立は、地区の自治能力

に負うところが多いといえます。

毒事

今回、上六市街地再開発組合のご厚意により、組合の中田理事長

から事業の成立に至る過程と苦労談をききながら、工事現場を見学

する機会をもうけました。

この企画にあたり、安井建築設計事務所、鴻池組 ・フジタ工業 ・

モリタ建設共同企業体に多大のご協力をいただきました。

多数のご参加をお待ちいたします。

毒患

なお 、工事現場は、現在、逆打ち工法による基礎コンクリートと、

8 階までの鉄骨の建て方を施工中で、来年 9 月の竣工前に再度見学

をお願いしております。

日 時 5 月 24 日( 木) 集合13 :  30- →解散16 :  30 

集合場所 近畿日本鉄道「上本町J 駅 ・l 階コンコース、時計の下

定 員

参加会費

付近 ・目標会旗

ただし地下鉄 ・谷町線 「谷町 9 丁目 J 下l li →地上へ出て点へ徒歩 5 分.

または近鉄 ・難波釈よリ来 '11→ 2 ツ自の「上本町j 駅下 '11→ 1 F コンコー

スへ出てす ぐ. 構内 .

30名

会 員400同 l

I  (当 日受付でいただきます)

会員外600円 j

申 込 往復はがき l 名に 1 枚| 浪りとし、氏名 ・勤務先名 ・所属

部課名 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入し、

5 月15 日( 火 ) までに「上六市街地再開発の見学J と明

記の上建築協会事業課へ。

建築概要

事業地区名上六地区第一種市街地再開発

所 在 地 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本

町 6 丁目、問 7 丁目

東平野町 3 丁目の各

一部

施 行 者 上 六 市 街 地 再 開 発 組

合( 参加組合員日本

住宅公団関西支社)

10 

設 言十 建築、構造、設備、 側安井建築設計事務所

よ臣EとL  理 日本住宅公開関西支社( 住宅)

側安井建築設計事務所( 施設)

施 工 ( 建築) 鴻池組 ・フジタ工業 ・モリタ建設共同企業体

構

宇悶凶巴

S R C 造

規 模 敷 地 面 積 7，130m'  

建築面積 5，937m'  建ペイ率 83 .0 0 % 

延床面積 60 ，956m'  容積率 794. 00% 

階 数 地 下 2 階、地上15階、塔屋 3 階

軒高 45. 00m 最高 55. 80m 

工 期 昭 和53年 4 月→昭和55年 9 月

4 ガウディー展神戸で開催!

昨秋より、全国を巡回中のガウディー展の神戸での開催が、新し

い企画を加えて神戸在住の建築家 ・都市計画家の手によ って準備さ

れています。

スペイン ・カタロニアの港町パ j レセロナを訪れた旅人たちが、皆

篤いて見上げるというサグラーダ ・ファミリア聖堂は、ガウディー

の死後半世紀を経て、今なお建築が続行され、日々その姿を新たに

しつつあります。すでにこの世を去って半世紀た ったひとりの建築

家の仕事が、生き続けていることは、人々に深い衝撃と感動を与え、

現代におけるひとつの伝説となっています。

19世紀末から 1920年代にかけてのカタロニアのルネ ッサンスが生

んだ建築家ガウディーは、教会 ・学院 ・住宅 ・公園 ・集団住毛 ・家

具など、きわめて広い足跡を残し、作品群は伝統的諮様式と近代的

な造形と工法とが総合された強い個性として表現され、近代建築史

・デザイン史のなかで独特の光を放っております。 とりわけ、その

合理的な構造と有機的空間の総合、職人的誠実と近代的工法の融合、

そして象徴的詩想と人間主義は、一世紀後の世紀末を歩みつつある

私達に多くの啓示と省察の鑑とを与えてくれます。

今回スペイン ・ガウディー友の会の理解と援助を得て、ガウディ

ーのオリジナルの水彩、スケ ッチ、図面を中心として、石代模型、

家具などを併せて展示する機会を得たことを最大の歓ぴとするもの

です。これらの展示はガウディーの発想の線源にふれるものであり、

造形芸術に関心をもっ神 戸市民に、新たな創造へのエネルギーと、

ひとつの出会いの場を与えるものであることを信じます。

( 神戸 yゲウテ。ィー展委日会 制作先/ 北1・3道生アトリエ078- 821- 6428)

会 期 昭 和54年 5 月 17 日( 木)

- 22 日( 火)

10 :  OOA.m.- 7  :  30pm. 

会 場 さんちかタウ ン きんちか

広場

入場料金 大人 500円、学生 400問、

( 前 売 大 人 400問、 学生

300円)

主 催 神戸ガウディー展委只会

きんちかタウ ン

後 緩 神戸市、兵 ｗｖｾ 、神戸市教

育委只会、兵｛，ｉｬ ｙ［ｾ 教育委只

会、兵康保立近代美術館、

スペイ ン大使館、神戸新聞

社

展示内容

・ガウデ ィーオリジナ ノレ住築図 I耐 段

'1'1 ' 家具

・写真 ( 篠山紀信)

Ｎ ＱＭＱ昨造段 ｾＧＱ ( 九州、1:袋術工科大学制作)

・映画 ( ガウディ ー ・染 ijt i紫制 作)

ヴィデオによる会場での公開

・併設展神大卒: 業制作l長

映画と講演 (予定 )

映画 ガウテ'ィー採ilti 紛糾作

識がi 池原義郎 ( 早稲 l日大"，! : )

松倉保夫 ( h 州公利: j _ [ 科大' 手 )

ほか

前売券は日本建築協会にもあ ります。



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投稿をお待ちしておリます.

1 3 5  

仮 使 用 承 認 制 度 に つ い て (その 2 )  

前号に、建設省通達の新築の建築物等の承認基準 したがって 、上記の基準 ( ①イ ~ホ ) に適合しな

を紹介したが、その建設省の通達の中で、既存昔11 い建築物は、防災上、 t;': 改築等の工事をしつつ既

分がどの位皮の防災レベルだと、増改築等が許さ 存改修等を行うことができないので、たとえば法

れ る か と い う 基 準 も 出 さ れ て い る 。 i . I 主 に 満 た な い 病 院 の 場 合 は 、 別棟 を先に完成させ

- 青島認基準( 既存の建築物) 1111111111111111111111111111111111111111川11

仮使用の対象が、士I ' i 築、改築、移転、大鋭校な修

絡又は大規模な模様替の工事を行う既存の建築物

である場合には、次の①から③までによるものと

する 。

① 仮使用部分は、次のイからホまでに定めると

ころによること。

イ、令第 112条第 9 項および同条第 14項( 第 9 項

に係る部分に限る。) の規定に適合していること 。

ただし、この場合において、防火区画に用いられ

る防火戸は、同条第 14項第 4 号に規定する述煙性

能を有さないものであってもよい。

口、仮設屋外階段、仮設悌子等が、建築物の形態、

使用状況等に応じて適切に設置されている場合を

除き、令第 120条、第 121条及び第 125条第 1 項

の規定に適合していること。

ハ、物品販売業を営む庖古I i の用途に供する建築物

にあっては、各階における直通階段の中日只の合計

が、その直上階以上の階のうち床面般が最大の1
1皆

における床面積 100m'につき 30cmの割合で計t I し

た数値以上確保されていること。

ニ、小規棋な居室、バ ッテリー内蔵型の非常用! 照

明等の設置により床面においておおむね l ル ック

ス程度の明るさが確保されている建築物の部分又

は夜間使用がない建築物で十分の明るさを確保で

きる窓等の関口部が設けられている建築物の部分

を除き、令第 126条の 4 及び令第 126粂の 5 の規

定に適合していること。

ホ、消防機関において、消防活動上支障がないと

認める措置が講ぜられている場合を除き、令第 126

粂の 6 及び令第 126粂の 7 の規定に適合している

たのちに旧館の! 心者与を移し、その後に旧館の改

修を全面的に行うことを計画しなければならない。

仮使用ゑ認申前の必要の有無は、建築確認審査担

当の窓口で工事内容等を簡単に話せば教えてくれ

る。

必要書類は建築基織法施行紛IIIIJ 第 4 条の 2 、第 11

条の Ｒ にｾかれているが、その中で安全計画 ｦ Ａ＿ と

いうのが合き づらい。もともと 仮使用承認可ヨ稲は

建築主が行わなければならないが、増改築等の場

合は、確認申請と同 11寺総出しなければならない

( 施行細則第 4 粂の 2 の 2 項 ) ので、ほ とんど設

計事務所が委任を受けて住いている。

では定全計画担? のflFき方について簡単に述べる。

新築の場合は竣工検盗に近い検査が行われるので、

( 1)仮使用部分と工事中の部分との防火上有効な区

画の構造と位置

(2) 残工事の内容

(3) 火気資材機械恭兵の種類、 iE; 、設置場所、管理

の方法

(4) 防火管理体H，I!

などを記載すればよい 。

増改築等で既存音11分を仮使用したい場合だが、建

物により、工事内容により、使用状況により、想

定される危険要因に差があり、安全対策も一律な

ものにはならない。

概略的なことをあげると、

(1) 増改築等の工事のため機能に支障を生じる個所

および既存部分の不適合個所を 上 げ、それらの移

設、新設または改修工事の期間および時間i を明示

すること

(2) 一時的にしろ代務措置をとる場合は、その内容 、

こと 。

期間を明示すること

②イ、使用部分とその他の部分とは、建築物の構

造、用途又は工事内容等に応じて、耐火構造の壁、 (3) 仮使用部分とその他の部分との防火上有効な区

不燃材料で造られた間仕切り等により、防火上有 画の構造と位置

ｾＩｊ に区画されていること。 ＨＴＩ 工事用資材等の搬出入後路、仮使用部分の出入

口、工事施工部分に面する換気、 i暖房、 冷房及び 径路および管理の方法

排煙の設備の風道の吹出口等が、鉄板そ の他の不 (5) 火気資材機械II器具の種類、量、設置場所、管理

燃材料で塞がれていること。 の方法

③ 工事計画に応じた避難施設等に係る代替措置、 (6) 全般の工事施工手順

工事に使用する火気、資材等の管理の方法、防火 (7) 防火管理体Inl!

管理の体制等が適切に計画されていること 。

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 l  

などになる。
( 以上)

( 大阪府建築指導課)
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高層住宅用集合排気に

翼理論を応用した自然換気の画期的製品

⑬長谷工不動産 知機材部

東 京 都 港 区 赤 坂 4 - 5  - 19 大 阪 市 東 区 平 野 町 5 - 40 

(0 3)  5 8 6 - 5 7 9  I  (0 6)  2 2 2司 0 3 5 0



〈新 建 材 紹 介 No. 58)

グラスウールによるコンクリー卜建物の

旭 フ ァ イ パ ー グ ラ ス 株式 会 社

本 社 干162 東京都新宿区市ヶ谷八橋町8 ー 1 T E L  03- 268ー 1101

断熱・吸音工法 ｾ ａｔ 工法 」

法定不燃材料であるグラスウー j レ製品に、旭ファイパ

ーグラス附より新工法、 A T 工法が開発されたのでこ

こに紹介する 。

概 要

A T 工法とは、断熱、吸音、不燃の三 大特徴を持つ、

高密度グラスウー j レに、長繊維グラスクロスを埋め込

み加工することによ って 、在来品になか った表而強度

を持たせ、コンクリート打込み等今まで以上に多様に

利用できることをねら った工法であ る。

A T工法に使われるグラスウールには、ソノボード S

( 後貼工法用 ) と スラプボード T ( 先付工法用 ) の 2

種があり、その他冨IJ 資材として、ワ y シャ 一等の金具、

白地処理用のテープ、コンクリート躯体への接着材等

が合せて 開発されている 。

材 料 の 特 徴

l 、断熱性能がよい。

グラスウール高密度品 ( 48kgj m' 、68kgj 州、 80kgj mつが

ベースとなっているため、熱伝導率が極めて小さく、

抑出し発泡ポリスチレンよりも l 割以上、木毛セメン

ト板に比べると 5 倍以上の性能を有している。

2 、l汲音性能がよい 。

人間が不快に感ずる 5 0 0 - 5 0 0 0H zの騒音をよく吸収する 。

3 、不燃性である。

表面の長繊維クロスも含めて無機質のガラス繊維であ

り、法定不燃材( 建設省: : 1"1036号 ) の認定を受けている 。

4 、表面破断強度が高い。

長繊維グラスクロスとの一体製造により、在来品より

約 7 - 8 倍め表商破断強度が得られ、踏みつけに対し

て強くなり、コンクリート打込みや各種内装部分にと

適 用 範 囲 が 広 が った。

工法 の 概 要

l 、 A T 打込み工法

ソノボード S の複合品であるスラプポード T を打込む

工法である。スラプボード T は64kgj rげの高宮、度グラス

ウールをベースにしており、コンクリート打設時の荷重

で、変形やつぶれは殆んどない 。またグラスクロスを埋

め込み加工しであるため表面破断強度も高〈 、配 筋 作 業

時 、仮枠取りはずし 作 業時での材 料t負傷も少ないと，恩

われる 。 その他、軽量であること、カ ッターナイフで

容易に切断できること等、施工性もよい。最も 問題 で

あるコンクリートとの接箔性を解決するため、新たに

専用アンカー金具を開発して対処している。表面化粧

材としてグラスペーパー貼りをしたデラ ックスタイプ

もあり、直仕上が可能である 。機械室等、仕上をさほ

ど重視しない箇所では、グラスク ロス捜め込みの普通

タイプで充分であろう 。ペン キ吹付も 可能である。

2 、 A T ピン 止め 工 法

今までのグラスウール貼付工法は 、露 出仕上の場合、

表面に刺激性があるため、施工上、仕上がり上問題 が

あるため、グラスクロス等で抑え、 トンポ止めするの

が一般である。その点ソノポード S は、表面クロス打

加工されていることにより、表面の刺激性がなくなり、

さらに材質を高密度タイプとしたことにより自立性が

よくなり、さまざまな工法が考えられるようにな った。

その一 つが、専用ピンによる A T ピン止め工法である。

A T ピン止め工法は、打込み工法の墳で紹介したもの

と同じ金具を、セメント系の按箔材にて、コンクリート

箇に先付けを行い、硬化後ソノボードを取付け、ナ y

ト締めを行うものであり、在来のトンボ止めより信頼

性 は 高 い。

その他特殊な工法として、圧治工法があり、また胴縁

工法も考えられているが、使用する場所、条件等により、

メーカーと相談の上検討されたい。

大阪支庖 ・干530 大阪市北区曽根崎 1- 2- 6 宇 治屯ピ j レ T E L 0 6- 3 6 4 - 3 4 9 1  

高 島 株式 会 社

グラスウー ルの一 般物性

名 称 ソノポド S 1 非 加 工 品 ソノポド S 1 非 加 工 品 ソノボード SI 非 加 工 品

密 度 ( kg/cm' ) 48  64 80 

厚 さ (弘) 2 5 1 5 0 1 25 1 50 25 50 1  25 50 25 25 

庄和i強度 (kg/ nt) 厚さ 5 %変形 400 700 1.∞o  

圧縮強度 ( kg/ m') 厚さ 10%変形 印。 1. 200  1. 500 

圧縮強度 ( kg/ m') 厚さ 15%変 形 850 1. 600 2. 500 

せ ん 断 強 度 ( kg) ※ 90 I  100 60 70 110 130 90 100 170 I  110 

表面破断強度(耐路みつけ強度 )kg/ 100拍φ 450+  1  450+  35 35 450+  I  450+  70 70 85 

吸 :此n  車 ( %) 1. 5以下

進出係数 ( g / IT"e、 hr . . . Hg)  25弘厚 : 0. 4 50拍厚 : 0. 3 

熱伝導尊， ( Kcal/ nrhr"C) O"C 0. 0255 0. 0255 0. 0255 

熱伝導率 ( Kcal/nrhr"C) 25"C 0. 0279 0. 0277 0. 0277 

熱伝導部 ( Kcal/貯 hc"C) 70"C 0. 0332 0. 0324  0. 0324 

125HZ  0. 07 0. 22 0. 07 0. 22 0. 09 0. 14 0. 09 0. 14  0. 09 

残エアスペース 250HZ  0. 28 0. 79 0. 28 0. 79 0. 22 0. 83 0. 22 0. 83 0. 30 

響
5∞HZ  0. 84 0. 99 。制 0. 99 0. 63 1. 00 0. 63 1. 00  0. 75 

ゼロ 1. 0∞HZ  0. 92 0. 99 0. 92 0. 99 0. 86 0. 94 0. 86 0. 94  0. 87 

室

2. 0∞HZ  0. 83 0. 85 0. 83 0. 85 0. 8崎 0. 82 0. 86 0. 82 0. 92 

法 4. 0∞HZ  0. 84 0. 97 0. 84 0. 97 0. 96 0. 98 0. 96 0. 98 1. 00 

吸
125HZ  0. 26 0.42  0. 26 0. 42 0. 27 0. 27 0. 27 0. 27 0. 27 

エアスペース 2切 HZ 0. 58 0. 89 0. 58 0. 89 0. 76 0. 99 0. 76 0. 99 0. 74 

古ー

5∞HZ  0. 97 0. 99 0. 97 0. 99 0. 99 0. 99 0. 99 0. 99 0. 90 

E阜 40 % 1. 0∞HZ  0. 87 0. 97 0. 87 0. 97 0. 93 0. 92 0. 93 0. 92  0. 92 

%  

2.0∞HZ  0. 73 0. 89 0. 73 0. 89 0. 80 0. 84 0. 80 0. 84 0. 93 

4. 000HZ  0. 93 0. 89 0. 93 0. 89 0. 98 0. 94 0. 98 0. 94 0. 99 

※ IOcmX  2 辺町刃に初1 I i をかけ破湖した時的般大戸illi

ソノ ボー ドS ( 6 4 K ， 25' %，) と 他 製 品 との比較

ソノポ ドS ( 64  K  - 25)  押出発泡ポリスチレン板 本毛セメン卜桓 備 考

l 断 熱 性 K = 0. 0255 K  = 0. 0290 K  = 0. 130 
K =熱O"C伝)持軍Kcal/m-hr"C

2 不 燃 性
l  燃般) 不第行燃恕定材

1 ) 融不燃材

1  ) 他政官認定不燃材.

4不11 1036号 建設古認定措不燃材

P} . l 音効果は矧待出来な

2 )  N  .  R  .  C  = 0.40  

N. R. Cす何(るN時吸OB)音s2e5耳0R二、円5ed∞算uc、術t1t0o平0n0均1C値o∞efo  fs  3 吸 背 性 N  .  R  .  C  =0. 64 
背( 1∞OH z  下以下で吸)  cient  tll 'i¥ )250. 500. 1000. 2000 H  z  

、"、

率が極端にがる にお I

450+kg/ 1∞弘φ
kg/け破10断る0'がこ-生φと 制想たt定時のカカトで踏み

4  表而破断強強度j E)  278kg/ 1∞弘φ
つに をじ し山で、材の料Im1表fi 部赴

(耐跨みつけ

5  .  i t  候 性

工らL 事さlTIIIIJ 中も車、ト日光l問にさ

れて に 姐 な にに長時さよ間っらJ(てさ7れ劣日化る以をと上生紫)外日じ光線る

6  寸法膨安娘定係 住

1 - 2 X I O-
5  

6 - 8 X I O-
5  線膨

/cm!2

℃

2係数

(線 数 J

cm 

7 耐 薬 品 性 安通常定

的有機能剤、般に
ガソ機

リン ベンジン等

のイr#ii"容押lに溶解する

B 施 エ 性

比1Ii :  0. 064 比

(1

鮭

Ii :  0. 0285 比重: 0. 670 
比温= g /c耐

( 鮭lil てす'J I l 工性もよい ) iil て'1m工甘: b良い )
力11工性惑い )

注)木毛セメ ント板同級菅ヰEは、騒背対策ハンドブッ? ( 日本音締材料協会‘ 技報堂 ) より

A  T 打込み工法標準ディテール

隠蔽用( スラブポ ドT - S 使用)

一一一一一ーーー，ーー- - - 4r l -

-

ピン トメ エ 泡 b 圃 圃 エ 漁

..'f'f
lt M 'J II .  .・2

建 材委 員/ 宮 田 照 久 〈附昭和Zit 骨l-g1-j 函郡部長 〉
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読者の頁

、盲人情 報 文化センターF 完 成 マイ・フ ォ ト

(大阪)

福祉に対する社会の関心が、高まりつつある時に、

この盲 人文化セ ンターが完成し、自 の不自由な人

たちに 、 より多くの新しい情報を提供する施設が、

出来たことは画期的なことである。

四つ橋線に面したこの角地は、東側IJ には大同生命

ビルがあり、高速道路、土佐沼川を隔て、朝日新

聞社、フェスティパルホールを望む 、眺望の良い

場所であり、地下鉄肥後橋駅を上った、この様な

施設にとっては非常に、便利な位置にある 。

変形した 315m'の敷地、この建物の中心である書

庫を有効に配置するプランニングを、繰り返した

結果この様な膝行した外観となったのもこの建物

の特徴であろう。

電 i]i)J'¥!}架 で20万冊を収容出来る 空間1を 4 、 5 階に

配し、 6 - 8 階は最近特に発達した、テ ープラ イ

ブラリーを中心に、 ボランテ ィアの読み手が、直

接盲 人に朗読 して 聞かせる対面朗読室、多重録音

も出来る スタジオ 、閲覧室 、弱視者室、医務室等

を設けた。また多くのボランティアの活動出来る

スペースも確保した 。 9 階は 200人収容のコミ

ニケー ションホールで、映画、スライド、オーデ

ィオ等の設備を置き、多目的に使用される 。

エレベーターは音による階数表 示、弱視者に対す

る色彩計画、暖房も湯沸しもすべて熱源は電気を

使用し、障害者にも取 り扱い上、危険でヤない建 物

であることに 留意した。

日本 ライ トハウスの岩橋英行理事長は、広〈 世 界

特に東南ア ジヤの視 覚 障害者に関する資料 ・文 献

の蒐集、国際交流を図る 研究室の設也 、児童向け

に点字絵本を拡充したり対策の遅れている未就学

児童や老人のための設備、障害者と健常者との交

流を進める、プログラム等多角的な盲人福祉活動

をめざしている 。

またこの建物は船舶 振 興会の補助事業であるため、

一般 商業ビルと 同様な設備、仕上等は望めないこ

とであり、きびしい予算の 中で、最高の仕事をし

ていた、' いた施工者に対して、 深〈感謝するもの

です。 <坂本松 !l V 坂本建築事務所)

14  

~、ミルージヤ市
原桂一郎/ 大阪市建築局

イタリヤの山岳都市ベルージヤは、日本で云えば、信貴山上

の門前町や花の吉野山の吉野町のように、山の頂部に築かれ

た町である . 山の中腹に城壁をめぐらして外敵を防いだ中世

の形態がそのま、 損厚に残って いる . 町中の街路の多くはス

ロープや階段状になっていて、人のための街路である. しか

もスロープの勾配や階段のけあげや路面の寸法は 、人聞の歩

き易さを配慮、して段計されている， JJ l . 代が求めている機械文

明からの人Illl 性回復 <ey者はこれを 第2次ノレネ y サンス時代

と思っている) の都市づくりの指械が、こんな 中世の街の中

に見出されるのではないかと氾H臨している.



建 築 と 社 会

二L

ニ ュ ー ス 凪 ｴｾ をお送り〈ださい Ｎ

駅 舎 再 開 発 シ リ ー ズ- 2 - < 南海難波駅〉

南海電車の移設計画

建 設 省 営 繕 設 計 コ ン ク ー ル

入 賞 作 4 点 決 ま る

建設省は 3 月8 日、 53年度同省営繕工事設計コン

クール ( 27回目 ) の入賞作品として、建設大臣賞

に下関地方合同庁舎、官庁営級官11長1 t に近畿安全

衛生教育センタ一 、国立諌早少年自然の家、石垣

地方合同庁舎の 3 点を決定したと発表した。

今 回は、各地方建設局、筑波研究学闘都市営繕建

設本部、北海道開発局および沖縄総合事務局から

提出された 11作品( うち参考作品 1 ) について、

3 月6 、 7 の両 日に審査 ( 委只長= 狭間勇官庁営

繕部長) の結果、計 4 点の入賞作品 を選定したもの。

入1' 1・した 4 点の工事概要は次の通り。

建設大臣賞〈下関地方合同庁舎〉

設 計中園地方建設局営絡部

地 工熊谷組

所在地山口県下関市竹崎町 4 - 1  - 12 

往築面般 1，579m'  

t再泣. l J W1 R C 、B  1 、6  F 、P  1  

南海難波駅は、明治18年の開業以来、大阪ミナミ

の表玄関として親しまれ 、 とくに昭和13年にター

ミナルビルとして難波駅が今の姿を現してからは 、

ミナミを代表するターミナルとして発展してきた。

万博以後、大阪は、泉北ニュータウンをはじめ、

締本林間凹図都市構想や泉南地域の住宅開発など

に見られるように、南を指向した開発を進めてお

り、激増を予想、される旅答のWi 加に対処すること

が、南海難波駅の大きな課題となっている 。

昭和55年には難波駅の来降客は50万に達するもの

と見込まれ、 10而運転を実施しなければ輸送街・要

に対応できないため、南海';IL鉄では、昭和47年よ

り、第 1)¥112 Jtll にわたり駅舎の大改造を行い 、駅

周辺の開発整備を笑施している 。改造工事の概要

は以下の通り 。

・昭和47年 ( 1972) 5 月

新駅の第1 J 捌工司王が開始された。

官斤営繕部長賞 〈近後安全衛生教育セン ター〉

設 計近畿地方建設局常絡部

地 工 7 ジタ工業

所在地大阪府河内長野市河合寺998- 1ー1 - 5

建築面積 1，988m'  

構造規模 R C 、 2 F 、 P 1  

官斤営織部長賞〈国立諌早少年自然の家〉

- ・・<<e ・........_ I  

Ｎｾ 岡田園・同時弘 ｜田 明 石 司Ｂみ よ ｅ

7ーて竺; 三 ヨ 宝E 圃画面薗

設 計九州地方建設局営 t辞書11

施 工金子建設、浅沼組、鴻池組

所主E J也長崎県議早市白木崎町

建築面積 7，506，げ

峨 造;規，1* R C 、 2 F  

官庁営繕部長賞〈石垣地方合同庁舎〉

設 計 I ' I ' 縄総合事務局営縛部

地 工浅沼組、八重山興業

所在地沖縄県石垣市登野城55

主主築面積 1，012m'  

精 進 規1* R  C 、 3 F 、 P 1  

- 昭和49年( 1974) 11月

在来駅の機能を生かしながら、西側11の敷地をフル

に生かし、隣接する大阪球場のスタンドの一部を

切り取 って、 3 線 4 ホームが完成し、南海本線が

移された。活工して 3 年自のことである。続いて、

旧ホーム半分を取り壊し、第 2 却! 工事 に着工した。

いずれも新しく開発された T P HS工法は威力を

発都し、先行して進められるプラットホーム構造

体を見事に支えた。

・昭和51年 ( 1976) 11月

第 2 矧軌道工事が完成、新設の 3 ，j;Jj! 3 ホームに高

野線が移された。この工事の完成により、レンガ

タイル貼りの円柱と石貼りの床、アルミ製ダーク

グレイのドーム天井をもっ新しい難波駅の一部が、

ターミナルビルとしての個性をもって姿を現した。

この新しい南海なんばターミナルビルの大きな特

徴は、防災と環境保全に画期的な配慮がなされて

いることである。まず防災而では、プラットホー

ム北端に設けられた大階段上部 1，000m'におよぶ

空間に、巨大な吹き抜けをもっ防災空間が設けら

れた。

環境保全の面では、街全体を清潔に保つため、空

気輸送によるゴミ処理システムが採用されている。

・昭和53年( 1978) 11月

3 階のプラットホームの下につくられるショッピ

ングセンターの一部も完成した。

( appr oach A U T UMN  1978より一書1I') lm)

社 会 教 育 総 合 セ ン タ ー ・

市 立 図 書 館 計 画 中

子供たちからお年寄りまで生涯教育の一大セン

ターともいうべき「社会教育総合センター ・市 立

図的自白」が、京都市にできる述びとなった。二年

計画、総額24億阿の大プロジェクトで、 3 月20 日、

発表された市の54年度当初予算笑に初年度建設1'(

10億 3 千万円が計上された。同総合センターには、

大小会議室、歴史の展示室、婦人教育センタ一、

視聴覚センターが配置され、市民の念願が実現。

図i，:a官も篤志家の寄付によるとはいえ「市立図書

館もない世界文化自由都市 ・京都J の* 汚名' が

やっと返上できるとともに、 同時に打ち出された

市立図白: 館網の事長備計画に市民から大 きな Jt I l 待が

寄せられている。

特 殊 コ ン ク リ ー ト 造 建 築 設

計 規 準 講 習 会 開 催

日本建築学会主催により下記要項に従って開催される。

東 京 5 月11 日( 金) 発明会館ホール (東京市港区虎ノ門

2 - 9 - 14)  

fl lI 台 5 月14 日( H) 宮城県建設会館 6 F 大会波室 ( (111 台

市上杉 1 - 4  - 20)  

名古屋 5 月17 日( 木) 東海処築文化セ ンタ- 9 F ホーノレ

(名古屋市中区栄 4 - 3  - 26 昭 和

ピノレ)

大 阪 5 月18日( 金) 大阪科学技術センタ一大会淡室( 大

阪市西区靭本町 1 - 8 - 4  大阪料

学技術センター内)

参加賀は主nu . 後援団体の会員 6，500同会員外 8，∞0円です。

〈わしく は日本建築栄会にお問い合わせ下さ Lυ
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歴 史 的 集 落 と 街 路 景 観 - 7

道 景 観 そ の 1

道長在l l . の構成要素は、まず面としては、空と路面と両者を囲む三方の面、すなわち道の両1ft lJの

建物の面 ( S T R E E T WA L L ) と道の見通しをさえぎる前面 ( E Y E S T OP ) とから成 っている 。

もし、人が後を振り返ったとすれば、この系は逆の方向に成立する 。面と面の出会いの線、す

なわち ( E D G E ) は各面の優劣をきめる上で重要な役割j を担っている 。建物の糠線や軒線 ( S K Y

L I NE ) 、建物の礎石や犬走あるいは路側の構や縁石 ( GR A ND L I NE ) 、がそれを演出する 。 ま

た屋敷内の樹木や道の小道具類、あるいは道ににじみ出た生活的要素、古いものと新しいもの

との出会いなども良きにつけ悪しきにつけ景観の印象を強〈染めあげる要素となる 。

今回は主として直接的な形の道の景観をとりあげて、特に S K Y L I NE 、S T R E E T WA L L 、

GR A ND L I NE の諸相について示すことにする 。

道 の 形 状 に よ る 基 本 類 型

真 直 ぐな道

S L - l  

事f線によって直線的な

スカイラインが補強さ

れ印象を強める

S L - 3  

MI 師向繰り返しに よっ

て継続的なスカイライ

ンの印象が生じる

S L - 5  

そろった軒線の流tLに安而

カ惚捻出すと、スカイライ

ンの流れに区切リを生じる

カーブした道

ス カ イ ラ イ ン の 形 状

折 れ 道 一 1 折 れ 道 一 2

S L - 2  

辻 ー 1

紙聖子桂人

長瀬信義

渡辺豪秀

三 木 亨

( 大阪大学助教授)

( 大阪大学大学院卒)

( 大阪大学大学院生)

( 大阪大学学生)

道景観の権成要繁

辻 - 2  

堺



S L - 7  

屋般とり主が一組にな っ

て区切リの印象がよリ

強められている

S W - 2  

垂直線の強化

S W - 4  

Ｂ ， ｾｦｦｩｩ における出 っ ｉｦ ｬ Ｉ

S W - 6  

E盟国1における凶み

G L - 2  

水路と塀との取合い

G L - 4  

石被みと塀との取合い

S W- 1  

ストリートウオールの形状

グランドラインの処理

し、



金 谷

稲 村 数 矢

近自陸地方建設局営繕部長

上 田 宏 二

高橋上回 設計事務所専務取締役

谷 口 尚

地 下 鉄 と 冷 房 車

昨年、市交通局関係で地下鉄の冷房車の研究が行われていると聞く 。従来は冷房車の地下鉄乗入れはお断わりし

ていたとか。というのは、冷房率は外部へ放熱するために地下鉄のような閉空間では発熱量が増加して、冷房負

荷が増大することになるからである 。

近年、第 3 軌条の集屯装置が改良され、約30% の屯カが回収節約できるという 。この浮いた電力を冷房にまわせ

ば、発熱総量は従来通りとなる 。冷房車も間近だ。

ところで、 地下鉄に冷房率は、はたして必要だろうか。地下鉄では騒音の方が大きな課題だろう 。窓の空いてい

る車内では隣席の人 との話もできない 。たぶん、 80ホン以上だろう 。短時間だとしてあきらめているようだ。

もし、冷房率なら夏も窓を聞けないで済むから大助かりだ。騒音で気になるのは、車内放送や街頭放送のスピー

カーだ。マイクに不馴れなのか、婦人告書官もうるさい。

マイクを口に近づけると、球菌波効果によ って、 低音域が不自然に強調される 。50cm程度以上の距離をとるよう

に注意を要するといわれている。 ( K E )  

「良心」

建物のすぐ隣で、同じ施主が増築または新築の工事を発注するのは珍しくない。 こんなことがあった 。一つは 、

施主と発注主体が別で、それに ifi 負者と三者があり、コンクリート打設が大半終了した地階に、夜間施主1f11Jの職

只が、懐 中電灯を下げて見廻りに来た 。足元ヵ、不確かで、、床下ピ ッ トの改め口として開いていた床の 7 ンホール

から踏み外して足を骨折した。今一つは 、ホテルの改修工事で7 J ス洩れが生じ、孫請けがガス洩れを止めたが、

一息、つく間もなく爆発が起り数人の死傷者が出た。その中には工事の従業員以外に 、ホテルの従業貝が泌ってい

た。何れも、工事中の模様を気にして、当事者以外の人が現場の巡回に来たのでもあろうか。原因の詳細lはその

地から離れて聞いていない 。二つの事故に共通していることは、第三者がまったく無防備; 無雑作に現場に立入

ったことに起因している 。 これには、現場管理者の手落ちもあろうが、はじめの例の場合でも、施主が発注者と

諦負者に対して事前に通告でもしてあ ったならば、それなりの身仕度、心椛えや、場馴れした従業員でもつけて、

巡察できたはずである 。施工者側から 言 えば、隣で眺めている施主とI しては、当然工事の進み具合を見たかろう

との親切心かも知れないが、工事安全管理の上からも、 「定めた時期に、立合者なしで工事現場へ、無防備の第

三者を入れない J ことを励行するのが、 「良心j ではなかろうか? (  1  K )  

水 の 都

かつて水の都と言われた大阪も近年は堀を埋立て、あるいは川の上に高速道路を縦横に走らせて、交通緩和の目

的はある程度はたしていますが、者11市の景観美観からみるとまことにおそまつなものを感じさせられます。最近

ある 地方自治体が公共の建物や情などを美しいものにするために、事業費の 1%を個性表現の費用として上乗せ

するシステムを採用するという記事を見ました。その額は別としても、その発想には敬意とともに諸手を挙げて

賛意を表したい。アン Fレ ・マルロ一氏の言 ったホ人は決して東洋的てあると同時に西洋的であるような作品を

描くことはできない。それは言葉のようなもので、二つの言葉を理解することはできても 、二つの言葉を同時に

しゃべることはできない。人は決してフラングレ ( 仏語と英語のあいのこ ) をしゃべ ることはできない。長い歴

史の流れの中で雑多な様相を呈する日本文化を性急に統合しようとすると、何ともならない雑種文化 を生み 出 し

てしまいます。苦しい地方財政の中からでも 、今後このような武重な予t ) ーが、また国家予算としても予算化 され

ることを願うとともに、その風土に 立脚しその特性を生かした美観と伝統文化を生かした有意義な資金として活

用したいものだと切に望むものです。 ( U K )  

夢想、と S F

7 ンフォードは人間が他の生物と異な った進歩をとげた原因の一つを「夢みる能力、とりわけ空想、的描出を現実的

企画に転換する能力 J ( 久里子訳 、人間一過去 ・現在 ・未来w による ) . としている 。彼はさらに一歩をすすめて、

生型現象としての* 夢恥にも意義を認めている 。外側IJ からの刺激で、睡眠時間中も氾滋・状態にあるさまざまのイ

メージが「醒めている知性では拒否されるような誇張した転換J ( 前掲{ ! } ) を.こうむり、それがその 人の可能性

への一層、深い洞察力を与えるというのである。

きて、東大では今年から石川官官司氏の S F の講義を始めるそうである 。われわれのような年齢のものは S F とい

うと、児戯に類するものと軽蔑しがちであるが、マンフォードの評価する夢みる能力増進への S F の寄与は否定

できないし 、事実、 S F 的発想が現実の発明につながったケースも多々ある 。東大の S F 講義のねらいは詳らか

にしないが、私流に理解して意義深いものと思 って いる 。

建設業界にも例年どおり沢山の新人が大きい夢を抱いて戦列に参加してきた 。彼らの夢をより大きくふくらませ

る配慮をするとともに、中高年齢層も S F を栄養として、夢を持ちつづける努力をしたいものである 。 ( T H )  
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コ ン ク リ ー ト は な ぜ 割 れ る か

森 田 司 郎

コンクリートを鉄筋で補強しても、コンクリートの割れやすさは変わらない

この鉄筋コンクリートの基本的な性質が正しく理解されていない場合が案外に多いのではなかろう

か。コンク リー卜が割れやすいことは知っている。しかし、それを鉄筋で補強すればかなり割れにく

くなる 、と漠然と期待しておられる方があるとすれば、それは余りに欲張った期待である。コンク リ

ートにひびわれが発生するのを防ぐために鉄筋で補強するのではなくて、発生したひびわれが拡大す

るのを防ぎ、目立たないようにするために補強するのが鉄筋コンクリー卜の基本原則である。

ひびわれの発生をできるだけ避け、鉄筋によるひびわれ分散効果を期待しないで、ひびわれを目立

たないようにするためには、コンクリートの品質、施工に格別の改善が必要である。経済急拡大の過

程で確立されてきたわが国独自の大量急速生産技術の枠内で、コンクリー卜の品質や打設方法につい

ても特別な対策をしないし、鉄筋の補強方法、補強量についても特筆すべき配慮、がない、しかし、ひ

びわれは困るというのでは欲が深すぎる。コンクリートの不用意なわれを低減するためには、コンク

リートの品質、施工方法の現状からの脱却が前提条件であろう 。

、コンクリートはなぜ割れるか。という題意とは外れたところから話を始めたのは、現状の現場打コ

ンクリートの平均的な品質を平均的なホコンクリート。と考えてホなぜ割れるか。を論じても空しい

と感じたからである 。 しかし、いくらコンクリートの品質を改善しても、やはりコンクリートは割れ

やすい材料である 。それを以下で述べることにする 。

コンクリートの引張破壊までの伸び能力は微妙な値である

コンクリートはなせ羽lれるかと問われてみると、種々の原因はほかにあるにせよ、源をたどれば、

コンクリートはせいぜい 5 X  10-
4

程度までの引張ひずみにしか耐えられないことを挙げなければなら

ないだろう 。 5 X  10-
4

という値は、いくら条件が揃ってもこの値以上にはなるまいという意味でのも

ので、持続載荷によるク リープひずみも考慮、しての話である。



このせいぜい 5 X  10-
4

程度という値はきわめて微妙な値であることが、ひびわれ対策に対する基本

方針を中途半端にする 。 コンクリートの収納量は配合、部材の厚さ、環境の温湿度によ って左右され

るが、 3 - l OX l O-
4

程度と考えてよい 。話を簡単にするために、温度応力を考えないとして、収縮量

を 3 X  10-
4

以下に 完全にコントロールできれば、およそ収縮ひびわれは発生しないと言われているが、

これは伸び能力の値と比較しても理解できょう 。 ところが普通の鉄筋コンクリート構造物で収縮量を

3  X  10-
4

以下に制限することはまず不可能である 。 しかし少し話を詳しくしてコンクリートのわれの

原因は収納量の絶対値ではなく、隣接部材間での収縮量の差であると見ると ( たとえば、柱、梁の架構

材に対する、その枠内に組み込まれたスラフゆや壁の収縮量の増加分だけが問題と見ると ) 、この差を

3  - 5  X  10-

4

以内に収めることは不可能ではない 。温度応力、荷重による応力、それに収納拘束によ

る応力の組み合わせが、幸運にも好都合な組み合わせになれば、ひびわれは発生しないで済む。 コン

クリートの品質に意を用いれば、この好都合な組み合わせが起きる確率が、かなり増すというように

理解して欲しい 。絶対にひびわれを発生させないとか、ひびわれは必ず起こるという類の大言壮語が

空しいのは実に、このコンクリートの伸び能力の限界値が微妙な値だからである 。

コンクリートの乾燥収縮でなぜ割れるか

コンクリート構造体に設計で考慮した荷重が加わ って発生するひびわれは、覚悟の上である 。 これ

が支障とな らない程度に制限する技術はかなり繋備されている 。設計で定量的に対処できないひびわ

れの一つは乾燥収縮に起因するものである 。

水硬性セメ ン 卜の水和作用によ って強度を発現し、 7 . k 和反応、に必要な水量より余分の水量を練りま

ぜるかぎり乾燥時の収縮の進行をなくすることはできない 。 しかし 、収縮が大きいことはコンクリー

トが割れる必要十分条件ではない 。収縮が進んでも、部材のすべての部分で一様に進行すれば、全体

として縮むだけである 。 ところが、構造物では、各部の収縮の速度や収縮の絶対量が異なってくる要

因が多くある 。柱や梁のように厚い部材にくらべて、壁やスラブの方が速く乾燥するので、収縮の進

行も速い。 したが って、収縮の遅 い部分が、収縮の速い部分の変形を拘束する 。壁やスラブに関口部

があれは¥その部分の収縮速度が加速されるし、関口の隅では、いわゆるノ ッチ効果で拘束応力が集

中してくる 。この ように発生した収縮応力が、コ ンンクリー卜の引張強度に達すればひびわれが発生

する 。 ここで考えられるのは、もしコ ンクリートが鋼の降伏点のように、応力が限界に達しても塑性

変形を生じるような材料であれは¥ひびわれを生じないという点である 。 しかし残念ながら、コンク

リートに期待できる塑性変形は持続応力によるクリープひずみだけで、静的な応力増大による塑性変

形はほとんど期待できない 。短H寺間( 破壊までに 1 日以内のオーダー) で応力を増していくと、コン

クリートが破断するときの伸びひずみは 1 - 2  X  10-
4

程度、も っと長期間に徐々に応力を増してい っ

ても 3 - 5  X  10-

4

程度にしか、破断時の伸び能力は増大しない。乾燥収縮はかなり長期間 ( 6 ヵ月以

上 ) にわた って徐々に進行するので、クリープによる伸びを期待できるが、それでも上記のような限

界がある 。 したが って、収縮差 による拘束が、 3 - 5  X 10→程度になれは¥ひびわれが発生してしま

7 。

概念的な説明にとどま ったが、収縮によるひびわれは以上のような機構で生じるのであるから、干

のひびわれをできるだけ避けるためには、

1  ) 単位水量をできるだけ少なくして収縮量を低減する 。

2  ) 見かけの収縮量を減じ、乾燥速度を遅らせるためにあまり薄い部材を用いない。 ( とくに建物の

外周にある壁、スラブにおいて )

3  ) 収縮差による拘束を減じるために、部材相互の剛性の激変を避ける。

4  ) 養生塗膜などの開発により、急激な乾燥を与えない 。

5  ) プレキャス卜部材の利用、コンクリート打設区分の分割など、収縮拘束を積極的に低減する 。

21 



22 

などの基本的な対策以外に、膨張性セメ ントの有効な 利用も期待される 。

温度伸縮でなぜ割れるか

温度に起因するコンクリートのひびわれは、コンクリートの水和熱によるものと、環境条件による

ものに大別することができる。このうち水和熱による影響は案外見過ごされている傾向がある。

部材厚が大きいほと。水和熱によるコンクリート温度の上昇が著しく、 50- 60cm角の柱材でも外気温

より 20. C以上の温度上昇が打設後 1 日で生じる 。このような高温下て'7)¥. 和反応が進行しながら、外気

温と釣合うように徐々に温度降下していく 。 このような、温度降下によっ。てひびわれが発生する場合

もあるし、筈IJ れないまでも、骨材とモルタルの界面に内部ひびわれが発生し、硬化後の引張強度を低

下させる 。 したがって、構造物中のコ ンク リートの引張強度の大きさはまことに当てにならないもの

である 。他のわずかの外国によ って、 ひびわれが発生しやすい状態にな っているから、ひぴわれ原因

の追及を至難にする原因の一つでもある 。7)¥. 和熱の影響を避け るためには、 71 < . 和熱の発生量を減じる

配合設計上の対策が優先である 。早期脱型によって冷たい空気に直接コンクリート表面がさらされる

こと、湿潤養生に意を用いる余りに冷たい水を散水してコンクリート表面温を下げることはコンクリ

ート内外の温度勾配に よってひびわれを発生させる原因 となるか ら厳禁である。直射日光に当てるの

は表層の乾燥を急激に進行させ、表層ひぴわれの原因となる 。

硬化したコ ンク リートの熱膨張係数は 1 X l Q-5/ . C程度であることはよく知られている 。一方ひび

われの原因となる温度要因は外気温の変動、日射熱、暖冷房などであるから、むしろコンクリートの

クリープの進行が期待できない短期間の現象と見ることができる 。 したがって 、コ ンクリ ート の伸び

能力もそれに見合った 1 - 2  X l Q- 4 程度しか期待できない。熱膨張係数と伸び能力の単純な比較から、

温度差が l O- 20. C生じれば、コンクリートカ、割れる可能性を生じることが判る 。現象はそれほど簡単

ではなく、外気温が変動しても、それがそのままコンクリートの表面温度にはならないので、コンク

リー卜 の表面と内部の温度差が最高になるのは 、経過時聞 の途 中であり部材厚の関数となる 。一般に

部材厚が大 きいほど 、内外温度差カ、大きくな り、最高温度差になるまでの時間は長い 。 この結果、外

気温の 降下時に薄い部材ほど外部か らの変形拘束で貫通した割れを生 じやすく 、厚い部材では外部拘

束がなくても、内外温度差で表面ひびわれが生じやすい。 このような温度の影響を少なくするために

は コンクリ ート表面にインシュレー ションを施すのが基本的な対策である。

上に述べてきたのは、専ら構造物中の一部の部材に ついての話であったが、温度の変動は構造物全

体の架構応力分布に著しい影響を及ほすことを忘れてはならない 。長大な構造物では、エキスパンジ

ョンの配置の 問題だけでも高度の工学的判断を要するが、架構の性質、とくに壁の配置によ って温度

変化による構造物全体としての変形挙動に著しい差異があることに注意する必要がある。いずれにせ

よ、屋根面の仕上げに防水性能からだけ の判断でなく、日射や気温に 対する断熱性能の観点か らの工

法選択を重視すべきである 。

特殊な荷重でなぜ割れるか

常時作用する荷重、地震時の荷重、不同沈下による荷重など、主として狭義の構造設計の対象とな

るひびわれについては、意識的に話を避けてきた。最近の建築構造物の中には、大型のフォークリフ

トが床面を走り廻る種類のものが増え、それにともなって、床面に不規則なひびわれを見るトラブル

が発生してきた 。 このような走行荷重は、床コンクリートにランダムな方向にランダムな大きさで繰

り返して使用する 。 しかもトータルの荷重としては 大したものではなくても輪圧の局所では、複雑な

局部応力を発生させる 。 コンク リー卜 の疲労強度についての知見は専ら 応力方向を固定した状態での

もので、あらゆる方向から、しかも局所的には圧縮と引張をうける場合には、かなり低応力の繰り返

しで割れてしまうことが予想、される。このような条件の場合には、通常の設計法による耐力に十分な



安全率をもたせるとともに、輪圧を分散させる緩衝層の施工が重要である 。

最後に一言… … 不用意に高強度を追うと割れを招〈

コンクリートの品質を強度とスランフ。の数値た司けで評価する風潮が強くなってきた 。生コンが最大

限に普及し、 J I S 規格の改訂の方向がこの傾向に拍車をかけている 。骨材の品質低下の実状に目もく

れず、高い強度と高いスランフ。だけを指定して、 中身がど んな内容かブラ ックボ ックスに納めて知ら

ん顔で済まし、ひびわれ等のトラブル発生を見てから見当違いに他に責任の行き場を求める事態はな

いだろうか。現実を認識し、 可能性 を追及して、コンクリートといっ最も重要な構造材料の品質につ

いて厳しい要求のないところに進歩はないであろう 。

骨材品質の劣化、海砂の塩分対策、冬期の温度補正のきめの細かき、現場養生強度の管理強化等々

どの要因をとりあげても、超軟練りコンクリートの慣行を踏襲していたのでは、いたずらに富配合、

高水量のコンクリートを使用する結末に至る 。 これは‘ コンクリートはなぜ割れるか砂 を考える以前

の問題として、打解策を講じなければならない課題であろう 。

たとえば、単位水量 180kg/ m'、セメ ン ト量 360kg/ m' に方、イドラインを敷いて、その範囲内での

可能性 を追及してみるとか、 28 日強度判定 という' 慣行を冬期には遅らせてみるとか、高強度が要求さ

れる部位を限定して、コンクリートの品質を使い分けるとか画一的な習' 闘を打破する創意工夫が生ま

れることを期待したい 。 このような地道な努力がコンクリー卜の割れを押さえる遠いようで案外近道

に通じるように考えている 。

コンクリートはなぜ割れるかについて、要因別に述べてきたが、実際には、これらの要因が単独で・

重大なトラブ j レに至るのではなく、多くの要因が重複して作用した場合が問題となる 。現状では悪条

件の重. なりは運不運にまかされている 。不運に備えてそれを少しでも克服するのが技術ではなかろう

か。

下記の図はこれまでの話の交通整理として示したものである 。

(1) 1次骨類

(2)二次骨鎖

(3) 原 因

(4)  (3)の具体

例また はこ

れを促進す

る条件

(5) 対 策

アルカリ分 I I 蹴密なコン

のl i ¥ぃセメ

ント ，非反

応性の骨材

クリ ー卜に

よる十分な

カプリ厚さ

硬化コンクリートのひびわれ分類 (小林西沢による)

( もリた しろう 京都大学教綬 ・工学部主主築学教室)

23 



割れたらなぜ困るのか

佐 々 木 信 一

は じ め に

コンクリートは割れるものだ、と言う専門家の問での、常識。が

あるためだろうか、コンクリートのホわれ。による弊害は比較的大

目に見られてきたようである 。実際、方々に見られる多くの小さい

、われ。は、美観を損なう 以外は、あまり大きい害をもたらしてい

ないように見える 。 しかし、やはり、コンクリートが割れることに

よって、建物を使う{ 目I j ではいろいろな彼害を受けていると言える 。

以下、 やわれの実例。それから派生して考えられる弊害( 実際に

起きた弊害も併せて- … 現実には、大きいやわれかが発見されると、

筈が出るまでに補修をしてしまうので、大被害は少ないのではある

が) を記し、 「割れたらなぜ困るのかJ と言うことを知っていただ

きたいと，思う 。

。われ砂の実例

日本生命保険相互会社が所有する建物のうち fi 争岡以西のもの( R. 

C造、 S . R. C造、約430線、延べ70万m') のみによるが、 明われ。

の発生率、ど んな形て" 、われ砂が発生するか等は、これ らから一般

的なものを十分推定できる のではないかと考える。

〔‘ われ砂の発生率〕 出入口の隅角部の* われ砂は、どの建物にも

見られ、その他の 、われ砂 と併せ考えてみて、 、われ。の発生E艇は

100% とみてよ いかと考える 。 とくに大きい いわれ' の例をいくつ

か褒 にあげておく 。

〔発生する時期〕 当社では、建物竣工後 1 年目に必ず経年調査を行

っているが、どの建物にも、多かれ少なかれ、 やわれ。の発生は見

日本生命保険相互会社所有ピルに見られる主な ・われ' の実例

ピ

実害発生 ‘ われ仰の 。われe による

Jレ 楠造・規模 竣 工 年 適 要

名

時 期 側 所 被 害

s  
R  C 造

独 . f t 外壁蘭開

Z身耳

4  F  S .  34年 S.  37年

口部のまわり

雨水の浸入

延 2，500m'

c  R  C 造
モザイクタイ

ピ 6  F  S.  39年 S.  49年 l則前外壁面

Jレの制l 離

Jレ 延 4，OOOm'

K  

R  C 造 第三者障" "害につ

Y  
小ロタイ ル

ビ

5  F  S .  41年 S.  45年 正面外壁面

の* ，J 落

ながる れがあ

Jレ

延 3，000耐 った

H  

S  R  C 造 機械 ・電水気室内

s  地下駐車場

ピ

7  F  S.  42年 S.  52年

床 版

下階への漏水 へのi婦 の恐れ

lレ

延24，∞Om'
カf あった

K  

R  C 造

T  
テナント商品、

ビ

5  F  S.  44年 S.  53年 側 面 外 壁 雨水の授入

汚l J l に対し補償

1レ

延 4，2∞m'

T  

R  C 造

研修 3  F  S.  45年 S.  46年 外 壁 全 面 雨水の浸入

所

延 4，100m'

s  S  R  C 造

ビ 10 F  I  S.  47年 S.  49年 側 面 外 壁 雨水の授入 軽 量 骨 材 使 用

Jレ 延 13，∞Om'

s  
S  R  C 造

N  
早強コンクリー

ピ

12 F  S.  47年 S.  49年 側 面 外 壁 雨水の浸入

トfoJ!!Tl

Jレ
延 Il ，OOOm'

T  

S  R  C 造 軽量骨材使用.類

N  

8  F  S.  47年 S.  48年 外 M 舎 雨水の浸入 テナントの笹

ピ
延 8，300 m' 汚tJ¥

Jレ

24 挫 築 と 社 会/ 1979年 4 月号

られる。表の例のように、大きい令われ砂で被害の出る時期はまち

まちであるが、これは、小さいやわれ砂が徐々に大きくな って いっ

たものか、 短 時日の聞に大きく拡が ったものかは掴み難いところが

ある 。 いずれにしても小さい *われ砂は 、竣工後 l 年以内に発生し

ていると見てよいだろう 。

〔発生個所〕 、われH の発生は、関 口音11の附角昔日に最もよく見られ

るが、他に打ち継ぎ部分の壁 ( 階段室の墜にしばしばあらわれる ) 、

壁面、床版、時には梁が折れたょっな状態であらわれることもある。

アスフアルト防水層に押されて パラペッ トがわれるのもよくあるこ

とである 。外壁には、最近、 、われH 誘発用の目地をとることが多

くなったが、やりようによっては白地に関係なく やわれH が発生す

るようである 。

〔。われ。の発生しやすい建物〕 いわれ仰の発生はコ ン{ 1 1) ート の

配合、打設の状況、壁の厚さや配筋などの構造設計、地盤の状況、

その他施工の精度やプランのちがいに至るまで、いろんな条件の積

み重なりが原因とな っているのであろうか ら、実例に照らし合わせ

てみても、こんな建物は 、われH が発生 しやすいと決めつけること

は難しいようである 。 ただ当社の場合、工期の都合上および施工時

期の関係で軽量骨材や早強コンクリートを採用した建物もまれには

あるが、とくに軽量骨材を使用した建物に 、われ。 の 発 生 率は高〈 、

かっ *わ れ幅H も大きい結果が出ている 。

。 わ れ 。 に よ る 被 害

やわれ。が原因とな って、つぎのような障害が発生し、あるいは

発生することが予想される 。 これ らは、 ピルのオーナーにと って 大

防水層に押されて生 じた ‘ われ'

/  



変困ることになるのである。

〔第三者障害〕 外壁の 、われ' が引き金となって、水の浸入 ..鉄筋

の錆びによる押し上げなど、いろいろの条件が重なり、仕上材 ( ;タ

イル、モルタルなど) の剥落が起きる場合がある。これは、建物の

損傷ということ以外に、通行人にけがをさせ、ひどい場合には死亡

事故につながるという、いわゆる、第三者障害を惹きおこす可能性

が非常に高いと言える。ピルのオーナーにとって、第三者障害事故

は絶対にあってはならないことであり、その原因は全力をあげて消

し去らねばならない。その一因と考えられるコンクリートのいわれH

は、したがってどうしても防ぎたいものである。

〔漏水による被害〕 ホわれ' の隙間から雨水が浸入し、天井、壁あ

るいは家具、敷物類が汚損されることがある。建物に水が入ってく

るということは、建物の原点である シェルターとしての機能をなく

してしまっていることであり、議論以前の問題であろうと考える。

表の K T ビルのケースは、侵入した雨水が、入居テナン卜の商品を

汚扱し、ビルのオーナーとして補償の責任が避けられなかった事例

である。このようなことがたびたび起これば、単に実害補償に止ま

らず、入居テナントの信を失うことにもなり、さらには新規テナン

トビル販売にも支障を来たすことにもなりかねない。これはオーナ

ーとして 、大いに困ることになる 。

最近、当ビルの入居テナントの中で、事務機器の重装備化に伴い、

コンビューターを設置する企業が増えているが、大型コンビュータ

ーは言うまでもなく、小型機、端末機器類の維持管理に、 検われ。

による障害を心配しなくてはならないようでは、建物だけが時代に

取り残された感がして、入居テナントにどのように納得しても らう

か、ビルオーナーとしては困惑してしまう。こんな点から言っても

W われ。は 防ぎたいと思うのである 。

〔企業のイメージダウン〕 、われH は、建物の美観を著しく損なう

だけでなく、企業のイメージをダウンさせることにもつながる 。

一般に、壁や梁が割れていると、大変不安を感じるようである。

銀行や保険会社の建物に、われ。が多く見えると、そこを訪れる利

用客は、地震になったらど 7 なるのかと不安を感ずる上に、こんな

削れた建物に入っている銀行は、あるいは保険会社は大丈夫かな?

などと別の方へまで不安を拡げ¥企業のイメージに悪い影響を与え

ることになる。

一方、入居テナント側から見れば、欠陥建物を貸すオーナーへの

不信感を生み、さらに欠陥建物を建てた建築施工者、ひいては建設

業界へと不信感はエスカレートしていくことになる。

金融機関では、ことに企業イメージが重視され、会社のイメージ

ダウンに結びつく ホわれ砂はあってはならないものなのである。

‘ われ砂の補修

、われ。が起きてしまっても、使用上とくに支障がなければ、入

居者は不安を感じているにもかかわらず、積極的に対策を講じよう

としないのが現状のようである 。

当社は、全国的規模で多数の建物を保有し、ビルメインテナンス

については万全の措置を講じており、とくに、われH については早

期発見、早期補修に努めているが、ただ、現在のところ補修の方法

はイ衣然として V カッ トプラスコーキ ンク不呈度のものでしかない。 外

壁で、仕上タイルが剥落したので全面的に剥がし、仕上材を変えて

化粧し直したというケースもあるが、多くは、入居しながら施工し

なければならないという問題( 騒音、ほこり、足場をかけることに

よる防犯の問題、工期を短くしたいこと等) 、費用の問題があ って、

前述の V カッ ト云々の工法によっているのが実情である 。

一一一一一J

外壁に生じた ‘ われ九補修跡がよく目立つ。

この場合、構造的にどうなるかという問題点はそのまま残り、ま

たやわれ砂の線形がそのまま外壁に残るため、美観上の問題は解決

されず、企業のイメージダウンの点については救われていないこと

になる 。

費用についても、年閉めビル補修費のうちいくらか( 金額で、あ

るいは占率でいくらになるかは短時日で出し難いのてe勘弁していた

だくとして) は必ず占めることになる。たとえば、冷凍機のオーバ

ーホール、昇降機の定期点検、ペンキの塗り替えなどのような通常

の経年によるメインテナンス経費は必要なものとして予算計上 L て

おくが、 、われ砂の補修費は余分なもの という感が強〈、このよう

な支出は、もちろんないにこしたことはないのであり、要するに、わ

れ。が発生しないことが最も望ましいのである。

‘ われ砂に対する責任

「コンクリートは割れるものである j としても、とくに大きい地

震などがなくて、何となく自然発生的に出た、われ。について( も

ちろん、っきつめていけば、いろんな原因が判ってくるのだろうが

••. ) ビルのオーナーは施工者に穏統担保責任を追求することができ

るのか、止むを得ないものとして、オーナー側で* われH の後を追

っかけてまわらねばならないのか、 補修だけでも高額の支出が伴う

だけに、ビルのオーナーとして、あるいは設計者、施工者として、

この問題をどのように把えたらよいのか… … 。

当社では、長期経年後に発生したものについては因果関係が不明

確なままに、オーナー負担として補修を行っているが、いつも問題

ありの感はぬぐえないのである 。

おわりに

現在では、 、われH の発生は避けられないものであり、当社ビル

においても方々に納われH は出ている。表に示したような被害にも

i時々出くわすことがある 。

ピルオーナーとしては( といつより、建設関係者をはじめあらゆ

る人が望まれることなのであろうが) 、、われ。が発生してもあまり

目立つことなく、方々に小さく分散させ、実害の起きないような施

工方法を開発していただきたいと思う。また、補修しなければなら

ない場合でも、簡易に短時間で施工でき、構造的にホわれ。の発生

以前の状態に復し、しかも補修跡、が目立たないような、補修工法と

して 100%満足できる工法をぜひ見つけていただきたいと願ってい

る。 しかし、抜本的には、 、われ。が発生しないのが敢も望ましい

のであり、そのような設計法、施工法が一日も早〈確立されること

を切に希望するものである 。

( ささき しんいち 日本生命保険相互会社不動産部技師長)
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- コ ン ク リ ー ト の ひ び わ れ 防 止 対 策 一 構 造 設 計 の 立 場 か ら

設計時点における対策

都 世 子 一 成

はじめに

鉄筋 コンクリ ー ト構造物のひびわれについては 、す でに 1956年 9

月の「建築雑誌」で特集号がだされている。

その後、高度成長時代 を迎え 、建築工事量の増大にともない、施

工法、労務事情や骨材事情の悪化な ど、社会状勢も大きく変化し 、

コンクリートのひびわれは さらに助長され、関係者の新たな関心 を

よ.J;に いた った。

昨年、建築学会より 鉄筋コンク リート造のひびわれ対策( 設計 ・施

工) 指針案、同解説が発刊されたが、ひびわれの実態は、当時、す

でに指摘されていた ものと余り変わっていない。コンクリートのひ

びわれを防ぐということがいかに難しいかということを物語ってい

る。

ひとことに、コ ンクリートのひびわれといっても、その実態は、

多種多様であり 、その原因も幅広く、設計、施工、材料、使用、環境

条件と各分野にまたがり、そ の直接原因も硬化乾燥収縮 、温度応力、

施工、荷重外力、地盤変動な ど多岐にわたっている。また、ひびわ

れの発生原因とその特徴( 形状、模様) は、およそ、相関関係をな

している:

したがって、鉄筋コンクリート造のひびわれ防止対策を考える場

合、各種のひびわれの笑態( 特徴) と原因を十分に把握した上で、

その原因に対応した種々の技術的対策をたてる必要がある 。その技

術的対策こそ、設計、施工、材料、各分野におけるひびわれ防止対

策となる。

一方、 コンクリートのひびわれ発生は、設計、施工、材料、調合

など、単一要因のみで生ずることはむしろ少なく、多くの場合、各

種要因が複合して生ずることが多い。また、ひびわ れ発生にはコン

クリートの変形を拘束する構造的条件があり、材料、施工面だけか

らの努力にも限界がある。したがって設計に当たっては、他の分野、

つまりコンクリートの宿命とも言われる乾燥収縮などの材料特性や、

施工性につ いても、十分考慮、した上で対策を講じておく必要がある 。

*  日本建築学会「鉄筋コンクリート造のひびわれ対策 ( 設計 、施工) 指針案、同解説」

P30、表 1 . 3 ホコンクリートのひびわれの原因と特徴~ 雑箆「施工J 1969年 12月、 P

111 r亀裂向原因調査と補修対策」加1: F l 秀治、表ー 1 ' 亀裂の発生原因と亀裂の特徴' 参

照

設計時点における対策( 構造)

一般に、 鉄筋 コンク リート では断面にひびわれが入ることを前提

として強度設計をしている 。断面の許容曲げモーメント、許容せん

断力等は、ひぴわれ強度 を超える範囲についても認められている 。

また、作用応力が小さい場合でも最小鉄筋量が決められているため、

各断面の作用応力が正し く評価 されていれば、たとえひぴわれが生

じても 強度上の危険はない 。 しかし、発註者が求めているものは安

全性だけでなく、雨漏りなどの実害のない、ひぴわれのめだたない

ような美しい建物である 。そのような要求を満たすための対策の中

で、構造設計上の配慮が占める役割lは大きい。 したがって、 構造設

計の際、構造耐力上支障がなく、また、過度の変形を生じさせない

ことはもちろんだが、むしろ主として、鉄筋コンクリート造の耐久
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性、防水性、美観性等の障害となるひびわれ発生を制御する対策を

講じておく必要がある 。

以下、つぎのように大別して具体策を述べる 。

1  . ひびわれを集 中させる・方法( 拘束の解除)

2. ひびわれを分散させる方法( 補強鉄筋)

3 . その他

1. ひぴわれを集中させる方法

a  基本計画時に伸縮目地をつぎの位置に設ける 。

イ 建物長手方向に約6 0 mごと、また T 型、 L 型、 Y 型など複雑な

平面形状の境界部

ロ. 建物重量、構造形式が平面的に異なる場合の境界昔日

ハ 地盤性状が異なるか、同一建物で異種基礎使用の場合の境界都。

伸縮白地の寸法は、耐震設計上の可動量不足による射体どうしの衝

突による障害は避けるように定める 。 ( 以上、温度応力、乾燥収納

応力、振動性状の違い、不同沈下に対処する)

b. 各部材の設計について

イ. 外壁は 3 . 0m以内 ごとに、ひびわれ防止上有効な誘発縦白地を、

各階床面あるいはコ ンクリートの打継音1¥は、誘発水平目 地を設ける 。

誘発白地の断面欠損率は、両面合わせて 1 / 5 - 1 / 4 以上とする 。

2  . ひぴわれを分散させる方法

イ 外壁で誘発白地が設けられない場合は、柱、はりに囲まれた面

積が20m'以内になるよう、リブ柱、または、リブばりを設ける 。辺

長比は 1. 5: 1. 0以下とする 。

ロ. 外壁の厚さは 150mm以上とし、ダブル配筋とする " ( 壁面積を

小 さくすることにより、周辺拘束部材との剛性比率がひびわれに有

利になる 。壁厚は厚いほとF 乾燥速度が遅〈 、ダブル配筋でかぶり厚

も小きくなり、ひびわれ分散に有利となる )

ハ . 鉄筋は異形鉄筋を使用する 。できれば格子鉄筋が好ましい。鉄

筋比は外壁 0.4 %、内壁 0.3 %以上とする 。ことに横筋の補強はひ

びわれに有効である 。 ( 鉄筋比大→ひびわれ分散→ひびわれ幅が

きくならない)

ニ 乾燥収縮応力の集中する関口部および、屋根菌、壁面の隅角部

は、補強鉄筋または、溶接金網で補強する 。

ホ はねだしスラブは、できるだけ小ばり、鼻繋ぎを入れる 。出が

1. 5 m以内でスラブのみの場合は、副筋方向 の鉄筋が、耐力上不要

なため過小にならぬよう注意する 。庇や、辺長比の大きいスラブの

副筋方向も同様)

へ屋根スラブはダブル配筋とする。

3  . その他

イ. 屋根スラブ、外壁には設備配管類は埋め込まない。

ロー l 枚スラブの面積は、 25m'以内とする 。

ハ. 過小断面に鉄筋を密集させない。

ニ. 混和剤 ( A E 減水剤、膨脹性1昆和材、高性能流動化剤等) の適

正使用の特記。

むすび

以上、一般的に用いられている設計時点における対策を述べたが、

完全な決め手となるものはない。 また、コンクリートの品質を左右

するものは、設計三分に、施工七分といわれている 。 したがって各

分野における対策、努力の協力が必要となる 。

なお、ひびわれに対する要求がとくに厳しい場合や、不利な条件

が避けられない場合などは、外壁のプレキャスト化、プレストレス

の利用など、異なった観点からの対策を講ずる必要がある。

( つよし か ず し げ 臥 久 米 建 築 事 務 所 柵i主役例笠宮11長)



- コンクリートのひびわれ防止対策一意匠設計の立場から

なぜ、鉄筋コンクリート

造 に す る の か

星 野 光 一

近年、鉄筋コンクリート造建物のひびわれが、昔に 比べてふえた

と言われている 。 これはコンク リートの固有の性質である乾燥収縮

と引張強度に弱いことなど、 材料的には避け難いことでもあるが、

その上に、さらに最近における使用材料( 骨・材) の品質低下、これ

はセメントの混和材料の品質は、年々改善され向上されているよう

だが、容積の60- 70%を占める骨材の品質は年々低下している。さ

らに施工面における、生コン生産から現場打設までの分業化による

責任業務の不明確さと、ポンプ車の出現による大量供給からくる品

質イ底下などで、コンクリートのひびわれは、さらにふえていると言

われる 。

このような中でも、鉄筋コンクリートの建物は 、次々と建てられ

ている。市街地 を歩いて見ると、中高層以上の建物は、ほとんど鉄

筋コンクリート造か、鉄骨鉄筋コンク リート造である。私達意匠設

計にたずさわっているが、ほとんど習慣的に鉄筋 コンクリート造と

して設計していることに気がつく。ここではひびわれ問題も含んで、

あらためて鉄筋コンクリートについて考えてみたいと思う。

歴史的に見て、鉄筋コンクリートがわが国に導入きれ、実際に使

用されたのは、明治35、6年以降であると言われる。近代日本建築学

発達史によれば、本格的な鉄筋コンク リート建築は 、明治43年に初

めて、三井物産横浜支庖 l 号館が造られた 。 これは 4 階建地下 l 階

のオフィスビルであった。延面積1745m'の建物のコンクリートを打

つのに、すべて手練りで、運搬は肩で担 って林のごとき足場を登っ

たと言う 。期待と不安の中に、技術者や作業員は硬練りのコンクリ

ートを注意深〈、入念につき固めたのであろう 。さ ぞすばらしいコ

ンクリートが打てたであろう。そして今問題になっているコンクリ

ートのひびわれも少なかったのではないかと恩われる 。

関東大震災を契機に、鉄筋コンク リー卜造および鉄骨造は、耐震

構造理論の確立によって、躍進的な発展をとげた 。 そして都市災害

の点からも、耐震耐火建築の重要性は 、建築家の好むと好まざると

にかかわらず、行政面からも、鉄筋コンクリート建築を発展躍進さ

せる結果とな った。 したがって、日本におけるコンクリートの思想

は主として、耐震耐火の点を中心にして、技術主義的な傾向を深め

ながら発達したようである。

現代建築は、鉄、ガラス、コンクリートで出発し発展してきたが、

現在もそれに変わる材料はあらわれていない。その中でコンクリー

トは空間構成の基本的な材料として、すぐれた特性をもっている。

第一に、耐火性、耐水性、耐久性にすぐれており、圧縮強度が大

きく、鋼材との適正な使用により耐力的にもすぐれた構造物が作ら

れる。中高層以上の建築物にとって、耐震耐火構造は都市計画法お

よび建築基準法上の絶対条件であり、鉄筋コンクリート造は、これ

に対処でき得る。

第二に、コンクリートは、その生成のフ・ ロセスから、特別なエネ

ルギーを必要としない。 これは現場における形成を可能とする 。 し

たがって自由な形状寸法が得られることになる 。建築における自由

な変化と、彫刻的表現が可能であり、芸術性、単一性の点からも 、

建築家の最も興味ある素材 であると言える 。

第三に、資源の乏しいわが国でも、容易に入手が可能 な材料であ

る。 なかでも砂、砂利等は、ほぽわが国全土から産出されると言っ

てもよく、一般的な材料であり、したがって経済的であると言える 。

第四に、以上のことから、今後も当分の間建築の基本的な材料と

して使用されることは、十分予想される。

以上すぐれた有用な建築材料である 。 このことは 、公共建築をは

じめ、中高層以上の主要な建築物の多くが、鉄筋コンクリート造で

つくられていることからも明らかである。

コンクリート構法としては、現場打ちとプレキャストがある 。 プ

レキャストは工場生産によって、コンク リートの品質の安定を計る

ことができるので、ひびわれに対しても、事前に対処 できる 。現 場

打ちにおける表現方法としては、コンクリートのテクスチャーを生

かした打ち放し工法と、あくまでもコンクリートを骨組みを構成す

る材料として使用し 、表面は化粧材にて覆う工法とがある。

昭和30年代には打ち放しコンクリートの建築が大いに流行したが、

最近はあまり見うけなくな った。汚れやすく、施工性も悪〈、そし

て工事費も仕上材で覆うより高価 になるなど、原因しているからで

あろうか。土木的スケールのコンク リートは、タムにしても橋にし

ても力強く、重量感と、安定感をいだかせる。これは自然のスケー

ルと協調するからであろう 。都市に多い建築は、自然と協調すると

いうよりも、人工面からの都市美をつくり 出す一員にすぎない。打

ち放しコンクリートの建物が、このような点で多少の違和感を感じ

させるのではないだろうかと思う。

最近は、主に構造体として鉄筋コンクリートを使用し、外装はタ

イルその他耐候性のある、そして汚れたら洗えるような材料が化粧

材として使用されており、コンクリートのひびわれの原因でもある、

乾燥収縮からも、保護するような使い方をしている 。

このように考えてくると、鉄筋コンク リート建築は、社会的要求

である耐震、耐火 、耐久性からも、また建築家の望む造形紫材とし

ても、ますます多〈使用されることであろう。

コンクリートのひびわれの問題については、長年にわた って 、建

築学会等の委員会をはじめ、多くの研究者が材料、施工、構造の各

分野で、コンクリートのひびわれを無くすべ〈、また無くならない

までも、ひびわれを最小限にとどめ、それによる障害を防ぐべ〈 研

究討議されている 。

それら 研究の記録を見ると、意匠設計の面からは、ひびわれを集

中 させるように、目 地やコント ロールジョイントを設けると良いと

言われる。いずれにしても 、精度の高い、そして十分に配慮された

設計と、均一な品質の材料と 、生コン生産から運搬、ポンプ圧送、

現場打設という分業化された一連の施工を良〈管理し 、建築生産の

最終段階である現場打ちを十分に行うことによって、コンクリート

のひびわれを最小限にすることができるのではないであろうか。

参考文献

1  )  近代日本建築学発達史… 日本建築学会編

2  )  建築雑誌 V  0  191 Nn 1112 ・1976- 9  

3  )  建築雑誌 V  0  1  93Nn 1131"' 1978 - 1  

4  )  建築雑誌 V  0  1  89Nnl 084・" 1974- 9

5  )  雑誌「施工J 1976 Nn 122 

( ほしの こういち 山田守建築事務所大阪事務所長 )
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- コ ン ク リ ー ト の ひ び わ れ 防 止 対 策一 施 工 の 立 場 か ら

コンクリートは打ち込むもの

西 原 良 治

コンクリートのひびわれは、われわれ施工者にとってまことに頭

の痛い問題である。それは主として外壁からの漏水を招くことで、

補修の費用がかさみ、しかも技術的信用が失墜する大きなマイナス

面がある。

当然のことながら、施工者として必死の防戦を試みたのが昭和48

年ごろからである。その過程の中て¥ほんとうにひびわれのおきな

い建物を施工するのにはかなり根の深い問題が存在し、これからさ

き、すべてその問題が解決できるとは限らないことがはっきりして

きた。

1. コンクリート周骨材

良質な コンク リート 用骨材の確保は、日本全国どの地方において

も困難な状況にある。組骨材はいまや砕石が当たり前になったし( あ

る地方では 10 0 %砕石使用) 、納l骨材も粒の小さい山砂が多< 1変われ、

場合によって砕砂が使われる。そうでなければ塩分の多い海砂であ

る。

このいずれの場合もセメント量の多い、したがって水量の多い、

つま り収縮量の大きいコンク リートにつながる 。単位水量を限度内

に押 さえたくても不可能な条件が出揃ってきた 。

2  . ポンプ圧送

かつて建築学会の先生方から目の敵にされたのがこのポンプ圧送

である。たしかにデータの上からみても、昭和40年代の前半に竣工

した建物からひびわれのかしが激増している。ポンプ圧送は、いつ

しかパイプの閉塞を恐れるあまり、また入手不足を補う手段として、

いわゆるやシャブコン' の流し込みを当たり前のものにしてしま っ

た。そしてこの条件のもとに打ち込み手聞の労務費が押さえられ、

工法として定着してしまっている。

この点においては、施工者として糾弾されてもやむをえないもの

がある 。かといっていまさらネコ車でもなく、ポンプ打ちはやはり

コンクリート運搬手段の主流とならざるをえないであろう 。

3  . 設 計 上 の 問 題

設計上構造体のコストを押さえるために、ここでもひびわれを助

長する条件が揃っている 。

大スパン、小断面の構造体が求められる以上、高強度のコンクリ

ートと高密度の配筋が必然的に生まれる 。場合によ っては、温度補

正の最大値を加えると使用セメント最が 400kg/ 1げをはるかに超え、

スランプ22cmでなければ充填不能な S R C 造の設計がある 。断面リ

ストどおりにはとても鉄筋がおさまらない S R C造の側柱のまわり

タど、コンクリートが果たしてまわるだろうかと思われるものもま

すLではない。

4  . かずかずの対策

昭和53年 2 月に建築学会から発行された「鉄筋コンクリート造の

ひびわれ対策指針( 案 )J には、設計・施工面での広範にわたる対策

28 他築と社会/ 1979年 4 月号

があげられている 。豊富なデータは大いに参考になるし、それをも

とにした指針はもとより正しいものではあるが、前にのべた情勢の

中でわれわれ施工者からみると、スランプ値、単位水量など非現実

論が見当たる 。

施工者の立場で、有効と思われる対策をとりつつあるのはつぎの

ようなものである 。

(1)  コンクリートの調合 骨材事情から、単位セメント量や水量の

のぞましい限界を規制することは不可能である 。 しかし正比例はし

ないとはいえ、せめてスランプ値の上限は押さえる必要があると考

え、いかなる場合でも指定スランプを 20cm以下とする 。 これは品質

管理の良好な生コン工場ならば、: t 1  cmのバラツキでおさまること

を前提にしている 。

(2)  鉄筋による拘束 壁のコンクリート収縮を鉄筋だけで拘束する

には、コンクリート体積の 1 % 以上の鉄筋量が必要とされており、

関口部補強筋の重なりを考えると充填不良のおそれがでてくる 。 し

たがって一般的な配筋量でもよいとし、使用材種は異形鉄筋とする

上で、他の有効な対策に頼ることにしている 。ただし関口補強筋は

一般の場合の 21音とし、とくに長い建物の端部に近い関口部の補強

にはワイヤメ ッシュの併用を考慮する 。

(3)  混和剤( 材) ひびわれ対策として脚光を浴びたコンクリート膨

張材に対して、われわれはそれほどの高い評価は与えられない。本

来の性能を発揮させるための型わ〈存琶湖聞の延長が、工程と型わ

くコストの面で不利になるからである 。膨娠中4 自体のコストを考え

ると、それに見合った性能を得るためにさらにコス トがあがるので

は矛盾がある 。設計仕様で型わ〈存置Wl 聞が示されたとしても、過

剰品質のための浪費という気がする 。

その点、流動斉IJ は大きな減水効果を持 っており、生コンの市場価

格からスランプ15cm以下のベースコ ンクリートとすればコストア ッ

プはきわめて小さい。スラプのモノリシ ック仕上げの時間短縮や、

バイプレーターが十分使用できない打込みタイル工法への適性など、

流動斉IJ の使用を推奨する恨拠は十分ある 。

(4)  ひぴわれ誘発目地 コンクリートのひびわれに真っこうから取

り組んだ対策ではないために、構造設計者から非難を受けたのがこ

の誘発目地である 。あらかじめ壁に断面欠損のための目地を設けて

ここにひびわれを起こさせ、シーリンク十オで漏水を防ごうというも

のであるが、構造体には じめからひびわれを許す考え方が抵抗を受

けた。たしかに初期間IJ 性を割J51かねばならぬとしても、この対策を

実施してから外壁のひびわれによる漏水事故が激減した 。それはデ

ータが示しており、現在も っとも効果的な手段として採用を強制し

ているとい ってよい。ただし、白地間隔は 4 m以下、欠損深さは壁

厚の2 0 %以上とすることが条件である 。

(5) 散水養生 外壁に大型パネルを使用すると、型わくの組み立て

手順から脱型時期が早まる 。 しかも転用を重ねた合板せき板の表面

は組面にな っているので、型わ〈脱型後のコンクリート表面からの

水分の蒸発が激しい 。 コンクリー卜の硬化を助け、水の粒子が抜け

た空洞を水和反応のゲール化物質でおきかえて収縮を防ぐ目的から、

散水養生の効果は大きいと思われる 。型わく脱型後 3 - 5 日は散水

が必要であろう 。

最後に、以上の対策を笑施するに当た ってより重要なのは、セ£ネ

コンの施工管理カである 。 コンクリートは流し込むのではなく打ち

込むものであることを、原点に帰 って認識するところから、その管

理カが生まれると思う 。

( にし は ら りょうじ 消水建設は建築技術部次長)



- コンクリートのひびわれ防止対策 プラントメーカーの立場から

単位水量を減らすことを

基 本 に

白井 忍

現状はポンプ工法によるコンクリート圧送が平常化し、また高強

度コンクリートの指向が強くなり、したがって単位水量の増加傾向

を示している 。 これらはすべてコンクリー卜のひびわれ発生の方向

につなカずっている 。

コンクリートのひびわれ要因は図ー 1 に示すごとく、コンクリー

トの配合のみでは解決されることでなく、設計、施工、環境条件等

の複合要因による影響が非常に大きい 。

生コンメーカーとしてのひびわれ防止対策としては、コンクリー

卜配合面から考えた場合、コンクリートの収縮をいかに少なくする

かであり、そのためには単位水量を減らすことを基本にしなければ

1. 骨材について 組骨材については最大寸法が大きいほどセメン

トペー ス ト畳が減少し、コンクリートの収縮も小さくなる。生コン

メーカーとしては、受注にさいしてはユーザーと協議して施工現場

に応じて施工可能な範囲で粗骨材最大寸法の大きいコンクリー卜を

供給することを心がけることが必要である 。

最近のように骨材の需給関係から、河川砂利はひ っ迫し、砕石、

山砂利、陸砂利等が出回っている現状から骨材管理はとくにゆるが

せにできず、それぞれに単位水量が最小になるように砂率の変更、

あるいは適切な減水剤の使用を考えなければならない。

細骨材についても粗粒であるほど同一スランプに対する単位水量

を減ずることができるため、コンクリートの収縮は小さくなる。と

くに最近のように山砂、陸砂等泥分の多いものは、単位水量の地加

による沈みキレツ、初期乾燥収縮等、ひぴわれ発生に大きく影響し

ているため、砂の泥分についてはとくに厳重な管理が必要である 。

また現場作業員の省力化によるポンプ工法が平常化したことによ

り、圧送性、作業性に力点か官かれがちで、砂率を多くして、圧送

性を高め、安易な方法で打ち込みができたとしても砂率の増加は単

位水量を増加させることであり、終局はコンクリートのひびわれを

発生させることにつながることはいなめない事実である 。

このような現状からわれわれ生コ ンメーカーも現在の配合( ポン

プ用) について、適正な砂率の検討について改めて見直しの必要は

ないだろうかと考える 。 なお砂率の検討にさいしては、適正なコン

クリート打設方法とからみ合う点もあり、コ ンクリートひぴわれ防

止の見地からユーザ一、メーカー両者の協力により前向きに検討す

べきであろう 。

2 .  i毘和剤について 混和剤等については化学成分により必ずしも

単位水量の減少とコンクリートの収縮が一致しないことが報文され

ている1セメントの凝結を早めたり、あるいは塩カルのように収縮

が大になるものもある 。セメントの早期凝結はしばしば初期ひびわ

れにつながることがある。

したがって化学混和剤等については、じゅう分検討の上納入実紛

の多い安定したものを選ぶ必要がある 。

3  . 練りまぜ水について 水道水使用の場合は問題はないが、地下

水使用時は不純物の影響により( フミン酸の多い泥水、塩カル等) 、

収縮の増大も報文されていぷ:

また公害面、省資源の方向から昨年 J 1  S 改正により、回収水の

使用が認められたが、これらについては金生工組速による排水の再

利用に関する管理基準により、回収水の品質基準、配合設計基準、

設備基準が明示されており、生コンメーカーとして、厳重な管理の

もとに使用せねばならない。

また別な角度から夏場におけるコンクリ ー ト温度の上昇にともな

い、同一スランプに要する単位水量の増加を考慮した場合、コンク

リート材料の温度をできるだけ高めないように工夫することも一方

法である 。

回収水貯蔵槽、骨材貯蔵庫等に上屋を設置して外部温度の影響を

少なくすることなどが考えられる 。

4  . 高スランプ高強度コンクリート 最近のように高強度化傾向を

示す中で、建築では高スランプを使用せざるを得ないのが現状であ

る。 また建築においての冬期温度補正の面から、かなり富配合の軟

練りコンクリートも一般に使用されている。 図 - 2 に示すようにひ

びわれが基本的に単位水量に 1300 r  

起因することからみれば、で

きるだけスランプを小さくし

て入念施工すべきであろうが、ー

現実には軟練りコンクリート

による施工もさけられないの

が現実である 。

これらについて高流動化コ

ンクリートについても論議さ

れており、ひぴわれ防止対策

8目。

壇

屡 700

として興味ある問題である。 図 - 2 セメント 量、 水量と収縮との関係4)

富配合コンクリートの場合、単位水量による収織のみならず、セ

メントペースト量の多いものは収縮も大きいと考えられる 。部材の

厚いものについては J A  S  S  5 でマスコンクリートについて規定さ

れているが、一般的に厚い部材については温度収縮によるひぴわれ

発生要因も考慮せねばならない。 これら富配合 コンクリートについ

ては、マスコンなみに材料についてもよく検討し、セメントについ

ては中庸熱セメント、高炉セメント、フライア ッシュセメント等は

水和熱が低いので有利であろう 。

骨材等についてもできるだけ温度を下げるよう直射日光を防いだ

り、積極的にはクーリングを行うことも考慮せねばならない。
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層 間|筏 お よ び ゲ ル間 際 を 包 含 し た 多孔 質組織である。 これ ら 各 種 の

空 |僚は自 由 水 を吸着、 脱着 で き 、 そ れ に 伴 い 膨 張ー 収 縮 が 起 き る と

考 え ら れ て い る 。 単 位水分 量 当 た り の 長 さ 変化 は 図 1 に示すように、

脱 水 が 進 む に つ れ て 変化 し、収縮が単ーなメカ ニ ズ ム だ け に 起 因 す

る も の で な い こ と が う か が え る2J 通 常 の 環 境 で は 水 の 出 入りととも

に 収 縮 や 膨 張 が可 逆 的 に 起 き る の が 知 ら れ て い る ; ) ( 図 2 )  しか

し モ ル タ ル や コ ン ク リ ー ト の 長 さ 変 化 は 、 普 通 の 場 合 、 ほ と ん ど 収

縮 に 限 ら れ 、収 絡 を い か に 小 さ く す る か が 、 ひ び わ れ 防 止 の 重 要 な

手だてとなってくる。

- コ ン ク リ ー ト の ひ び わ れ 防 止 対 策ー セメントメーカーの立場カ、ら

ヰ丸縮をし、かに小さくするか

爾 見 草 治

ひ び わ れ を 発 生 さ せ る要因 は 多 い が 、 こ れ ら を 整 理 し て 、 つ ぎ の

Ｕ つに分類してい る ｾ ¥ i )設計に関係するもの、 。i府 重 に 関係するも

の、( 踊)外 的要 因 に関 係す る も の 、(iサコ ン ク リ ー ト の材 料 的性 質 に 関

係 す る も の 、(v)施 工 に 関 係す る も の 、 の 5 項目である。 これ ら の 要

因 の う ち 、 セ メ ン トメ ー カ ー に 関 連 を も つ の は (iV ) 項であるが、これ

へ の 対 応 の み で コ ン ク リ ー ト の ひ び わ れ が 防 止 で き る も の で も な い 。

セメン ト協会 で は 従 来か ら ひ び わ れ問 題 を 重 要 視 し 、古 < i ひび

わ れ研 究 専 門委 員 会J を 設 け 、 数 多 く の 調 査 を 行 っ て き た 。 こ の 成

果 に は ひ び わ れ問 題に対 する 幾 多 の 対 応 策 や 考 え 方 が 述 べ ら れ て い

る。 以下 に そ の概 要を記して参考に供したいと思う。

乾 燥 収 織 を 低 減 す る に は

表 1 は ひ び わ れ研 究 専 門委 員 会 ( 発 足 当 時 は 収 縮 委 員 会 ) の 調 査

結 果 を 、 ひ び わ れ防 止 ( 収縮低減) の観 点 か ら ま と め た も の で あ る 。

(1) セ メ ン ト の 種 類 と 乾 燥 収縮 粗いセメントとか、 C. A の 少 な い

セ メ ン ト が 収 縮 が 少 な い と 言 わ れ て い る が 、は っ き り し た 結 論 は 得

ら れ て い な い ( 要 因 2 、3 )。 委 貝 会 の 試 験 結 果 に よ る と 、 セ メ ン ト

の 種 類 を 選 ぶ 方 が 効 果 が 大 き い ( 要 因 1 )。 と く に 混 合 セ メ ン ト 系 は

収縮が大きい。

(2)  モ ル タ ル の 乾 燥 収 縮 砂 ・セ メ ン ト 比 ( s /  C ) を高〈、 W / C  

を 低 く す る の が 効 果 が あ る ( 要 因 4 ) 。とくに s/  C を高

く す る と モ ル タ ル 単 位 容 積 当 た り の 水 量 、 セ メ ン ト畳 が

大 幅 に 低 減 で き る た め 、 収 縮 は か な り 小 さくなる。

湿 度 の 影 響 ( 要 因 6 、 7 ) も大きく 、乾 燥 の は な は だ

し い 環 境 に さ ら さ れ る モ ル タ ル や コ ンク リー トの収縮は、

予 想以上 に 大 き い と 考 え て お く こ と が 必 要 で あ る 。 この

関 係 は 図 1 に も 示 し た 。

(3)  コ ン ク リ ー ト の乾 燥 収 縮 単 位 水 量 の 低 減 に よ り コ

ン ク リ ー ト の 収 縮 を 小 さ く で き る の は 他 の 報 告 に み ら れ

る 通 り で あ る ( 要 因 9 ) が、 コンク リー ト の 単 位 水 量 は

モ ル タ ル ほ ど 大 幅 に 変 更 で き な い た め 、 収 縮 低 減 に は 限

度がある 。 し か し プ ラ ス チ ック コンク リー ト の 沈 み き れ

つも考慮すると、水量を減ずる効果は大きい。

A E コ ン ク リ ー ト に す る と 収 縮 は 増加 す7 る が、通 常 A

E コ ン ク リ ー ト で は W/ C も 低 減 で き る ( と く に A E 減

水 剤 を 使 え ば) の で、 表 の 例 ( 要 因 10) の よ う に 単 純 に

収 縮 は 増 加 し な い 。 同一スランプのプレーン、 A E コン

ク リ ー ト で は 収 縮 は 変 わ ら な い と 考 え て よ い 。

軽 量 コ ンクリー卜は 川砂、 川砂 利コ ンク リー ト に 比 し

収 縮 が小 さ い 。 乾 燥 初 期 に 軽 量 骨材 か ら 水 分補 給があり、

そ の た め 多 少 膨 張 し 、 そ れ が 収 縮 低 減 に 寄 与 し て い る 。

しか し軽 量コ ンク リー 卜の耐 ひびわれ性が必ずしもよく

ないのは 引張り 強度が低いためと考えられている。

生 コン プ ラ ン ト の 回 収 水 や ス ラ ッ ヂ 固 形 分 を 用 い た コ

ンク リー ト の 収 縮 は 、 図 形 分 添 加 量 が 多 く な る と や や 増

加 す る ( 要 因 12)。

セ メ ン ト の 水 和 熱 も ひ ぴ わ れ に 関 連 す る が 、 す で に 優

れ た 報 告 ト あ る の て 割 愛 す る 。 またプリ ー ジ ン グ な ど に

基 づ く ひ び わ れ も セ メ ン ト に 関連 が あ る が 、 施 工 に 関 係

硬 化 セ メ ン ト の 乾 燥 収 縮 の メ カ ニ ス. ム

硬 化 セ メ ン ト は 複雑 な 水 和 化合 物 の 集 合 体 で あ る が、こ れをミク

ロ的にみると mm級 の 気 泡、{i i J 千 Aか ら 数 十 Aに わ た る 毛 細 管 、 結 品
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が 深 い の で 、 こ こ で は 取 り 上 げなかった。
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ックに対しても、ワーカビリチーを改善し 、材料分離を少なくし、

また気温に応じたコンクリートの凝結時聞の調節i作用などが有利に

働くことは 言 うまでもない。

ひびわれの原因と' $ ' ‘ 接な関係のあるコンクリート特性として、乾

燥収縮と水平日熱による温度上昇ーがあげられる 。 コンクリートの乾燥

収縮は、周辺湿度および音11材断面の形状寸法によるほか、骨材の性

質、セメントの性質とこれらの使用量、空気量および単位水誌など

によ って変化する 。 とくに単位水量の影響は大きく、コ ンクリート

の乾燥収縮量 (e c ) と単位水量 ( W ) 、単位セメント最 (C) との聞

には、

- コンクリートのひびわれ防止対策 ー 混 和剤メーカーの立場 から

減 水 剤 の 新 し い 使 用 法

ー コ ン ク リ ー ト の 品 質 改 良一

和巳児 玉

ε c = p C + q W ( p '  qは実験常数p < q)

の関係があり、その一例を 図ー 1 に示す。 また、空気韮の影響を 図

- 2 に示す。

コンクリートの水和熱による温度上昇は、セメントの極類と単位

セメント量により左右され、単位セメント量lOkgの増加は、コンク

リート'温度を約 1 'c 上昇させる 。

適切な混和剤の使用は、単位水量を j成じ ( プレー ンコンクリー卜

より A E 剤で約 8 % 、減水剣で約 4 % 、 A Eil成水斉IJ で約13%) 、また 、

セメントの分散によるセメ ン ト効率の増大は、同一 強度を得るため

の単位セメント盆を 6 - 10% 減少し得るから、これらのひびわれ発

生の可能性に対しても有利に働くと言える 。

水密性の増大、中性化に対する抵抗性、凍結融解作用に対する抵

抗性の増大なども、コンクリート中の鉄筋の保護作用を増大させ、

また、苛酷な暴露条件下でのコンクリートの品質の低下、これに起

因するひびわれの発生の防止に役立つことは明らかである 。

コンクリートのひびわれは多くの場合、いくつかの原因が重なり

合 っていることが多〈、このため、ひびわれを完全になくすことは

至難のわざと言える 。 しかし、ひぴわれを完全になくすことはでき

ないにしても、すこしでも少なくすることは可能であり、またその

ように努力することが必要である 。それには、良い材料を使い、適

正な調合のコンクリートを入念に施工することが大切である 。 この

ためには、単位水量の少ない、均等質で・分離のよかないワーカブルな

コンクリートを造り、かつ硬化後のコンクリー トの諸性質が勝れて

いる混和斉IJ を積極的に利用することが望ましいと言える 。

2. 減 水 剤 の 新 し い 使 用 法

A;去

; 威水淘lの添加時期

ウエットホ y パ ーま

たはトラックアジテ

ータにふりかけ添加

する方法

現場にてあと添加し、

十分混合してカ、ら排

出する方法

適切な減水剤の、より効果的な使用により 、

(a)コンクリートの

スランプ低下の防

止および復元

(b) 硬練りコンクリ

ートの流動化

1. 混 和 剤 の 効 果

ｩｲｾ 和斉 ｉｊ として最も 一 般的なものは、 ａｅ 剤、減水剤、 ａ Ei 成水斉IJ

であり、最近は流動化斉IJ ( 高性能減水剤とも 言われる ) なども使わ

れている 。

これら の混和斉IJ は、微細な独立空気泡の コンク リート中への導入

あるいはセメント粒子の分散効果などにより、つぎのような効果が

符られる 。

4 ト_"'o

減水剤jの新しい使い方
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(c) 減水剤の j成水性

の向上

などができる 。

これら減水斉IJ の新

しい使い方を 図 -

3 に示す 。

これらの減水斉IJ

の新しい使い方に

より、 j成水斉IJ のも

つ性能効果は一層

発4草され、コンク

リートの品質改善

に大きく寄与する

ことができる 。従

来の方法および流

動化手法を用いた

場合の単位水量と

スランプの関係を

図 - 4 に示す。 流動化コンク リートの単位水量

( こだ ま かずみ 日 'Il!j? スタービルダーズ K K研究部部長 )
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- コンクリートのひびわれ防止対策一混和剤メーカーの立場から

膨張材のひびわれ防止効果

三 宅 信 雄

コンクリートのひびわれ

コンク リートの引張強度は圧縮強度にくらべてきわめて小 さく

ｾ 以 下である。このため、設計上は引張あるいは曲げ引張応力をす

べて鉄筋に負担させる鉄筋 コンクリートとして用いられている 。 し

かし、セメント硬化体自身が乾燥によって収縮する性質をもってい

ること、また外力による鉄筋の伸びにコンクリートが追従し得る強

度をもっていないことによって、コンクリートにひびわれを生ずる

場合が非常に多い。ひびわれは構造性能に直接影響を及ぼすもので

はないが、ひびわれの程度によっては、漏水や鉄筋腐触の原因とな

り、また構造物の美観上からも決して好まし い ものではない。

そこで、たとえひびわれを完全に 防 ぎ得ないとしても 、その構造

物にとって有害なひびわれを生じさせないことが大切で‘ ある 。すな

わち、ひびわれからの漏水や、構造物の耐久性を考慮した場合、ひ

ぴわれ幅をできるだけ小さくすることが重要で、この観点から各国

で鉄筋コンクリートのひびわれ幅の制限を設けている 。たとえば、

A  C  1  224委員会では、構造物のおかれる環境状況に応じて、許容

最大ひびわれ幅を O. l mmから 0.4mmまでの 5 段階の値を、ヨーロ ッ

パコンク リー ト委員会では O.lmmから 0. 3mmまでの 3段階の値を 、

規定している。

膨 張 材 の 効 果

コンクリートのひびわれの原因には 、短期的には初期乾燥ひびわ

れ、セメントの水和熱による温度ひぴわれなどがあり、長期的には

乾燥収縮ひぴわれ、日射による熱応力や荷重によるひびわれなどが

ある。

膨張材を用いてひびわれを防ぐ方法として、膨張材 を比較的多〈

( 40- 65kg/  m') 混和 して、いわゆるケミカルプレストレスを導入

し、これら各種のひびわれに対する耐力を向上させる方法もあるが、

現在、現場施工の建築工事てすま、ほとんどが膨張材を 30kg/ 凶程度

混和して 、乾燥収縮によるひぴわれを低減する目的で用いられてい

る。

現在、わが国で市販されている膨張材には、カルシウム ・サルホ ・

アルミネート系 ( C S  A系) と石灰系とがあるが、前者をこの目的

に用いた場合の効果について述べると、以下のようである。

(1)  コンク リー ト打ち込み後 1 - 2 日の聞に、水酸化石灰の結品

を生成してコンク リー トを膨張させることにより、強度の小 さい若

材令のコンクリートに軽度の圧縮応力を導入し 、硬化収縮や気温の

変化などによってコンク リートに生ずる引張応力を相殺する 。

(2) その後、この水酸化石灰が膨張材中のアウイン ( 3 Ca O・

3 Al 2 0 3
・CaSO. ) および石膏と反応して、エトリンガイト ( 3  Ca O・

Al 2 0 3 ・3 Ca S O. ・32H2 0) とよばれる微細な針状結品を生成する 。

この結晶は 、コンク リート中の自由水が乾燥によって蒸発したあと

にできる内部空隙に発達して膨張圧を加 えるため、 コンク リートの

乾燥収縮を少なくする。

これらの作用によって 、長期的なひびわれの大きな原因である乾

燥収縮ひぴわれを低減させる効果を発揮する。

図に膨張材を混和したコンクリー卜と、通常のコンクリートの長

さ変化を測定した一例を示す。これによると、膨張コンクリートは
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材令 7 日までに約1 . 0X l Q- 4膨張し、以後乾燥状態においたときの

材令91 日までの収縮量は、通常のコンクリートにくらべて約27% 少

ないことカずわかる。

膨張材の使用について 注 意 すべ き 事 項

(1)  膨張材は過剰に i kfnされると、過大膨張によって強度低下を

おこし、場合によ っては コンクリートが破壊することもあるので、

膨張材の計量 ・投入 ・練りまぜには十分な管理が必要で‘ある 。 ( 日

本建築学会「膨張材を使用するコンクリートの調合設計・施工指針

案 ・同解説」の 6 節参照 )

(2) コンクリートは一般に 打ち込み後養生が必要であることは当

然であるが、膨張コンクリ ー トは強度の発現だけでなく、膨張村 の

水和反応、のためにも養生が必要で・ある。 ただし、単位膨張料品30kg

/ m'程度の場合は、その反応は打ち込み後 5 日間くらいでほとんど

終了するので、養生期間は通常のコンクリートについて[ ' J  A  S  S  

5  J に規定されている 回数と同じく、 5 日以上でよい。養生方法に

ついては、前述の指針案 7 節に詳述されている 。

(3) コンクリート打ち込み後、まだ固まる前に 表面が急激な乾燥

をうけると、初期乾燥によ ってコンクリート表面にひびわれを生ず

ることがある 。膨張材の膨張効果はコンク リート の硬化後に生ずる

ので、この径のひびわれには効果はない。 したがって、通常のコン

クリー卜と同じように、 J凝結が始まる前に、再度こて t1jl さえをおこ

なうなどの方法て¥ひびわれをなくしておく必要がある 。

おわりに

コンクリートのひびわれを少なくするためには、 i  ) 調合設計に

おいて、所要の強度およびワーカピリチーが得られる範囲で、収納

の原因となるセメントおよび水の畳をできるだけ少なくする、 ii )

ひびわれを分散させて、ひびわれ幅をできるだげ小さ くするために、

配力筋の間隔をなるべく小さくする 。とく に、関口部まわりなど応

力の集中する箇所には、補強筋を入れたり、あるいは収納目地を設

ける、などの基本的対策が必要である 。 しかし、それでもひぴわれ

を完全に防止することは困難で、たとえば建築学会「鉄筋コンクリ

ート造のひびわれ対策( 設計 ・施工) 指針案J によ っても、ひびわ

れ幅を 0. 3mmを超えないように制限することを目標としている 。同

様に、膨張材を混和するだけでひびわれを完全に防止できるわけで

はなく、前述の設計 ・施工面における基本的対策にあわせ、膨張材

を混和するという材料簡の対策をとることによって、はじめてコン

クリートに有害なひびわれの発生を防止し得るものである 。

膨張材がわが国で使用され始めてすでに 10数年を経過し、数多く

の建築構造物に用いられてきたが、このような観点から、適切なひ

びわれ対策を講じて施工された構造物に、多くのよい実紛が税まれ

ている 。 ( み や け の ぷ お f江主1化学工業肱セメント 'J'%; 部苦111正代理)



アンケートーコンクリートのひびわれ防止対策に関して

設 問

対象は、 RCi 茸の外壁とします。

回答は、該当する記号をOで閤み、必主要に応じて( ) 内に数値等を記

入して下さい。

A  あなたの所属

l  官公庁、公社、公団等

2 . 設計事務所イ. 意匠設計

3 . 総合建設業 イ. 設計部門

ハ. その他 (

4. その他(

ロ. 構 造 設 計 ハ. その他(

ロ. 施工 ・管理部門

B  コンクリートのひびわれについて 、 どう考えられま

すか。

1  . 必ず発生する 。

2 . 防止できる 。

3 . 努力すればある程度防 11-. できる。

4 . 会i¥1こしない。

5  0  ＢｦｬＱ ｩｾ まする 。

C  コンクリートの調合について

1  . 単位セメント最の最大値の目標を設けて( 強度は普通コンクリー

トで 210kg/ cm' の場合)

イ. いない。

ロ. いる 。 ( kg/ m' 以下)

2 . 単位水量の最大値の目標を設けて( 強度は普通コン 7 リートで、

210kg/ c m' の場合)

イ. いない。

ロ. いる。( k g / m'以下)

3 . 所要スランプの最大他の目標を設けて

イ. いない。

ロ. いる 。 ( cm 以下)

4 . 砂E容の最大値の自僚を設けて

イ. いない。

ロ. いる。( % 以下)

5 . 膨張性混和材料を積極的に採用して

イ. いない。

ロ. いる 。 ( 銘柄

6 . その他の混和材料を積極的に線用して

イ いない。

ロ. いる。( 銘柄 )  

7 . 普通ポ/ レトランドセメント以外のセメントを積極的に採用して

イ. いない。

ロ Ｎ いる。 Ｈｉｾ 種 )  

8 . その他、とくに配慮、している事項がありましたら記述して下さい。

D  配筋規準 について

1  . 外壁の最小厚さを決めて

イ. いない。

ロ. いる。( 増打ち分含めず cm)  

2 . 外壁の配筋は原則として

イ. シングノレ自己筋

ロ. ダブル配筋

ハ. とくに決めていない。

3 . 外壁窓などの隣角部の補強方法

イ. 斜め筋

ロ. 溶接金網

ハ. その他の補強方法(

ニ. とくに補強 li 考えていない。

4.  1.  - 3 . について棟準的な ものを、図解でお示し下 さい。

E  外壁のひびわれ誘発目地について

1  . ひびわれ誘発目 地 を積極的に採用 して

イ. いない。

ロ. いる。

2 .  1  でイ . ( 採用していない) とした理由は

い. 目地は外観のデザインを扱う。

ろ. ひぴわれ防止は施工商で対処すべき 問題である。

は. コ ンク リートの調合計画時に対処 している。

に. 配筋方法で対処してい る。

ほ. ひびわれ誘発目 地は有効でないから。

へ. その他(

3 .  1. でロ. ( 採用している) とした場合、白 地配置の社内規準が

い. ある。( 垂直目 地のピッチ )  

( 水平目 地のピッ チ )  

ろ. 個々のケースについて決め る。

F  コンクリートの打設および餐生について

1  . コンクリートポンプ工法の場合、ポンプ車 l 台当た り何人の コ

ンクリート工( 土工) を配置するようにしていますか。

イ. コンクリート工( 人)

ロ. とくに定めていな し、。

2 . 締め固め方法はどのようにしていますか。 ( 0印は 2 以上でも可)

イ. 俸状パイプレ ーター

ロ. 箱型( 壁用) パイプレータ ー

ハ. 高周波パイプレータ ー

ニ. 突き棒

ホ. 叩き

へ. その他(

3 . コールドジョイント防止のための方策として

イ. 打 ち継ぎ時間 を管理している。

ロ. 柱 ・墜と梁 ・床とを 別の 日に打設している。

ハ. とくに自己[ ¥I していない。

4 . 壁のせき板の存置期間は

イ. 建設省告示第 110号によっている。

ロ. J A S S  5 によっている。

ハ. 独自の規準によっている。

ニ. 工程次第である。

5 . 壁のせき板取り 外 しf去の コンクリー トの養生は

イ. とくに行っていない。

ロ. 行っている。

養生方法は、夏期(

中間 期 (

冬期 (

G  その他、とくに配慮している事項や、ご意見などが

ありましたら、記述して下さい。
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し は じ め に

コンクリートのひびわれについては、それぞれの立場で非常に関

心が持たれており、アンケートにご協力いただいた部署は官公庁、

設計事務所、総合建設業など80数 社98件の多数にわたり、その内訳

は図一 1 のとおりである。

このアンケートは R C造の外壁を対象としてという前提になって

いるものの、 i R C造の外壁」を「一般的なコンクリート構造物」

と置き替えても、その内容には大差ないものと恩われる 。また 、ア

ンケートの設問を、ここではコンクリートの配合と施工にしぼって

いるが、コンクリートのひびわれの要因としてそれ以外にも、不同

沈下、設計上のミスー構造体が弱いため等々一、温度変化を受けた

ため、なども見過ごすことのできないものである 。

ここではアンケー トの結果を関係者で討議した結果を掲げ、コン

ク リート のひびわれに対する考え方や、対処の方法の現状と将来の

方向を見出す一助としたい 。

なお、アンケートの設聞は、下に示す特性要因図を基に作成した

ものであることを付記しておく 。

II. ア ン ケ ー ト 結 果 の ま と め

(1) コンクリートのひびわれに対する意識

図 - 2 に現れているとおり、大多数の人々が、 「ひびわれは努力

によってある程度少なくすることはできるが、完全を期すことは大

変困難で・ある J と考えているようである 。

(2)  コンクリートの調合

調合に関する設聞のうち、最大値を規定しているかどうかについ

ては、スランプを規定している所がほとんど( 約88%) で、ここで

は硬練りコンクリートへの意欲が十分現れている 。 しかしスランプ

の最大値の抑え方も 21cmを超えるも の が 3 部署あり、少数ではある

がまだまだ意識改革の必要があるようである 。 ( 図 - 4 )  

単位セメント量の最大値については J 1  S  - A  - 5308の改正に伴い、

温度補正と併せて単位セメント量の増加によるひびわれ発生の問題

に苦n草されているようである 。 なお各部署で設定している単位セメ

ント量の最大値と単位水量の最大値との聞には、 図 - 3 のごとくと

くに相関関係は現れていない 。

つ ぎ に 混和材料につい ては 表ー 1 に示されるとおり膨張性混和材
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図- 1 A ・回答者の所属

U  
ベo 4，0 6，0  ，8，0  100%  

努力すればある程度防止できる l  
1. 官公庁 ・公社・公団等

2  設計事務所

3何) 総合建設業( 設計部門)

3何)以外 11 <  11 以外)

簡止できる

図 - 2  B ・コンクリートのひびわれに対する意厳( 所属部署別)

単憧本量

の量大値

<1 1附)

図 - 3， C  1、C 2 ・最大値の目標役定

状況( 単位セメント量と単位水量)

C l  単位セメン ト量の最大震

の目標を往けているのは、

全面答の34 ，7%

C  2  単位水量の最大値の目標

を段けているのは全回答の

37. 8%  
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f R  C 造外壁のひびわれ j の特性要因図

_ _  kC) / m' 

d * ζ ト12103153初 340 350 360 364 370 400 410 430 450 不明竺主主| 計

180 

185 

190 

195 

200 

210 

215 

23 1  

270 

W/ C で規定

決めていない l  2  

2  

1  1  

1 4  1  46 I  55 

計 I 2  2  1  2  6  1  3  3  8  1  1  7  58 I  96 

所要スランプの最大値の自様を! 2 : けているのは全回答の87 ，8 %

A  2  A  3 げ) A  3十イ)以外

2ω t  st ］ ｉｒ ｣ｭ 以 τμ μμμμ ｬ 公Ｍ｜｜｜ｾ ｜ￋ ｾｾｾｾ＼￯ 十 ＵＱ 件Ｉ

12 8  19 

220  

.¥ 

200 

180 

300 320 '  340 360 380 4OO 単位セメント量の

最大憧 Ｈｾ Ｏ ｭＧＩ

34 

19cm 11 

20cm 11 

凡 例

A I  官公庁、公社、公団等

A  2 設計事務所

A  3何) 総合建設業( 設計部門)

A  3何)以外・ 向上 ( 同上以外)

21cm fI 

およびそれ以上J

図- 4 C 3 ・最大値の目標設定状況( 所要スランプ)



料を積極的に採用しようとする部門はまだまだ少なく、宮公庁 ・設

計事務所では 2 5 %あるが、総合建設業では皆無である 。 その理由は、

コストの問題がすべてではないかと思われるが、ひびj つれ防止の放

も直接的な方法として、前向きに検討していく必要があるのではな

いだろうか。 その他の混和材料で怯 A E減水斉IJ が圧倒的に多くあり、

流動化剤も取りあげられつつある 。

セメントについては普通ポルトランドセメント以外は使用されて

いないようである 。

(3)  外壁の配筋規準について

外壁の故小厚さについては、ほとんどの部署で決められているの

は当然であるが、 10cmあるいは 12cmて¥かつシングル配筋で、ょいと

しているところが20部箸もある 。 これは単なる規定のみであって 、

笑施に当た ってはひびわれ防止を配慮されたものに去 っているであ

ろうと思う 。

また閥口音11附角音11の補強方法についてもピンからキりまであり、

まだまだ例々の建物のグレード差の大きいことが現れている 。

生コンクリートは J I  S で規定され、品質の安定化への努力はさ

れているが、それらをまとめて生かす設計および施工に配! 伝の余地

表 - 1

2  

3 11) 

3(1) 以外

3十イ}

C  6  .  i.昆和材料の積極的採用の状況

所

fo[[  定i

A  E  il成水責1)

膨張性浪和材

流 動 化 斉1)

ｾｊｪ 斜 ｩ 高 ＱＩ

属

官公斤・公社公団等

設計事務所

総合建設業( 設計部門)

(  1/ 以外)

合 計

。

町 公 社 公 団 等 la|

設計事務所

総合建設業( 設計部門)

件 数

53 件

5  

6  

3  

量小厚さ 外壁最小J軍事 ( cm)

決めている 10 12 13 13. 5 15 16 18 

71 .4%  7  3  3  

85. 7% )  14 

1  100. 0%  

1  10 21 3  

lI.. ｾ ｉｕ＠ ，，1，8. ，1) 1  ，1  . . 01  ｾ＠ . tJ /  ＮＮ ｾ＠ ｾＨ ｕ ，＠ ｾｄ ｉ＠ !  ｾ＠
(全国苔の84.7%111.4% ＱＧｉｾｊＥ＠ 1'. 1% 1. 4%  56.'6% 1. 1% ;4' .5% 

20 40 60 80 1∞%  

協 ＲＲ Ｚ ぶｾｾ

3十イ) 以外 向上以外

凡例 a  =  10cm b  =  12cm c  =  13cm d  =  13. 5cm 

e  = 15cm f  =16c m g  = 18cm h  = 決めていない

図- 5 D 1 ・外壁の最小J車さの社内規定

言十

83件

図 - 6  D  2  . 外壁の配筋

( 原則として)

図- 7 D 3 ・関口部の織強要領

があるようであり、この辺の標準化が課題であると思われる 。

しかし一方では溶接金網を使用したり、コンクリートリブを設け

たりなどの例もあり、全体としては良い方向に進んでいるように見

受けられる 。 ( 図 - 5 ，6- 7 )

(4)  外壁のひびわれ誘発目地について

図 - 8 に示すとおり、全体の7 0 %が「目地を積極的に採用 J と回

答しており、そのうちの7 0 %が個々のケースで決めるという結果に

はなっているが、自由意見の 中には設計内部で意匠設計者と構造設

計者の意見の l喰い述いが調整されずに目地を設けないとか、施工者

が設計者に白地の採用を申し入れても聞き入れられなか ったとかの

意見もあり、現実にはまだまだひびわれ誘発白地がイ' 分に検討され

ていないようである 。

(5)  コンクリートの打設および養生について

ポンプ車 l 台当たりの打設人数については、総合建設業の施工部

門の7 0 %が定めてお り、大体 6 - 10人の範囲となっている。なお 3

- 5 人といつのが 6 件もあるのは設聞の意味を取り逃えたのではな

いかと思われる 。 ( 図 - 9  )  

締め固め方法としてはパイプレータ一、突き棒、叩きの併用が多

凡例

(al 白地割lは側々 のケースで決定 ( 70. 4%)

(bl社内焼却i あリ ( 29. 6%)

. w採用の理 由

1.:1配筋で対処 ( 28 .8%)

内地工で対処 ( 21. 7%)

ω目I也は宥安JJ て1 ・い ( 19. 2%)

ωコ ン 7 リートのi測合で対処 ( 9.6%)  

付デザイ ンを 打l う ( 4. 7 %)  

付 その他 ( 21. 7%)  

計 ( 100. 0% )  

図 - 8  E ・外壁のひびわれ誘発 目地について

図 - 12

図 - 9  F  1 ・コンクリートエの人

員配置

図ー 10 F  2 ・締め固め方法

図- 11 F  3 ・コールドジョイン卜

防止策

図ー 12 F  4 ・壁のせき板の存置期

問の規準

図ー 13 F  5 ・壁のせき板の取り外

し後のコンクリー卜の養生
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い。 ( 図ー 10 )

コールドジョイント防止の方策は打ち継さ時閉め管理! に依ってい

るのが大半で、特殊な打設工法を採用している例はほとんど見当た

らないようである。( 図ー 11 )

壁のせき板の存置期間については約半数が J A S S - 5 に依って

いる 。 ( 図一 12)

壁のせき板取り外し後のコンクリート養生については、行ってい

るとの回答が全体で 27% もあり、総合建設業の施工 ・管理部門にお

いては 3 4 %となっている 。 コンクリート打設後の養生の重要さに対

する認識が浸透してきつつあるようである 。 ( 図 ー13 )  

(6)  自由意見について

アンケー卜に記述された各部署からの自由意見を K J 法でまとめ

てみた。コンクリートのクラ y クに対する関係者の胸 中が伺わ れる。

.  クラ ック防止には水セメント比の小さい lil 1 ! 繰りコンクリートを

打設するべきである 。 そのために高流動化斉IJ の使用を検討している

ところもある 。新 J 1  S 配合では旧 J 1  S よりセメント量ヵ、多くな

り、温度補正をすると 400kg/ げを起えることもある 。単位セメン

ト量、7K: l Jl を小さく1 f I J えたい気持ちに反するので苦IiE している 。

・単位セメント量、水量やスラン 7 'の最大11立を規定する社内肌i.¥s

を設けていたり、作成準備中のところもある 。

・コンクリートの温度管型や骨材の品質管迎にもうパを配っている

が、なかでも制1I 骨材 の含有塩分量の 問題には多くの人が顕を痛めて

いる 。

- 一方、コンクリートに対する係員 ・作業員の認識度を向上させ

る必要があると感じている人も多い。

・コンクリート打設計画書によって指導しているところもあるが、

上述の諸問題への対応のためにも計図書作成の励行が望まれる 。

・さらに良質のコンク リート を打設するには 1 日の打設量を制限

することも必要で‘ あろうが、時間的、経済的問 j在iがからむので、施

主 ・ 設計者の ｾｩＴ 可が必要である 。

設計者への注文もある 。

関口部にリブを設けたり、補強筋を配置したりしてクラ ック防止

に努めているが、クラ ックを セe ロにすることはできないのではない

だろうか。したがって 施主 ・設計者はコンクリートにはクラ ックが

入るものという認識をもって欲しいという意見もある 。 また亀裂誘

発目地に対する設計者相互 ( 意匠と構造 ) の意志を統ーした見解を

もっておいて欲しいとの意見もある 。

現在の膨慢性 j昆和材料は高価なので、配筋の方にコストをかけた

7 が有利かも知lれないとの意見もあるが、コンクリートの充填性の

惑い配筋設計( 含 ・補強配筋) も見受けられるので、このあたりも

十 分 配 J，o$ していきたい問題である。 ( 本号特集編集幹事会 )
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このアンケー卜は、本年 2 月中旬に、京阪神を' i
J

心とした i'C公庁、設計

事務所、総合主主主>t 業約 160社 (所) を対象に行ったものです。なお、大

下主ll ;ut業に ついては 、それぞれ 2 - 41'1 のアンケートをいたしました。

もどってきたアンケートは、本特』集品号制制4集幹

見来Lカか、 ら、コ ンク リート のひびわれ防止対策の現状と将来のhi" Jをさぐっ

てみたものです。



ク ラ ッ ク の 補 修

金 子 敏 雄

- クラ ック の 発 生 な ら び に 状 態

クラ ヌク[ 王、その発 '1'. lJ ;l IJcIと Ik! ，告によ っ て、 T，n修 } ul 、し変 っ てくる

の で 、 ま ず こ の 分 対l を す る 必 泌 が あ り ま す 。

a  .  クラ / 7 ltl ，iが J拡大i並行 '1 'の む の

モルタルの{ 暖化似品1れによ っ て 3 年ほとソ丘行 '1 'の もの

b .  クラ γ ク ｲ￞ｉ ，ｾが変動する ｌ の

i.'utJ 交変化によ っ て コ ン ク リ ー ト がれ1

'

納 し 、 ク ラ γ クltl ，iが 変 化 す る

むの 。

振 動 に よ っ てクラ γ クの k イ{ が ズ レ 、 変動 す る も の。 イJ 1わた ドで

徐 々 に 拡 大 '1' の も の な ど 。

c  1

'

1' 11' ，しクラ γ ク

ｊＮＺｴ￬ｩＱ ｪ やサ ッ シ ュ のあ ｬｪ によ っ て、 Ｑ
Ｇ
ＱＧ し ｮｾ してくるもの

d .  ｦ［ｾ ＡｊＮｩ Ｍ［ 不 ｊｻ によるもの 。

，j_"初 の .llt .il ';許可i]i: . ).)，、 | に帯・rr if( カずかかる上北イ子、 ｷ リえ ｕＺ ｩ［ＡＡＺ ・ ｉｾＨ →ナイロ

橋 梁 な ど 。

e  そ の 他 、 い ったん' 1 : . じたへアクラ γ クに入 った 1・N水 の 冬 j則凍結

J!ii J'; Jυ ニよる J広J ，: な ど

.  補 修 方 法 の 分 類

ｉ ＢＮ ， ￬｣ クラ ｹ クの状態によ っ て ｉｬ ｮ 修 ｽｊ 法し、次のように大 ｾｊ ｉｊ します

Ｑｾｬ［ を ｉ ｉ ｉｉＨｊ とするむの 動 さ に j[ l l 泊させる }J 法 ・"ノ! < I' i-L  

こ れ ら は 、 だ い た い そ れ ぞ れ

， ｴｴｾＨ［ 外 ｬｬ［ｾ のｼ幼ノＡ＼ . " ノlく

に j1 &した T i-1，といえましょう 。

.  具 体 的 な 補 修 工 法 の 分 類

a .  1妾Arf

1  . エ ポ キ ン 桜rf 剤 の ii 入

2  エポキシ. t . z l '，'  

3 .  liJ r. ' ) 決 と し て エ ポ キ ン モ ル タ ル に よ る 先 J if¥

b .  ';lil.'I; I:/'i 11による 11}j;!<

1  . テーフ Jifi 1) 

2 .  r{(!_ ，( li 

3 .  V または U カパ、 .;ri げ1: 剤 光 明

C .  " ノk

1 .  )1'.; )<斉1) の( j 人

2 .  ｦｩ 斥リ ［Ｇｾ Ｇ ＮＪ ｨ 11"ノ比例の 光 Ji)1

3 .  II}j ノk 斉1) の，((!_イli

・ 施 工 方 法

｡ Ｎ エポキ ＢＧ Ｑ ｾ 府内 ＱＩ の ｮ 入

l  へ ア ク ラ ソクの ri 一人

まず「巨人 Il. f の ii: 入丙l) i11:i/曳を| 幼ぐためシールをする 必 必があり 、

l: ，rl 亨れ' 伎 の 川町古 でテーフをI ! ，'i リ、熱州: 化 '1;1: 判事l を加然品由化させ

て シ ー ル す る 。

このテーフ 申I，¥( J: ii=. 人 機 の (i:. 人 11 に 適 合 す る も の を 使 う 。 ン ー ル

斉1)硬 化 後 テ ー フ を は が す。

エポキシ Ｏｩ 人仰 ｬ を ｩｪ 人機に人ｾ l  1'1動 2 液 ii'. 人機または、，- . . !fi}Jポ

ンフて /i 入 11よ リ 応 人 す る 。

|て) j のf I 人 11より n 人 し、 ! の n 入 11 に 浴 .LHす れ ば 似 lトーめして、

順 次 1.. ｽｪ に紗る 。 ＯｩＺ 入舟 Ｑ ＩＱ硬化後シール斉 ＱＩ ならびに似，，Ｚめ庁 ＱＩ を ｉｬｾ

i 、する 。

2 .  1  - 2  mm f'，¥J% c7) クラ γ ク

このれ' 伎のクラ γ ク に な る と テ ー フ を 使 わ ず 、 小 主 l をやfi 人して

おいて、 ｩｩ 人はこの釘火よリ ｮｾ い、ￌￌＧＮ人後 ｩＱ￼ 洩 " ' . めに 1") び ); J

" - . めする 。

なお、I I ' 人庁1)l J : 外装に色イ干せするとよい 。

3 .  k クラ ッ ク

クラ y クltl ，iが 大 き く な る と 外 装 に 色 介 せ し た エ ポ キ シ 光 明 月1) を

クラ ッ ク に 光 明 し 、 こ れ を シ ノレとして主 l を 押 入 し て お い て ij'.

入する 。

"  ;)_二 1( 111瓜化の11JJ 介

クラ ノクを V カ ッ トしてエポキシ充- ' i . f ! /'i l) を3t :-ri f ( して核心安) j 栄 を

I-.l f るとよし、

5 .  j セが多¥， ｜ｪＭ ｾｪｻｽ＠

1，I，j ノk や 1<Ji止によ っ て 投 が 入 っ て い る 場 介 IJ: OI:*，'i -1の ii. 入商1) をち止透

さ せ る が 、 ス テ ン レ ス ハ イ フ ま た は 怖 で ク ラ ソクを lT .i.Ui する イし

を あ け て 折z人 /i 人する 。

6 .  Iln Ｑｾｩ＠ i i' 人

クラ γ ク の 周 辺 に f l) クラ ソクイ'1坊の た め 卜記 ス テ ン レ ス ハ イ フ

をや[i 入れー入する 。

b . エ ポ キ シ J安心

日 Ｑ｜ 分 ＨＱ 甘 ｾＺｦ 波 ｦｩｬ で ｬ 以リ ｉ ｊＺずせる ｌ のは、 ｾＱ Ｇ ￍＢ ＱＧ ， ￤ f:五 エ ポ キ シ 後 t{"f 斉1) で

J安心する

c  . エ ポ キ ン モ ル タ ル 光 明

欠 端 部 分 IJ : エポキシに竹村 ( rd'. 砂 そ の 他 ) を i J H点 し た も の を 充

ＮｊＭｩｦＨする 。 鉄筋などの ｾ， Ａｩ による Ｑ Ｇ ＱＧ 11¥し部分 IJ : 鉄筋を fi lF り:H し1IJjf，，!I

川 に エ ポ キ シ を '((!_ ，( Ii し て エ ポ キ シ モ ル タ ル を 先順 す る 。

d  テーフ"1! ，li 1)  

クラ ッ クに 打ii i¥t な }ii-L としてテ フをI ! ii る }'j 訟とがあるカサf f ' .'.¥IJ:

テ ー フ の l亨 み と 色 介 せ な ら び に J ，:  ｾｹ［＠ Ｑｾ＠ ｾｹＮ Ｂ 庁 ＱＩ の ｽＮｦ 命が主 Ｑ ＮＱ｟かい点る

どカずあるカ ＧｉＮ ｩＺＮ ＺＺＲＮＱＱ なな ｮｬｩ ｬ 出 さカどあｾ 。

e  ，f(!_ イli

クラ ソ クに伐 イ ＱＩ するだけの ＩｪｩＭ ｌ む 附似 ではあるが Ｇ ｉ ｾ ＧｬｩＺ 1) Iーリや色

介せの型Hぷ の ほ か t押さと (IJI 納 ltl ，iが 小 さ い た め -}.l:{，iJ が制か〈 イド終

ｉｉＨｊｾ､Ｂ￬ 修 ｽｊ 話、ではない 。

しかし、 f色の '1
'
の よ う る ー 1(11の へ ア ク ラ ックにはし、ちいち V カ ソ

トL 大 変 だ か ら ク ラ γ ク だ け で な く 全 体 に Il}j 水舟1) を 喰 布 す る )j

ｴ とがある 。 この ｉｊｅＭ イ干の 材料 ｉ ｊＺ、 ｉ 也 ｦｬＺ ， ｲ などはエポキシ 、外ｲＺ［ ｾは

ウ レ タ ン ま た は ア ク リ ル の コ ム '1;1 防水月1) が 過 し て い る 。

f .  V または U カ ッ ト'JIii 'I;1 斉1) :克明

カ γ 卜 す れ ば ぷ 1Mが 比 較的 1( 11ー に で き 、プ引R 斉1) の ';'il : I;1 シ ー ラ ン

卜が fl .l也の よ う に llJ
'車

1(/ に 必必 るlソ: み が1!] ' 1¥ i  l るのてゴ1止LI 幼ノ!<iT1)

｛こ ￬ ＱＦした ｬＢ￬ Ｈｬ￭ｾ )ji-1， で、ある 。

こ の 場 介 、 奥にノ〈 γ クア ソ7 H を入札た 2 ｉｍＱｾｾＨ［ がよい 。

g .  "ノk

Ｇｬ ｩＺ［ 川、ノ比 の ｈｾ ているクラ ソ ク ｉ ｊＺ 、水 と ｪ ぷ 応 して ｾｩ 包 するウレタ

ンの ｩｩ 人 ｌ 一般 ｦ ヒ しているが 、ＩＮｪＧＺＨｲｦｊ カ、主 ｾｉＮ かい 場介 が多 い 。 ｦｩｊｆ っ

てノ比を Jムきながら急、結 " '.ノド市1) を允. J -i f¥し 、 ぷ 1Mを| 幼水市1) で，((!_ イ1)ーす

る ) j 法 が い い が 、 他の 汗1¥分に組リ ;'II) ，:':j につくので逃ノk が で き れ

ば こ の )j が 続 出 的 で あ る 。

.  資事占ト一一エポキシ接着剤の標準的性能

・ 2 液 性 ・不 揮 発 分 10 0 % ・硬 化 収 縮 2 %以下 ・機 械 的

強 度 曲 げ 強 度 450- 800kg/cm' 圧 縮 強 度 750 - 11 OOkg/  crげ 引

張 強 度 200- 400kgl  cm' ・接 着 力 対 コ ン ク リ ー ト は コ ン ク リー

ト破 袋 、 対 鉄 筋 は 8 0 - 140kg/ cm' ・耐 薬 品 性 強 酸 に 弱 い ・耐 候

性 紫 外 線 に 弱 い ( 充 換 は 耐 候 性 あ り ) ・耐 熱 性 ー50" - 1 2 0・

クラ y クテープシール注入 タラ y ク釘シール，主入 パイプ補強注入

⑮ 
富士技研興業株式会社

干 541 大 阪 市 東 区本 町 2 - 25 ( ビジネスビル)

T  E  L  06 - 261 - 5222  (代)
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A D O X 工 法

〈亀裂樹指注入接着〉

A D O X 工 法 と は 桃 造 物 の 亀裂 を 係 った り火 を/)日け ず に 0 . 05司令のへ

ア ー ク ラ ッ ク に 術)J日注入桜子むが可能な工法です。

1 . 工 法 の 特 長

1 )  100% の 反 応タイ プ の 低粘 性 エ ポ キ シ lD: tJJfl を唄充するために、

とくに V カ ッ ト ( ク ラ ッ ク 表 面 に V 砲 の 講 を 切 る こ と ) は 一 切 不

要 で、￬ｒ ｩＯ ｾｊ 簡 に対しても Ｇ［｡ｩ ブ ｊ な 按Ｂｶ ｦ が 可能 です。

2  ) 低粘 性 エ ポ キ シ 樹 脂 を 高 圧 注 入 で き る か ら 、 微 細l な へ ヤ ー ラ

ン ク ( 附 0 . 0 5 %以 下 ) に 至 る ま で 、 そ の 全 深 さ に わ た り 填 充 す る

こ と が で き ま す 。

3  ) 二液 述 統 計 ii1? 1 止令裟位( l n Li ne  Mi x i ng  and M eter ing  

Sys t en. . .' . ..I. L .  M ) に よ っ て エ ポ キ シ 樹 脂 と硬 化 料 を適当な i1t

令上ヒで正硲に ｾ ｴ ｩ ，ｬ し 、 ｩＱｴ 合し て 述，ｴｴ ［ｕ ｉ 句 に注入することができます 。

2  . エ ポ キ シ樹 脂の 特 長

1  ) コ ンク リー トの 高 強 度 按 泊 が 可 能

2  Ｉ鋼 材、木材に対し でもＷＮ Ｇｾｉ［ 虫 ｪ 支峻 ｊ ｲｦ が 可能

3  ) 耐 水 性 大

4  ) 耐 薬 品 性 大

5  ) 耐 Jft 粍 性 大

6 )  li 夏化時の 収 納 極小

7  Ｉ分子パネの 作用 により Ｑ ＱＯ Ｇ納 を受けても争 ｉｊ 縦 し事 ｪ ｦ，ｾ、

8  ) 水 にひたる 部 分 で も 後J f 可 能

3 .  A  0  0  X  1050の 硬 化 時 間

エ ポ キ シ 初 JJfl の 硬 化 時 /HJ は祉と 71ntJ 立とにより大きく teヰ了されます 。

た と え ば 、 硬 化 l侍nll は 、 谷 線 中 100 g の と き は 約 5 分 ( 25' C) です

が 、五ド、肢 の 5 ミ リ( 0 . 1 2 7 %) 厚 さ に な る と 約 4 時 /IIJ ( 25' C) とな

り、 t払! 支が低い と き に は 数 時 間 に わ た リ ま す 。 立 が 多 い と 1暖化H寺

/:ll が 早 い の は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 が硬 化す る と き に 熱 が 生 じ 、 そ の 発

熱 の た め 硬 化 が 促 進 さ れ ま す 。 逆 に i，1が 少 な い と き は 、 熱 が 発 散

す る 率 が 大 き い た め に ゲ ル タ イ ム が 返 れ ま す 。

• A  0 0  X  1050の4全質

A  0  u  X  1050は 100% 反 応 タ イ プ の エ ポ キ シ 樹脂 で 、 主 に コ ン ク リ

ー ト 榊 造 物 の ク ラ ン ク 補 修 に 使 用 さ れ ま す 。 以 下 配 合 比 な らびに 化

学 的及び物理/ ! 的性 '11に つ い て 記述 します。

a . 配 合 比

A  8 = 2  1  ( 休 戦 比 ) A  ( エポキシ 樹 脂 ) 8  ( 硬化斉IJ )

b . 化 学 的 性 質

粘 l支 400cps ( 25' C) 比 重 1 . 10

可使 ｈ 寺 ｲｈｊ Ｊ，Ｇｾ 5 分 ( 100 g )  25' C 保 存 lUI /i llj 訟小| 浪 1 年間( 谷線官、封

21' C) 硬 化H寺nll 3  - 3 . 5時 間 ( 0. 127%J 写 さ の フ ィ ル ム ) 25' C 

c . 物 理 的 性 質

A  S  T  M 0  - 638' ，出品 25' C養 生 7 日川 に お け る 各 物 理 的 性 質 は 次

の と お り で す。

• A D O X 1 0 5 0及 び1077の耐 薬 品 性

A  0  u  X 1 0 5 0及 び 同 1077の 薬 品 に 対 す る 耐 久 性 は 次 の と お り で す 。
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ポートランド

A  0 0  X  1050 I  A  0 0  X  1077 I セ メ ン ト

円

1111 

手L 般 10%

硫 般 40%  

泊五 円支 20%  

引j 酸 10%

燐 般 10%  

7奇利ソーダ 20%  

水問責性アンモニウム 20%  

以化ナトリウム ( 海水)

コンクリート

食

食

食

食

IIi!l n  

主主盟主

やや腐食

n  

n  

やや腐食

ｦｾ＠

1五

ｦｾ＠

1腐 食

良

ｦｾ＠

n  

良

ｦｾ＠

l変

良

1愛

i憂

腐 食

IIi!l 

1応

l釘

腐 食

や や 腐 食

や や 腐 食

ｦｾ＠

l長

!長

モーターオイノレ

アセトン

.  準 備 作 業

作 業 l拘にクラ γ ク凶を i，' U ' ，ける必要のある場合はノ、ヶを使用するか、

ま た は コ ン プ レ y サ ー で 圧 縮 空 気 を 吹付 け 略 〈 固 ま っ た 伐 t査などは

ワ イ ヤ ー ブ ラ シ ま た は グ ラ イ ン ダ ー で 機 械 的 に 研 隣 除 去 し ま す。 レ

イ タ ン ス は サ ン ド プ ラ ス テ ィ ン グ 法 ま た は 般 腐 食 法 で 行 な い ま す 。

.  本 作 業

クラ γ ク ン ー ル j 了法と注入 ) j 法

a  )  クラ y ク! 陥 1. 0司令米1115の 場 介

図のような/ H l 隔でテープをはりつけサーモプラスチ γ クシ

130' C に加 熱 し て 、 そ の ヒにノ、ケで' 0 . 布 します 。 区l示 に 従

u X を俊治T します 。 !:ZI/ J、に従 っ て A D u X を川l圧 注 入 す る

ａｄ￼ｘ がつぎのｴｴＮ入 ｾ ｉ に滋 Ｚｊｊ するのに充分な程度としま

b ) クラ γ ク幅 1. 0 %以 上 の 場 介

エポキシシール村をJ r J い、 l支lに 従 っ て シ ー ル し A D u X を

図 - a

ール斉IJ を

って A D

。 庄ブ) Ij: 

す 。

加 圧 注 入 。

;!!??? l T bIg 

川 デ 智|ク

一

・
・

=

-
一
‘

J

=

、

金

、

=

-
~

-

-

一

-h

=

-E

E

-

-

『

日

ー

=

-

t

-

一

=

=

士
二

--

2

d

h

口
三

一
-

g

p

レ

-

=

=

=
二

=

-
一二

戸、

=

-

F

'

J

-

FF

一
一

F
r

r

=

t

苛

ヌ

L

2

-

ス一

-戸

4

--

'
I

d

-
-
-

，
一

U

F

e

キ
品
一

'

'

P

F

l

・
-
-

1

j

!

i

 

-
d

J

〆

--

F

d

=

a

e

z

'

ク

=

-

E
e

-

-
-

一ツ

=

=

L
凶

=
-

F
d

-

L

4
一

一

目

}

ノ一

一

ヲ

一
一

一
一

、

u

-

一
一
ト

コ

.

=

E

与

¥

一

図

一
タ

一

=

l

ζ

~

一
一

二
一

①

一
一

一
当

一

一

a

，喝
、

--

-

--

一-

z

-

一-

-

z

『

-

J

;

1

1

 

一

戸

d

=

‘
〆

-

‘

-

一
-

F

Z

-

F

一

-

z

-

J

1

j

j

 

一

-

-

=

，

z

，

一
-

，

，
，

-
一

'

z

，

-

テ

-

Z

ギ

ル

ギ

の

ゐ

ハ

リ

'

ゐ

タ

ク

-

ク

そ

す

に

Y

す

，

で

む

γ

憧

句

入

ク

ク

キ

布

，

聞

込

y

化

B

4

'

2

4
吊

a
m

ク

問

L

等

旭
町

会

η

-

v

'

z

e

〉

の

-

m

d

平

が

錫

，

a

ク

ク

状

ル

、

8

e

エ

"

e
穴

一

一

一

一

一
一

~

~

一

②

一
一

一

一

一

一

一

r

門

②
一

一

存
ハ

レ一一

-
R

②

一

-

，
F

M

-

-

4

-

，

p'--

-
e
-

-

一

一
一
一

二

三

イ一
一

一二

一

一

一

一

=

一

-

ノ

=

一
二

一

一

日

2
ニ

ヰ

主

主

①

一

一

一

-
』

一
一

ζ

=

〆

己

一

T

e

す

る

ゐ

ン

-

L

ゐ

が

ル

入

す

の

4

J

u

"

す

u

x

・
占

幽

O

ヲ

て

に

入

金

-

底

a

-
e

ラ

L

Z

虐

プ

ノ

鋼

ら

入

ハ

g

u

庄

-

に

て

均

一
一

Z

U

閉

ル

m

テ

'

曲

目

ゐ

z

e

t

で

ズ

て

c ) 漏 水 而 の ク ラ ッ ク シ ー ル と 注 入 万 法

こ の 工 法b前 述の よ う に V カ y トは不安ですが、 iJ は 1時間以ひ強力

俊 治 シ ー ル を 糾 る た め に V カ ッ ト て 法 を 行 う 場 作 も あ リ ま す 。 クラ

y ク が あ る 位J立 大 さ い 場 合 は モ ロ ク な っ たコンク リート l而ま た は 汚

れた筒所をグラインダ ー で 仰 ｦｊｊｾ し 、定 められた ＯＺＱｉＯ府 に注入竹を設立Ｈ

し、幻、結セメントンール村でシールします 。 クラ y ク 幅 が 小 さ い 場

介 は 、 でき h ぱ V カ ッ ト を 施 し て 上 記 同 機 に 処 理 し ま す 。 そ し て 漏

水は注入口として抑入した何問所かの注入包ーを利用して 一 時 的 に 排

水 で き る 様 に 排 水 に 利mした以外の注入供二から A D u X を}JU圧 注 入

す る と そ の 隣 り の け よ り 水 が 追 い 出 さ れ つ ぎ に A D u X が 滋出 した

H年点 で加l圧 注 入 を や め ま す 。 以 下 問 機 の 万 法 を 繰 リ か え し ま す。

.  施 工 後 の 確認 調 査

注 入 後 の A D u X 佼 透 1例 代 は コ ア ー を 採 取 し て 行 い ま す 。 コ ア 一 保

取 の位 也 、 コ ア ー 採 取 の 1: ¥1 1腐はりIJ に 指 示 さ れ た と き 以 外 は 地 工 状 況

により 判 断決 定 し ま す 。

- 用 途

- コ ン ク リ ー ト 擁 壁 ・煙 尖 ・ダム ・怖 梁 ピ ヤ - ・地 下 鉄 ・トンネル

・ヲ吉井 ・l未 ・1濯などのクラ y ク制i修

⑥ 大垣セメント工業株式会社

本 社 〒 530 大 阪 市 北 区 天 満 2 ー 1 - 3 産 業 心 理 会 館

T  E  L 0 6 - 3 5 2 - 4 6 4 6  ( イ吃)

東 京 支 底 〒 160 東 京 都 新 宿 区 新 宿 5 - 8  - 20 

第 一 島 田 ピ ル

T  E  L 0 3 - 3 5 6- 3823 ( 代)



ウォータイト K B C 工 法

〈強化防水コンクリート工法〉

〔概要〕

本工法は出卜Ｎスラ ＷＧ 呉ｽｾｾ鉄筋の ｊ Ｍ に溶接金繰 ｬ をリ泣き込み躯体を補強

し 、 ｼり ｪ 水 斉 Ｑ Ｑ をｩＱｾ入して水衝なｼり Ｇ ｪ Ｗｬ＼コンクリートとし 、 ｨ紋 ￡終 ｦ的 ｬ内 ｖ に却躯届 ｦ体本

仕 上 リ 而 に椴 水 4姐必並虫i化 防 y水k 斉亦剤lリl を1ft

である 。 j容 核 金 網 の 敷 き 込 み 、 ス ラ ブIVJ 水 コ ン ク リ ー ト の 打 込 み 及

び 仕上 げ 、 コ ン ク リ ー ト 仕 上 り 而 防 水 処 理 は す べ て IW水業者の貫一任

施行による工法であり、従来の防水工法に比して、地工J l : J 1問も短く

地 工 費 用 も zムーくなる独特の屋似コンクリー卜躯休J I } J 水工法である 。

〔特長〕

1  . 完 全 な コ ン ク リー ト 躯 休 防 水 工 法 2 . 短 期 で 安joli ' d: 工法 3 .  

漏 水 の jl/;I 々 の 原 因 に 各 々 の 材 料 で も っ て 例 々 に 対 処 す る Il)j 水 工 法

( 材 料 の 相 互 補 完 的 工 法 ) 4  J A S S 8 ?1'l 2 節 に 散 ず る 工 法

5 .  IIJ j 水業者の責任施工 6 . 施 工 実 総 出:j 8 年

〔材料及び説明〕

ユ伝 12l J ト耐水 ｋ ｂｃ 工法の特 ｌｾ I  使 用 材 料

m 強 | 泌入防水知J ( B引

き れ つ ｼ事 ｉｮＧ［ｾＡ ( さ れ つ IWj 上) I  裕 接 金 網

養 生 I  t設 水 強 化 防 水 斉11

ｅｾｉ 涼及微制 ＱＱ きれつを充 ｊ ｩｦ｜ I 綴水強化| りj 水斉11

ZE 1涼 一 一 一 一 一 一

空 隙 を 充 摂 ( ゲ ル 化 ) I 悦 入 防 水 剤 ( B 号 )

水円安化石灰の j制作 不 溶 化 | 泌 入 防 水 剤 ( B 号 )

上表ーのように、

1  . ウ ォ ー タ イ ト B 号 泌 入 に よ り 、 コ ン ク リ ー ト を 明 治i さ せ 、 コ ン

ク リ ー ト 硬 化 体 中 の 水 般 化 石 灰 を 不 溶 解 化 さ せ る と 同 H寺に 、 71<般

化 石 灰 と 反 応 し ゲ ノ レ 化 し て 、 コ ン ク リ ー ト '-1" の空隊を充当買するこ

と に よ り 強 化|りi 水 コ ン ク リ ー ト を 形 成 す る 。

2 . 機 水 必 化 防 水 斉11塗 布 に よ り 、 コ ン ク リ ー 卜 表 面 を 養 生 し 、 き れ

つを防止し、令成樹脂にて表面 ｾｉ 療を充填すると同時に綴水性を

与 え る こ と に よ り 、 強 化 防 水 コ ン ク リ ー ト を 形 成 す る 。

3  溶 接 金 網 埋iZ > により、コンクリートのヒビ '，'111 i  l を防 止 す る こ と

により必化日:) j 7 l < コンク リー ト を 形 成 す る 。 J'!j] ち、

a . セメント| 幼水剤、ウォータイト B 号 コ ン ク リ ー ト

b . 溶 接 金 網 挫 敷

c .  t設7] <強化 IIli 7l<邦l

の 各 々 の 特 長 を 生 か し 、 コンクリ ト 自 体 を あ ら ゆ る 而 よ り 防 水 性

を向 上 さ せ る 画 期 的 な い ウ ォ ー タ イ ト 強 化W7 I < コンクリート工法"

( K  B  C 工 法 ) である 。

〔施工法〕

1.  i容 接 金 網 敷 込

上 ば 鉄 筋 の 上 に 溶 接 金 網 を 放 さ な ら し 、 金 網 の 継 手 1;1: 1 臼以上ヨ1. i.-

合 わ せ る 。 m子 5 つ 目 ご と に 欽 線 で 結 束 し 、 要 所 で _l二ぱ鉄筋に結束

する 。

2 .  1りJ 水 コ ン ク リ ー ト 打 込

a )  1りJ 水 コ ン ク リ ー ト

ウォータイト ｂ 号ｩＱｾ入コシクリート

使 用 1，1 .... .有 効 71<. 11f のみら ( 原 液1，1) 約 4 - 5  e  1m'  

〔例〕

( セメント 叫

W / C '" ー.. .60%

有 効水 :iJ l

{!号 = 18 0 Xぷ = 4 ，5 e  

71< = 180- 4  5 = 175 ，5kg (  e  )  

b ) コ ン ク リ ー ト 打 込

日 本 建 築 学 会 標 準 仕 僚 に よ る 。

厚 み 、水 勾 配 を み な が ら 、水 下 か ら 水 上 へ と 打上 げる 。 屋. fN板 の

ス ラ ブ 厚 は 、 15cm以 上。 71<勾自己は、? i : 。以一七。

3  . 防 水 コ ン ク リ ー 卜 仕 上

a  ) 木 銭 に て 不 陵 を 修 正

b ) 硬 化 共 介 を 凡 な が ら 、 金 銭 j 'l l えを行う 。

｣Ｉ タンピングを行う場令は日本位築学会 ｦ ｾｾｻ 準 仕僚 に ｩｖ ｜ ずる 。

4 .  後7I < 'J 主化 IIJ j 水商11，金布

a  ) コンクリート打込の翌日に綴水強化| 切水斉11 を コ ン ク リ ー ト に

充 分 浸 透 さ せ る よ う に 散 布 ま た は 的 布 す る 。

使 用 量 0 ，5 - 1. 0  e  / m'  

b ) 後 に モ ル タ ル 処 理 必 要 i泊所には喰布しなし 、。 モ ル タ ル処 理 後

会 ;(11する 。

〔ウォータイト K B C 工法の種類〕

ｬｾ リ ｉ 愉ウォータイト K B C - 1 工 法 " ( 屋 上 )

1  断熱層

2  ウォ ー タイト日号，毘入防水 コ ンクリ ー ト

3  溶接金網

4 ， t.量水強化防水剤

5  モル タJ レ防水 ( 別途)

6 ，天端 モルタル防水又は コンクリ ー 卜製品

( 別途)

例 2 " ウォータイ トK B C - 2 工 法 。 ( 地 下 )

ウォ ータイ トB 号混入防水コンクリー ト

モルタル防水 ( 8号 )

立は浸透塗布防 水 ( ハイドラン )( 別途)

材 料 の 性 能

1  . 溶 接 金 網 J 1  S  G  3557に 準 ず る も の

正 方 形 網 目 、線 径 3 .2mm、 100mmメ y シュ

w. 註 ・1 ，31kg/ m' 引張 ｾ ｾ ｬ さ Ｚ 50k g/ mm'以 上

I111げ さ れ つ な し ( け1'1げ 半 径 1 ，6mm、 ItJ l げ 皮 ・180' )  

2 . ウ ォ ー タ イ ト B 号 J  1  S  A  1404 ( 約 4 - 5  e  / m'  有 効 71<

i止のぷ)

t疑幸吉試験 良 ( 安 定 性 ) irtu支 試 験 ・ItlJ げ 比91% 、 圧 縮 比 10 3 %

吸 水 試 験 1汲 水 比0 71 (  1  h )  0 ，81(  2  h  )0 . 83( 24 h )透 水 試 験

・透 水比 0 .60 ( 遊 水j王 3 kg/ cm') 

3 .  Ｚｴｾｾ水強 化 ｉ ｗ 水剤 Ｈ Ｐ Ｎ ＵＭ Ｑ ， ｯ･ Ｏ ｭ ＧＩ

施 工 例

磐 城 市 営 北 白 土 団地 等 、 県営 、市 営 各 団 地 ほ か

価 絡 ( 昭 和54年 2 月現イ正 )

K B C 工 法 ￥ 2 ，700/ 凶 ( 屋 上 500rn' 以 上 )( 生 コ ン ・ポ ン プ代 別 )

株式会社日本セメン卜防水剤製造所

本 社 〒564 大 阪 府 吹 田 市 垂 水 田r 3 ー 16 ー 12

T. E  L  06- 386 ー 1981 ( 代)

東 京 出 張 所 〒 105 東 京 都 港 区 芝 大 門 2 ー 1 0 - 7 木 内 ビ ル

T  E  L  03 - 436- 6968  ( 代)

出 張 所 札 幌 011- 863- 3672 ( 代 ) 名 古 屋 052- 331 ー 1531

( 代) 仙 台 0222- 23- 0721 ( 代) 鹿 児 島 0992

43- 2555 ( 代)

工 場 T E  L  06 - 481- 8544  ( 代)
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〈デンカ C S  A ) は.

_，j ，!tt築wにih・l持をも 勺て迎えられました.

ｃｓａ はＮイ ｩｊ Ｚｉｾ .イi こう・ボーキサイトの地1&化イ干物てあ 1). セメン卜に辿 lltilt

エトリンガイ卜 (3CaO・A l"O"・3CaSO，.32Hコ0 ) という引状t川 11 {t 多111.

コンクリー卜の 'ui 命(1'.) な欠陥とされていたひび，'111れぞ 1; 心i I するとし 、て

では. いった レどうし てひび' ，i i ll れを 1;必11ーて切さるの

コンクリー卜の叫化II. 'j'( プ 1:ずる微車111なすさまを

またエ卜

この ｾＺＯｩ ＯＱＯＱ 力 ＧＨ大 江 ｾ (こ I &L して .

ひびＧ， ＧＱＱＱ れ合 Ｑ［ む け する ￭ｾ Ｑ Ｑ J2 ｾたし ているのてす

に'1ー1&します.

うめていくために司J以J制ii を1; 必ざ.
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アクリルゴム状の 樹脂 をi史川 して延びを li'. しております

延びキ ｾＳＰＰＥ

( セメント、 イi ' 1Y等.W::d:庁IJ は f' 1:!l J しておりません j

ｊ 安 ｾｖＨＱＩ が ｖ Ｎ ､ げて Ｎｩｦｴｴｩｪ 史 ｬ￯ f本がJ延びるため、モルタル下地守:

に、 ｦ 色裂 が， Ｇ ｾじてし ｬＮＺｬＨ ｲｩ には Ｚｈ ません また ド地の乾燥

を凋桜し 、目色裂 そのむのを少なくする傾 li'JiJ' あ 'J ます

10 0 %アクリルリIji:l 'I:倒1mを使 !l 1していますので、接指 }j fJ ・

￼＼ 、ド ＢＧ［ｬｾ 刊によ って［ ｻＨＱ ｦｬ 史的 ｩ にはＨＨＱ裂をＢ二ぜず、従 って

，，Ｂ￮水の ｾｬｪ 査をｼ坊 ｾＧ ｉ ， ｉ ，ｪｩＡ ｪｩ 等の心配はありません

1 . 伸張性がある

2. 亀裂を防止する

3. 完全防水塗料である

4. 耐薬品、凍害防止塗料

の日本工業規格表示許可工場・通産省防火材料認定工場

l  鰍フジワラ化学鍬エ京株式公私; 守口部31E221お |  

T E L(目的 788- 8021 ( 代)大阪出 張所 : 東大阪市策本新町31 番地



ボ ン ド ア ン カ ー ・ ボ ン ド モ ル タ ル に よ る 橋 脚 の 補 修

鋼 板 接 着 に よ る 梁 の 補 強

| サンキット建築メンテナンス|

A G B工 法

クラックへのエ ポキ シ樹脂注入 によるコン

ク リー 卜の 接 着一体 化

ピ ン ニ ン グ 浮き・空隙への エポ キ シ樹脂注入及びア ン

エ 法
カー ピン によ るタイル・モルタ J レ等の接 着

ポンドモルタル 1日l落 ・欠全員へのエポキ シ樹脂モ J レタ J レ打 設

工 法 によるコ ンク リー 卜の復元・ 補 強

ポン ドアンカー エポキ シ樹脂 にて固着 され たアンカ ーボル

工 j去 卜によ るコンク リー卜の補修・補強

鋼 板 接 着 エポキ シ樹脂 にて 接着さ れた鋼 板によるコ

エ
j去 ンクリートの補 強

F R P層 接 着 エ ポキ シ樹脂 にて 接着積層 されたガ ラス繊

エ
j去 維層 によるコ ンク リートの補 強

ボ ン ド 防 水 各種 樹 脂 使用によるコ ンクリート 構 造 物の

エ
j去 漏 水 防止

ボ ン ド 止 水 各種樹脂使用に よ るコンクリート 構 造 物の

工 j去 止水

株式会社サンキット

神戸市東灘区住吉南町5丁目ト 11 干658

T E L  神戸 (078) 811- 8881 

ーーー田ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・直・ーーーーーーーーーーー田ー国ーーーー園 田ーーーーーーーーーーーー

ポ ン ド A G B工 法 は 、自 動 混 合 注 入 機 械 ( ポ ン ド オー ト グ

ラウ トG K- 7型) を使用することにより 、コンクリ ー 卜の

宿命的な欠陥である収縮クラックの発生によって生じる

様々な現象を解決し 、構造物の復元と耐周年数をよ り長

< 維持させることを可能にした画期的な新工法て志す 。

. Vカ y 卜が不要

・微細なへアークラック に も 使 用 可 能

・二 液 連 続 計 量 混 合 注 入 装

- コンクリート建物のクラ y ク補強 ・橋梁のクラ y ク補強

・ヒューム管 、PC版のクラ y ク補強 ・砂防ダムのクラ y ク補強

・煙 突 、サイロのクラ :;1ク補強 ・トンネル、ダムのクラック補強

・アンカーボルトの埋め込み接着工事 ・モ ル タ ル の 浮 き 補 強 等

コ= ヨ樵式会註

本社ポンド土木建築部

大阪市東区平野町2- 10(平和ビル ) T EL06 (228)2963 

営業所

札幌/1山台/ 東京/ 静岡/ 名古屋/ 金沢/高松/ 広島/ 福岡



「コンクリートのひびわれ防止対策j 特集

関 連 業 者 特 別 名 簿

者業キオ和
- 混

圃 ク ラ ッ ク 補 修 業 者

-

ク

ラ

ッ

ク

補

修

業

者

V

( 50音順)

話電地在所商品名・営業種目称名

大阪市北区天満 2 ー 1 - 3  (産業心理会館)

⑮ 530 

社本

アド y クス工法

{ 亀裂樹脂注入接情}

大 阪 ( 06) 352- 4646附

タ ッ ク ス 工 法

( 竹中式加水反応軍i主)

大垣セメント工業

株式会社
( 03)  356 - 3823附東 京

東京都新宿区新宿 5 - 8  - 2 0  

(第一島田ピル) ⑤ 160

東京支底

樹 脂 工 法 ( 樹 脂 注 入、 接 着 )

逆 打 工 法 関連( 打調車部注入)

本社ボンド土木建築協 大阪市東区平野町 2 ー 10

( 平和ピル ) ｾ ＵＴ ｊ＠

建 簸 内 外 装 用 接 錆F早.Jrポンド香櫨」

大 阪 (06) 228- 2963 

建 築 用 シ ー リ ン グ 材 各 種シ 株 式 会 社コ

札 幌 、 仙 台 、 東 京 、 静 岡 、 名 古 屋 、 金 沢 、

高松、福岡

営 業 所

樹脂応用土木工事「ポンドエ注j ほ か

(078)  811 - 8881  神 戸神戸 市東激区住吉南町 5 - 5 - 1 1 灘キ土樹 脂 雛 婚 工 事 | 本

株式会社

サンキット ⑮ 658 

I勾( 0252 )29- 2121( 代 )

東 京 (03)503ー 7061( 代)

新⑮ 951 

⑮ l∞ 

新 潟 市 医 学 町通 2 ー 11

( B  S  N 産 業 会 館 )

東 京 都 渋 谷 区 縦 ヶ 丘町T 31- 15

( 住友生命ビノレ)

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 3  - 10  

Ｈ高 ｦｾ 奇ピノレヰヒ Ｒ )  

"&;減 UiL 仙 台 市 大田T 1  - 4  - 14  

( 往装ビノレ)

広 山 県 広 山 市 八 丁 堀 12- 9  

( 広 J;}，S  Y ピ ル )

ヰ土

東 京 営 換 所

大 阪 営 禦 所

本

土 木、建 鎮 用 ヱ ポ キ シ 系

樹 脂 接 着 剤

ト ー ホ ー ダ イ ト の 製 造 販 売東邦天然ガス

株式会社

大 阪 (06)313ー 1801(代 )

ｾ ＵＳＰ＠コンクリート事情造物の補強、

補 修 の 股 針、施 工

(0222)63- 3372 

仙 台 営 業 所
d ι A  

C I  

広 島 (0822) 28- 8771

山

山{

 

⑮ 980 

ｾ ＷＳＰ＠

広 島 営 禦 所
そ の 他、 接 着 工 事 の 位 計 範 工 筒 負

⑥ 541 I 大 阪 (06)261 ー 5222(代)社 大阪市東区本町 2 - 25 本

事+

ヱ ポ キ シ、 ウレタン 、 シ リコーン 、

チ オ コ ー ル

キオ難営

富士技研興業

株式会社

事コニ'陸
営

クラ ッ テ繍修、 浮 き エ ポ キ シ 注入

防 水、耐摩 耗 ラ イ ニ ン グ，f T 継接着

東 京 (03) 403- 0851  (代 )
⑮ 106  東 京 都 港 区 六 本 木 5 一10- 19キ土本

モ ル タ ル 防 水 「 ゲ ル カ 」

寒 冷 地 工 法 ( 特 許 )

吉田建設工業

株式会社

大 阪 (06) 443- 2461(代)⑮ 550 大阪市西区江戸堀 1 - 21- 2  大阪支唐
絶 縁 工 法 ( 特 許 )

-

混

和

材

難

者

V

福 岡 (092 )621- 3064 ⑮ 812 福岡市博多区吉塚 1 - 12- 43 福岡支庖

U  P  C ウ レ タ ン 防 水

香 櫨 ， 主 入 コ ー キ ン グ

東 京 (03) 665 - 6026(代 )⑮ 103 東京都中央区日本橋茅場町 l ー 1社本

高強度用 減 水膏l マイティ 150

花王石鹸株式会社

大 阪 ( 06) 532ー 1481(代)⑮ 550 大阪市西区西本町 1 - 3 ー 10大阪営業所

高 性能 流動 化剤 7 イテ ィ F D

A E 減 水剤l ネオクリ ー トA E

ｾＶＷＰ＠ I 姫 路 (0792)23- 8855(代 )社 兵庫県姫路市元塩町68ヨド且伸株式会社

掴l 雌 Al J  セパミ ー ル R - l 0



-
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和

材

業

者

V

商品名・営業種目称名 話

本

電

京 (03)436 - 4751( 代)東

1也

東 京都 港 区虎 ノ門 4 - 3  - 20 

( 第22森 ビル ) ⑨ 105

在所

ネ土

i主売販

京 (03)585- 641l ( 代)耳I東 京 都 港 区 赤坂 4 - 12 - 6 ⑤ 107 新 東 産 業 側

ダーレ ツクス

W R D A  

ダーレ γ クス

ダラタード

ダーレァクス

L W  

ダー レックス

A E A  

A E 減 水 分 倣 剤

( f 車準型)

A E 減 水 分 敵 剤

( 遅延型)

A E 減水促進剤l

( 早強型)

空 気 遣 行 朔l

( A  E 剤)

グレース

株式会社

R.  w.  

尾( 0729) 49ー 1430( 代 )八大 阪府 八 尾市 大字 太 田2515⑤581ダグラス物産世帯

(03) 231- 4571附

(06)441- 3252附

(052 ) 201ー 7961(1勺

(092)761- 7066附

(09666)  3  - 2111({t) 

.!l t 京

大 阪

名古屋

楠 岡

水 俣

東 京 都 千 代田区丸ノ内 2- 7- 3  wl 00 

大 阪市 北 区宗 是 町 l ⑮ 530  

名 古 屋市 中 区 錦 2 - 2 0 - 2 0  w 460 

福 岡市 中 央 区 天神 1 - 10 ー 17w 810

熊 本 県水 俣 市 野 口 町 1 - 1  w 867  

本 社

大 阪 事 務 所

名 古 屋 営 業 所

福 岡 営 業 所

水 俣 支 社

コンク リー ト姐体防水 ，昆和材

c  イタスク‘y  

チッソ株式会社

新商品事業部
M イタスク‘y  

(03)  507 - 5368 

( 06)  344 - 1301  

庁、

阪

東

大大 阪 市北 区 梅 田 1 - 12 - 3 9  

札 幌 、 長 野 、 渋 川 、 秋 田 、積 浜 、仙 台、

広 品、 高 松

東 京都 千 代 田 区 有 楽町

1  - 4  - 1 ⑤ 100 

⑮ 530 

本社特殊; 昆和材営業部

大 阪 支l吉

営 業 所

デ ン カ C 5  

C  5  A フ ァ ミ リ

グラウ ト用 無収縮混和材

デンカタス コン

土質安定用急硬材 デン カE S

止水補水用セメン ト

デンカキューテ y クス

趨 高 強 度 :R和材 デンカど1目。。

汚泥、へド ロ硬化材 デン カH S

A  

電気化学工業

株式会社

( 06)  386 - 1981問
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建築設備用銅管の腐食

石田 繁夫

銅が耐食性に富むことは、身近な生活用品

を通して周知の事実である。それがゆえ、今

日、建築設備用銅管が、給湯川を初めとして

配管材に多く使用されているが、はたして建

築設備H1銅管に何ら問題は生じていないだろ

うか、と Ii.! J心を作 って周辺を見廻すと、鋼管

であれば絶対大丈夫といえない現象が生じて

いた 。 そのうちから腐食に関することに限定

し、のべてみたい 。

腐食の進行は、環境、用途、使 j 日状態、水

質、設備システム等により差異はあるものの、

類似したものを繁理すると、つぎのような形

にな った。

鋼 管 の 腐 食 と 他 の 金 属 へ の 腐 食影 響

1  - 1  青い水

汲み置きした7 ] < または湯そのものが青く発

色して見える 。透明の水または湯が石ケンの

使用により青く発色する 。白色のタオル、器

物、タイル白地等が、湯水の使用に伴って青

〈着色する。これらの現象は一般に「青い水」、

「緑青」の問題として呼ばれている。

この問題は銅が水に溶出の結果生じ、また

種々の条件により差異はあるものの、給水や

4 浴槽、浴室ヲイ

ル園地の青色着色

給湯に銅管を使 II - l すれば生じる例が多い。

なお、飲料水の水質基準の鍋の許容量は、

1. OOppmであるが、銅が水に溶出する立が、

l. OOppm以下であ っても、さきのような問題

は生じることがある 。

1  - 2 孔 食

銅管の外表面に針穴のような小さな IJ fj 口が

生じ、漏水することがある 。通常「ピンホー が侵食されているものは、治食と呼ばれてい

ルが生じ漏水した」と耳にすることが多い。 る。

確かに外表面から見れば極小の孔であ っても、 潰食の凹みが大きく減肉し、その先端が、

貨を半苦I j れにし内表面を見れば、緑青色の腐 管外表面に向かつて閉口した場合には、漏水

食生成物が小さな塊状( 粟つぶから大豆くら 事故につながる。漏水した場合の管外表面よ

いのもの) として点在または連続して付着し

ており、その腐食生成物下においては、すで

に銅管の腐食が進行し、形態は「わん状」に

して、管の内表面側は門口は広く、外表面に

向か つて凹み、その先端が梅小の孔として閉

口している 。

一般に管の外表面の孔状の関口は、釘孔、

F 吋 . ""1'; '- ＢＢＢＧＮＧ｜ＧＩＺｾＮＮＭＢ神揮す 叩 帯 雨 4 管内表面に付着

する緑膏色の腐

食生成物 (孔食

に進行する )

師りチス孔、孔食、渋食等があるが、孔食と

呼ばれる腐食形態は、さきにのベたごとく、

管内表面の状態が他の開孔したものと比較し

大きく異なるので、その見分けは簡単にできる 。

孔食の発生は、その核となるものに管に微

小な異物が付着していた、または7 ] < に含有す

る微細な気泡、酸化物が付着、沈着に端を発

し、水質、使用状態により漸次腐食を進行さ

せるものと考えられている 。

1  - 3 潰 食

銅管の継手昔11およびその直近の直管部、ま

たは弁通過後の直近の直管告11等の管内表面が

局音11的に、ときには全面的にはげしく凹凸が

生じ、その青列犬はあたかも「ささ j皮」のごと

しと表現できる 。 このような形状で管内表面

血管内表面の潰食とその関口部

り見る開口昔[1は、さきの孔食と類似し、外観

状だけでは一見して見分けは難しいが、管内

表面倒Ij を見れば、潰食と 孔食の遠いは一見し

て判別できる。

潰食は、管口径に対し過大流速、流量、流

水の変化による 乱流、水に溶解する空気、炭

酸ガス、使用頻度等が大きく影響する。

1  - 4  異種金属との接続による接触腐食お

よび全面腐食

銅管を鉄板製タン夕、貯湯タン夕、温水ボ

イラ、白鋼管等と接続する場合、直接銅管に

援すると、鉄製品側の管、ソケット、フラン

ジ等に腐食が生じ、腐食生成物が付着し、管

狭窄する場合がある 。 これは「異種金属との

接触腐食または電池作用腐食」と呼ばれ、異

種金属が直接接続されて水が介在すると、局

部的に微弱な電池が構成され、卑 な金属が腐

食されることをいう 。 ( 銅と鉄と比較すると

銅に対して鉄は卑な金属となる。)

また、循環配管路において、銅配管と鉄板

製温水ボイラ( 内面亜鉛メッキ施工) 、小口径

は銅管で大口径は白鋼管の配管状態であると 、

温水ボイラ、臼鋼管は全面腐食をし、赤い 7J く

が出たり、鉄製品自体の腐食を早める。

....異種金属接続に

よる嬢触腐食

(貧鋼管と 量生フ

ランジ)

.. u自湯温水ボイラ

の缶内面の全面

腐食

以上、簡単に銅管に関する腐食現象と原因

をのべたが、いずれにしても鋼管を使用すれ

ば、いつの場合でも万全で、あるとはいえない。

また、一般に過去の銅の生活用品に対する

耐食 ・耐久性を優先し、種々の条件の異なる

建築設備に使用する銅管も 、同等以上の耐食

・耐久性があると信じることは危険で、ある。

( いしだ しけ'お 須 賀 工 業 K K設計部)
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1  . はじめに

鉄骨建材塗装用塗料の種類はきわめて多岐

にわた っております 。 そして、これらの塗料

の塗装効果、防錆効果を十分に発揮させるた

めには、それぞれの塗料の性能および、塗装法

について深い理解を必要といたします。

鉄骨の防錆塗装の

考え方

ここでは、建築鉄骨の防錆塗料について 、

その性能、塗装仕様、塗装時の諸注意事項等

を平易に説明して、設計施工者各位のご理解

を得たく筆を執 った次第です。

青山 豊

2 . 下 地 処 理 の 重 要 性 と そ の 使 い 分 け

建築塗装に使用される標準仕様警は 、一般

的に、日本建築学会制度 ( J A S S 18) の標準

仕様舎が多く用いられています。 また 、官公

庁関係の塗装工事に ついては、建設省営繕局

監修の建築工事共通仕機警の第15章の塗装工

事の音15が準用されます。

鉄は、錆びやすい金属であり、で きた錆び

は組いた め に内部 に錆びがどんどん進んでゆ

き、鉄と しての機能を著 しく 低下させます。

表 1 . 一般部の繁地調! l

ケレ ン種目1) 制盤前の状態 誠 監 程 度 訴] 盤 工 法 適 11) 

赤さぴ，黒皮な ど 赤さ び，黒皮 などを完 プラス ト法または酸洗 工J劫塗装 と新設現上品

1 種ケレ ン が存在して いる状 全に 除去し ，鉄 l薗をあ
、、

塗装 および塗り替え

態 らわし消浄に する 塗装の一部

塗H英が劣化しJ腐食 旧塗>>1}; およびさびを除 ワイヤホ イル，ディス 新設1見J品塗装と塗り

のはなはだ しい状 去し，鉄j薗を あら わし クサン ダな どの動力工 答え塗装

2 種ケレ ン 態 消1争にす る 共とハン <， スク レー

ノマ，ワイ ヤブラシ など

の手工，A. をi井I f l

部分的に発せい 活肢は残すが発せい部 同 上 同 」ニ

3 種ケレ ン (鈎) しているが， 分はさびを除去 し欽膚

i舌肢もある状態 をあらわして がn争にする

塗月立が変色または 粉化物および汚れを除 ワイヤプラン やサ ンド 同 上

4 種ケレ ン 自立E化した状態 去し消浄にする 。 ｩ 舌 ｮｾ ベーノマを使 rn

は残す

表2 新設鉄鋼構造物塗装系の一般外面の塗装系

塗 塗 裟 工 JJ，¥ 回

{史! 日公

塗方 装法

目標

装 適件l環境

μI英/l回平

塗装 Ｑ 日Ｉ ｾ福
系 塗 料 名 規 絡 t!< 

g/m'/囚

工

長暴形 ウオ y シュ プライ マー S K D P- 1011  1  130 スプレー 15  

土品

鉛丹さび止めペイント l 極 。 P- 1l 71 1 250 スプレー 40 6  h- 3カ月

A  地 域
鉛丹さび止め ペイント2 樋 。 P- 1l 21 1 220 スプレー 35 2 8 - 1カ月

R - A  

( 黒雫詰)

2日- 6カ月

鉛丹さび止め ペイント2 樋
今

"  
l  180 は け 35 2日- 1カ月

E見

超長I由性フタル酸樹脂エナメル中塗り P- 121  1  1  120 は け 30 1日 - 15日"  

I也

長油性7 タル般樹脂エナメル上塗り b  P- 1221 1  110  は け 25 

長暴形 ウオ y シュプ ライ 7 ー
"  

P- 1011  1  130 λ プレー 15  

エ ｾＭ ｾ ＿ ｾ＠ 11  鉛系さぴ止め ペイントl 極
"  

170 スプレー 35  6  h- 3カ月

上易
P- 113  

B 地 域
。

"  • l  170 スプレー 35 2日- 1 カ月

R - B  

p i l l 主)
2日 6カ月

鉛系さぴ止め ペイントl 樋
"  

今

l  140 1;1: It  35  2日- 1 :カ月

工業地帯 現

超長油性フタル般樹脂エナメル中塗り P-121  1  1  120 1;1: It 30 
"  

1日 - 15日

t也

長j由性7 タル般樹脂エナメル上塗り P- 122 11  110  1;1: It 25 
。

ジン グリ ッチプラ イマー .  P- 102 1  1  200 スプレー 15  

C  地 域

塩化ゴム系塗料下塗り
"  

P- 131 1  1  250 スプレー 45 ※  

R - C  

(鶴間3)

ペシ b  宅診

l  250 スプレー 45 l 日 - 15日

1日- 6カ月

塩化ゴム系塗料中塗り
ゐ

P- 133 l  170 1;1: It 35  
1日- 1カ月

話量化ゴム系塗料上塗り • P- 134 l  150 1;1: It 30 

※  有機質 ジン グリ y チプラ イ7 の場合 I 日- 6 カ月

無機質 。 7 日- 6 カ月

(1主) スプレー法はエ 7 レスス プレ ー法およひ.圧送式エアスプレー訟と する。
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そこで、この錆びることを防ぐことが鉄とい

う素材 を使ううえで必ず重要 なこととなりま

す。

もし、下地処理を十分行うことなく放置し

たり、または、塗装したらどうでしょう 。 か

ならず錆びが発生して 、塗った塗膜を下から

持ち上げて剥がす結果となります。最近、ほ

とんどのオフィスで使われ るスチー ルデスク

などは、塗装前に付けた手の汗が原因で糸状

の錆 びが広がり、 ついに 、それが面とな って

塗膜がフクレているのを見かけられると思い

ます。防錆塗料は、鉄に直接触れることによ

って 防錆効果が発揮されますので、粗地 をよ

く整えることが必要です。

鋼の塗装仕械例として首都高速道路協会の

仕様基準が表 1 のごとく定められており、普

通一般的には、 2 種ケレンが行われています 。

表 I の素地調整の上に塗料を塗装すること

になりますが、鉄鋼構造物塗装系の一般外面

塗装系としては、塗装環境 に応じて 表 2 の 3

種類より選定されることをお薦めします。

3 .  2 目 塗 り は な ぜ 必 要 か

塗膜には 、多くのピンホールが出釆ます 。

放電型ピンホールテスターで検査をするとよ

くわかります。 2 回塗りしてもまだ錆びの原

因となるピンホールが残っております。 ピン

ホールは発錆の原因となりますので、何回も

塗り重ねてピンホールを防ぐ必要ーがあります。

塗膜を l 回に厚塗りすると塗膜に 溶剤 がい

つまでも残って上乾きし 、チ ヂミや亀裂など

の原因となりますので、標準塗膜厚15- 25μ

を何回も塗り重ねてゆくべきで、す。

塗膜と耐候性と の関係は、ま ったく経験的

なことですが、 l 回塗りで 3 カ月もっとする

と、 2 回塗りで 6 カ月 、 3 回塗 りで 1 年、 4

回塗りで 2 年 というよう に級数的にも つよう

です。塗り回数を l 回減らすことによって半

分の年月で塗り替えが必要になると考えられ

ます。船舶には、戦前から何10固となく塗り

重ね 、塗り 厚が年輪のごとく重 なり 、5 mmにも

なって 40- 50年間使われて いることがわか っ

た例もあり、塗り重ねることによ って鉄を錆

びから守ることができます。

4 . 各 種 防 錆 塗 料 の 特 性 と 用 途

防錆塗料の種類は、非常に多く、そして、

その中から最ー適の塗料を選ぶことは、たいへ

ん困難なことです。鉄骨建材の{史わ れる環境

と耐用年数と塗料との関係、価格、塗装の作

業条件などを総合して選ぶことになります。

参考までに一般的さび止めペイン 卜の特性

を表 3 にまとめてみました 。

5 . 塗 装 仕 様 と 価 格

塗装工事標準単価については 、社団法人日

本塗装工業会で公表したものがあり 、表 4 の

ような費用割合になっており 、半分を人件費

が占めています。



表 3 . 主なるさぴ止めぺイン トの一覧表

種 類 名 称

ー め

鍛さ ぺイ

酸化鉄

さび止め ペイン 卜

ぴ ン

止 ト

鉛丹ペイ ント

鉛

系
]ji_ 酸化鉛

さぴ止めペイン卜

さ

ぴ

止 塩基性 クロム 酸鉛

さび止め ペイン 卜

め

へ-

イ シア ナ ミド鉛

さぴ止め ペイン ト

ン

ト

鉛駿 カJレシウム

さぴ止め ペ イン ト

亙さ ぺ
亜鉛末

鉛ぴイ

さび止め ペイン 卜

系末 止 ン

めト

ジ さぺ

ンびイ
ジンタク ロメート

2止 ン

さび止め ペイン ト

系めト

混 さ へ・

合ぴイ
鉛丹ジンタタロメート

止 ン さぴ止め ペイント

系めト

表 4

塗料その他

11. 0 % 

さぴ止めの性能

不透水性の皮版。

( 赤さび色が多い)

金属石ケン生成によ

る不透水伎の皮版。

アルカリ性( 鉄面)

( 朱 色)

金属石ケンの生成に

よる不透水性の皮膜。

鉄面を微 7 1レカ' ) に

保つ。

( 烈さぴ色)

鉄而を微 7 1レカリに

保つ。金属石ケンの

生成による不透水性

の皮目真。

( 朱 色)

金属石ケンの生成に

よる不透水位の皮I真。

鉄聞を微 アルカリに

保つ。

( 黄色，赤さぴ色)

金属石ケンの生成に

よる不透水伎の皮膜。

鉄面を微 7 1レカリに

保つ。

( 白色，淡彩色 )

局部電池の中和抑錆

( 鼠 色)

クロム 酸 イオ ンで鉄

函の不動化。鉄面を

微 7 1レカリにする 。

( :I!i:・色，朱色，赤さ

び色)

金属石ケ ンの生成 に

よる不透水位の皮膜。

クロム 酸 イオンで鉄

面の不動化。

( 朱さび色 )

長 所 短 所 JI S との関係

格安である 。 効果は川1性 ペイ ン 卜 J IS- K- 5621  

と大差なし。 l 樋， 2樋

十分乾燥したものは 乾燥が非常 に遅い 。

さぴ止め効果大きい。 突貫工事には不向き。 JI S- K -5622 

歴史的に古〈多 く、 価格が高い。 1  ｾ重
一般に用い られてい 2 樋

る。

さび止め効果は大き 亙酸化鉛と 一 部に分

L 、。
かれ、現#'1にで調合 J 1S- K  -5623 

する 。 l 種

2 種

さぴ止め効果は大き 顔料の品質に パラツ

し、。 キが多い。 JI S- K -5624 

さび止め効果は大き 酸、水により分解ま

、、。
たは I容ける。 JI S- K -5625 

高価で ある 。 l 種

2 種

さぴ止め効果絶大で やや水に可i容である。

軽金属面でも、よい JI S- K- 5621  

淡彩仕上げが出来る。

亜鉛宋を使用してい 高価であり、亜鉛が

るのできび止め効巣 とけて鉄を保護する。 JI S - K- 5626 

は大きい。 l 種

2 種

軽金属用で、短期 ・ 耐水位にかける 。長

初期防錆効果は大き j明パク ロでは発錆し JI S - K- 5627 

し、。 やすい。 l 種

2 種

ジンク ロ，鉛丹の両

効果を兼備 している。 J IS- K - 5628 

合 計

l ∞ %  

① 工 貨 は 1 カ月 150，000円とし、 賞 与 を 年

4 カ 月 分 、 就 労 l時 間 を 8 時 間 、 作 業 能 力 は だ

い た い l 日3 回塗り、 14m
2

と し て あ り ま す 。

② 塗 装 工 事 の 場 所 は 、 東 京 都 、 大 阪府 下 な

ど比 較 的 交 通 便 利 な 地 域 で 、 建 物 の 塗 布 面 積

延べ500m
2

以 上 を モ デ ル と し ま し た 。

② 石 油 タ ン ク の 場 合 : 鉛 丹 ジ ン ク ク ロ メ ー

トさ ぴ止 め ペ イ ン ト を 下 塗 り と し て 2 回 塗 り 、

合 成樹 脂 ペ イ ン トを上 塗 り と し て 2 回 塗 り で

4 年 保 障。

③ 工 事 の 時 期 は 盛 夏 、 厳 冬 以外 と し て あ り

ま す 。

④ 足 し ろ 架 設 費 、 小 運搬 賞 、 養 生費 は 含 ま

れ て い ま せ ん 。

塗 料 代 と し て は 、 非 常 に 少 な い 部 分 を 占 め

て い る に す ぎ な い こ と が わ か り ま す。 塗 り や

すく 、 も ち の よ い 塗 料 を 塗 る こ と が 、 少 々 高

価 な 塗 料 を 使 っ て も結 果 的 に 安 く な る は ずで

す 。

6 . 耐候性とぬりかえ時期の選定

な ど の 事例 が あ り ま す 。 最 近 は 上 塗 り と し

て 塩 化 ゴ ム 系 の 塗 料 が 用 い ら れ る よ う に な っ

て き ま し た 。

7. あとカ1 き

与 え ら れ た 紙 面 に ま と め る た め舌 足 ら ず で

わ か り に く か っ た と 思 い ま す が 、 少 し で も 参

考 に し て い た だ け ま し た ら 望外 の 喜 び で す 。

塗 装 入札 の と き に 、 オ リ ン ピ ッ ク の体 操 競技

の 採 点 に 用 い て い る よ う に 、 最 低 価 格で 入札

し た 会 社 は 、 発 注 か ら 外 して 、 適正 な塗 装 価

格 が維 持 さ れ る こ と と 、 正 規 の 塗装 期 間 で 塗

装 作 業 が 行 わ れ る こ と を 切 に 願 っ て 筆 を 置 く

こ の 問 題 は 非 常 に 難 し い こ と で す が 、 こ と と い た し ま す 。

① 鉄 洛 の 場 合 : ジ ン ク リ ッチ さ び止 め ペ イ

ン トを下 塗 り と し て 2 回 、 合 成樹 脂 ペ イ ン ト

を 上 塗 り と し て 2 回 塗 り で 7 年 保 障。 ( あおやま ゆたか青山技術士事務所)
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施工材料の頁

5 7  

デザインの個性化を可

能にした原色タイル

坂 本 和 雄

タイルには単色ものが多かったこと、テク

スチュアに冷たさがあるなどで、本来の性能

はともかく、その用途が限定される傾向があ

った。しかし 、ここ数年、タイルもフ ァッシ

ョン化して色、デザインともに量豊富になり、

個性的設計デザインの素材として、幅広い活

用を可能にしている。たとえばデザインタイ

ルや原色タイルなどが、表情ある素材として

活用できる。これらのファッション化したタ

イルにスポットをあててみよう。

タ イ ル は 浴 室 や ト イ レ の 専 用 材 で は

なくなった

タイルは高温焼成されるために、耐水性能

の高いことから浴室、洗面、 トイレに長い間

使われてきたし、いまも使用されている 。

しかし、白やグレイでは表情に乏しいとい

48 建築と社会/ 1979年 4 阿号

う不満はいつもつきまと っていたといってよ これらの組み合わせにより、完全な非類型の

い。つまりその部屋の要求する機能に 十分応 デザインを生み出すことができるわけだ 。 ょ

える性能は必要だが、デザイン面でも希望に り個性的に、よりフ ァッショナプルにな った

応えてもらわなければならないのが建材だか タイルといえる 。

らである 。 そうした要求に応えて登場したの したが ってその用途も実に広くな った。 そ

がデザインタイルと称される絵っきのタイル

であ った。

このデザインタイルの登場により、浴室や

洗面戸斤は、単なる設備エリアから、インテリ

アデザインの可能な「ルーム」としてデザイン

的にイメージア ップされたとい ってよいだろ

う。 このことはメーカーのカタログや建築誌

などでわれわれがよく自にした写真でも納得

できょう 。

さらにデザインタイルの登場は、タイルを

水まわりの専用材から、住宅にあ っては食堂

や居間に、また商庖建築の装飾材にまで用途

を広げた。たとえば仕上げ材としてだけでな

く、デザインタイルを使ったテーブル、食卓

も登土易するというように、これまでのタイル

の使い方とは大きく変わ ったといえる。

タイルにもファ ッシ ョ ン 化 の 波 が

つまりタイルのフ ァッ ション化である 。 デ

ザインタイルの使用で、浴室や洗面所の新し

いイメージは、これまでにも多くのデザイナ

ーによ って試みられ、また成功例がたくさん

ある 。つまり入浴することが、洗面所に立つ

ことが楽しくなるような設計例だ。たとえば

花柄、幾何学模織などがたくさんあり、だい

たいの場合こちらの要求に合 ったものがそろ

っている。また陶器質だからその色、テクス

チュアは実にきれいで、むしろカーテンなど

の繊維製品と同じような感覚でセレクトでき

る。

たとえば浴室など、腰まわりに花柄のデザ

イ ンタイルを使い、上部も 同系の単色とい っ

た仕上げにする、あるいはアクセント的に部

分にあしら っていくとい った、デザインする

側の楽しみさえある 。 もう浴室、洗面、 トイ

レとい った水まわりは、古い病院のそれのよ

うに、白一色の冷たさは全くなくなったとい

ってよいだろう。

古くは浴室や洗面所は、誰がデザインしで

も臼かブルー、グレイなどのタイル張りだか

ら、そこにデザイ ンの個性はなかった。 しか

し、デザインタイルは、設計者に個性化の可

能性と楽しみを与えてくれた 。 しかも、それ

が水まわりだけに止まらず、室内外のどこに

でも使えるわけだから個性化の可能性は幅広

P o  

よ り ユ ニ ー ク な 原 色 タ イ ル

以上のように、デザインタイルの使用によ

り個性的デザインは可能にな ったが、さらに

設計者独自のイメー ジを具体化する素材とし

て、新しい原色タイルがある 。 これはさらに

タイルの使用範囲をも広めた。

たとえばイナス( l NA S) の場合、色は無彩

色から原色まで実に48色もある 。 したがって

のいくつかをピックア ップしてみると 一一一

・壁画としての利用

これはとくに商庖建築やオフ ィスピルで効

果を発揮をするが、単に壁面の仕上げ材とし

てでなく、 48色の色をデザインして、自由に

壁画を織成し建築デザインのポイントとする

ことができる 。 これまでにも札幌の地下鉄大

通駅、償浜の田沼ピルなどに、そのすぐれた

例を見ることができる 。

・デザインポイントに

またある壁画のデザインポイント、つまり

単色のなかにポイントとして使用することも

可能であり効果的である 。 これは室内外をと

わず、また住宅にも底舗にも生かされる 。つ

まりアクセントに利用するわけだ。

・ムード演出に

たとえば北側の浴室や洗面所は、白やグレ

イに仕上げるとい っそう寒々とするが、そこ

に暖色系の原色タイルを使用すると温か日未が

i寅出できるだろう 。

また反対に南面の明るい食堂やレストラン

では寒色系にしてさわやかに、とい った使い

方もできょう 。 これは色数の豊富な原色タイ

ルなら自由にデザインできる 。

- テーブルや装飾台に

商庖建築ではテーブルに使用するのもおも

しろい。豊かな色彩効果とともに、他に類の

ないものを創作できる 。 また陶器質だから掃

除など維持管理面でもフリーである 。

またディスプレイの素材として、庖舗では

用途が広い 。現実にも使用例は多いが、装飾

台としていろいろ工夫したり、ショーウ イン

ドーの装飾素材として活用できる 。

そのほかいろいろ考えられる、つまりこの

原色タイルを素材として 、住宅、庖舗、ピル

建築など、あらゆる分野で全 くユニークなデ

ザイン、使用法をクリエートできるというこ

とだ 。

たとえば住宅では、どこにもない浴室、洗

面、 トイレルームをデザインできるし、庖舗

やピルでは自由な発想、のもとに、これを装飾

素材としてユニークな壁面やディスプレイが

可能ということである 。ただ素材そのものが

個性が強いため、レイアウトには十分な神経

をくばらないと失敗もあり得るだろう 。つま

り、センスの見せどころともいえようか。

おわりにな ったが施工上はこれまでのタイ

ルとなんら変わらないから、その点は安心し

て使用できる 。 またサイズは100"弘角と 150弘

角があり、 100弘角のほうは48色、 150引角の

ほうが16色ある 。 オーダーにより 200引 角もで

きる 。役物は、 100弘角のほうは片面取りと両

面取りがあるが、 150羽角のほうは両面取りは

オーダーになる 。

( さかもとかずお坂本和維& 株式会社ハウ ジン グ企画社)



ih越 川高 hL1
口

JJ 日 番

INA S - 1201  

INA S- 1501  

実 寸 法 ( mm) I目地共寸法(四)

97 .75X97 叫 100 x  100 

148 x  148  I  150x  150 

. イナスは 48色、 100mm角、 150mm角陶器質タイルて'す。

. 100mm角は金色、常 11寺生産品。150mm角は 16色のみ' 治時生産品。

他は注文生産品てす。

・ 200mm角は注文生産品として承ります。。

・ 役物は 100mm角 の場合、片而取と而l而取、 150mm角は) ' i 而lsz. のみ

生産しています。

• 
I na 伊 奈 割 問 臓 試 畠 社

本社 愛知県常滑市銀江本町3丁目 6番地. ; [ 話 <05693>5-27∞接(f ¥J 干479
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- 中国を訪ねてく 3 ) 一一壬 柏 群

座談会・現場見学

旅 行 社 の 郭 さ ん か ら 、 座 談 会 へ の 出 席 希 望

者 が25名 を 超 え る の で す が と 聞 か さ れ 、 一瞬

び っ く りしまし た。 私 の 方 で はせいぜい 4 、

5 名の方々とざ っ くばら んに意見を 交換 し 合

う会合だとばかり思ってい た の ですから。

私の気持ちを察しでか郭さんはすぐに、ても

は 今 回 は 十 数 名 と い う こ と に し ま し ょ う か と

言 って下さいました 。 私 は 内 心 申 し わ け な い

なと思いましたが、何しろ 充 分 な 準 備 も せ ぬ

まま急いで日本から旅立 ったものですから、

余 り 大 勢 の 方 々 の1貴重な 時 間 を 無 為にしても

と思い 、 人 数 の方 は お 任せ す る こ と に しまし

た。郭 さ ん は 、そのうち にせ. ひ旅行 社 で ホ テ

ルの設計について話す機会をつく って下さい

よと言 って帰られました。

8 月11 日の 午後 3 時 、 ホ テ ル 4 階の 会 議 室

へ入ると 十 数 名の方々から 拍 手で迎えら れま

した。少しあがり気味で自己紹介を済ませる

と 、 先 方 の 国 家 基 本 建 設 委 員 会 建 築科 学研 究

院 を 代 表 し て 主 任 建 築師 の 楊 芸先生より 、 出

席 者 の 紹 介 が あ り ま し た 。

楊 芸 先 生 は50が ら み の 立 派 な 体 格 の 方 で し

た が 、 話 し 方 も 温和 で 非 常 に 感 じ の い い 方 で

した 。 私の 隣に坐 ら れ ま し た が 、 座 談 中それ

となく気を配 って下さ って い る の を ひ し ひ し

と感じました。

国 家 基 本 建 設 委 員 会 と は 建 設 省 に 相 当 す る

官庁ですから 、 そ れ に 直 属 す る 建 築 科学研 究

院 と い え ば、 さしずめ日本 の 建設 省 建 築研 究

所 に 当 た る 部門 でしょう。 出 席 者 は 3 名 の 女

性 を 含 め 、 い ず れ も 建 築 師 、 工 程 師 ( 締 造 お

よび設備のエン ジニ ヤー ) あ る い は 城 建 建 築

師 ( 都市 計画家) の資格を持つ方々で、その半

数は若干の研究者です。

私 は ま ず1880年 の繍 浜地 震 に 始 ま り 現 在 に

至る、日本における 地 震 発 生 並 び に 対 策 の経

綿 に つき 、そのあ らま し を 紹 介 し ま し た 。 説

明 の 中 で の マ グ ニ チ ュ ー ド と い う 用 訟 は 、 中

国では一般 に f変わ れ て い な い らしく、若い女

性 の 方 か ら 質 問 が あ り ま し た の で 少 し 補 足 を

加 え ま す と 、 す ぐ に イ ン テ ン シ テ ィ の こ と で

すねと 納 得さ れま した 。

中国てもは先年各地てる大地震が相ついても発生

し、 一般 の 人逮 も 含 め て 耐 震 精造 に 対 す る 関

心 が と く に 深 〈 、 以 前 私 は 数 回 こ の 建 物 は 何

度 の耐 震設 計 で す か と い う 風 に 聞 か れ た経 験

が あ り 、 中 国 で 言 う 地 震 の 烈 度 と 日 本 の い わ

ゆる 気 象 庁震 度 階 と が一致しないようで、 当

初 は戸 惑 い ま し た が 、 後 日調べ た と こ ろ 、 現

今 の 中国てもの耐震設 計 基準 に 見 られ る 烈 度 7 、

8 、 9 は震度 階 で は ほ ぼ 下 記 に 相 当する よう

な の で 、 爾 後 は そ れ を 頭 に 入 れ て 返 事 を す る

ことにしました 。

烈 度 気 象 庁 震 度 階 地動の加速度(max) 水平震度

7  震度 4 ( 中震 ) 2 5 - 80ガル 0. 02- 0. 08

8  震度 5 (強震) 80- 250ガル 0. 08- 0 .26

50 建寮と社会 / 1979年 4 月号

9  ｾ震度 Ｖ ( 烈震 ) 2閃 - 400ガル 0. 26- 0 .41  

出席者の 方 々 の 熱 心 に メ モ を と ら れ る 姿 が

自 に 映 り ま し た が 、 私 は構 造 の 専 門家ではな

い の で耐 震 についてはほどほどに切り上げ、

続 い て 昭 和52年 度 建 築学 会 秋 季 広 島 大 会 で の

各研 究 協 議 会 で 討論さ れた内容 に つ い て 簡 単

に話すことにしました。

コンク リート強度 、 綜 合防 火設 計， 酸 欠 問

題 、締 法計 画 、 基 準 法 、 農 村計 画 、 都市 住宅

お よ び 区 分 所 有 の 問 題 等 に つ き 、 そ れ ぞ れ 概

要 を 紹介 しま したが、 構 法計画について は理

解 し 難 い 様 子 で し た 。 日 本 で も ま だ 模 索 中 の

段 階 で す の で 止 む を 得 な い と 思 い ま し た 。 さ

す が に 農 業 を 基 本 と す る 図 柄 だ け あ って 、 農

村 計 画 については全員の関心も深〈、 比 較 的

質 問 が 集 中 し た よ う で す。 都 市 住宅について

は、私 の 方 か ら の 、 目 前 の 住宅 問題を解決す

るために高層高密度化の対策も必須でしょう

が 日 本 で も 近 年 問 題 と さ れ て い る 低 層 高 密 度

化 への研 究 も 必 要 で は な い で しょう かとの質

問 に 対 し 、 低 層 高 密 度 の 問題はすでに討論さ

れ研究されていますという 答えでした 。

と く に 急 い で し ゃ べ った心算 でしたが、 3

時 間 近 く を 、 ほ と ん ど 日 本 の 建 築 事 情 紹 介 の

ための私の発言でま費やし、出席者の方々のご

意 見 を 十分 に 拝 聴 す る 暇 も な く過ごしてしま

った こ と は 全 く 残 念 で し た 。

最 後 に 私 の 拙 い 報 告 の た め に 多 数 の 方 h が

重な 時間を 害11 いて下さ った こ と に 対 し 感 謝

の 言 葉 を 述 べ 、 恩 師 鷲 尾 健 三 先 生 が 高 橋 、 五

十 嵐 両 先生と 共 著 さ れ た 、 建 築 の 構造 . そ の

放 と 災 害 。 お よ び 基 準 法 関 係 や 低 層 集 合 住

宅 に 関 す る 轡籍 等を 贈 呈 し ま し た と こ ろ 、 先

方 よ り建築科学研 究 院 編 の 建 築実 録 お よ び中

国の建築設計資料集成、 ( 1)、(2 )を贈 って下さ

い ま し た 。 ち な み に こ の 2 冊 の 資 料 集 成 の 編

集 に は 当 日 の 出 席 者 の うち 楊 芸、 襲 徳、J帳、 庄

念 生 、 石 学 海 、 杜 伯 操 の 5 名 の 方 々 か 編 集 委

員 や 執 筆 者 と し て 参 加 さ れ 、 初 版 に は こ れ ら

の方々の名 前 も 印 刷 さ れ て いたそうですが、

後 に 個 人 名 は一 切 抹 消 さ れ 、 遂 には版 ま で 演

されて、現在では絶版にな っていると聞きま

した 。

楊 芸 先 生 は 現 在北 京 図容 館 を 設 計 中 で す が、

先 年 図 舎 館 見 学 の た め 訪 日 さ れた際に、 吉 武

泰 水 先 生 の お 部 屋 で 初 版 の 資 料 集 成 が 大 切 に

保 管 さ れ て い る の を 見 ら れ た と 感 慨 深 げ に 話

して お ら れ ま し た 。 6 時 過 ぎに名残りを惜し

み つ つ ホ テ ル 玄 関 で 全 員 の 方 々 と 握 手 で 別 れ

ました。

翌 朝 8 時 半 、 楊 芸 先 生 は 同 じ く 前 日 お 会 い

した女性建築師の勝安慈さんとホテルへ迎え

に 来 て 下 さ り 、 北 京 市 建 築 工 程 局 の 刻 永 生 さ

ん の 案 内 で 車 で 北 京 市 西 南 に あ る 熔 鴨 庖 ( 北

京 ダ ッ ク の 専 門 料 理庖) 現 場へ向かいました 。

6 階 建 、 延べ 14700 平米もある このピ ルは

年 内 竣 工 を 目 指 し て 施 工 中 で 、 す で に 内 装 工

事 に 入 って お り ま す 。 新 製 品 と し て 広 州 の 偽

山 で 焼 か れ た タ イ ル が 外 壁 に 、 北 京 木 材 研 究

所 で開 発さ れ た ば か り の 伺 塑 板 ( 釘= Ca) が

天 井 の 防 火 材 料 と し て 採 用 さ れ て い ま す。 広

い食堂ではち ょ うど寄木貼りの床の施 工 中で

したが、廊下などほとんどの部分の床仕 上 げ

は 現 場研 の テ ラ ゾ ー で す。 私 の 投 宿 し た ホ テ

ルもそうでしたが、北京では水磨石と称、し、

床 仕 上 げ は テ ラ ゾ ー の 現 場 研 が 多 い よ う で す。

ピ ニ ー ル 系 や ポ リ プ ロ の 床 材 の 生 産 が ま だ 普

及 し て お ら ず 、 木材も1 ' t . f f i : な資源です から、

勢い石材利用ということになるのですが、J ; ' {

銭白地棒入りで書費用は平米 当 たり 3 元 9 角( 約

440円 / 平米) とのこと、多分材 のみの コスト

だ と は 思 い ま す が 安 い も の で す 。

市 内 に 数 肝 あ る 北京 ダ γ クの専 門庖 は 外人

客 や地 元 の 人 達 で 述 日 大 入 り 満 員 、 早 め に 予

約 し な い と 席 が と れ ま せ ん 。 新 ピ ル が 完 成 す

れ ば 最 高 2100名 の 客 を 同 時 に 収 容 で き る そ う

ですから、食道楽には婚しいニュースでしょう。

え

厚さは 250 '%. のプレコ ン外壁版の建込作集。すぐ績は各戸界

壁崩の現婿打ちコ ンクリ ート型枠。後方にはすでに績工した

5階建アパートが見える 。

つ ぎ に案 内 されたのが前 門大 街 に 面 す る 高

層 ア パ ー トの建設現場です。 12階建が多く、

竣 工 し たものも 含 め延 々 と 続 き ま す 。 そのう

ちの 5 階建で、すでにプレコ ン躯 体 の 建 て 込

み を 完 了 し た も の と 、 ち ょ う ど 建 て 込 み 中 の

ものを見学しました 。各 戸 聞 の 界 壁 の み が 現

場打ちで、それ以外はすべて工場生産のプレコ

ンです。室内の間仕切用 パ ネ ル の 厚 さは80"%.

ですが、 外 壁ノ叶、ルは 250 " %. もの厚さです。

重きが気になりましたが、 画告寒 J羽の 断 熱 対 策

上 必 要 な 厚 み な の で し ょう 。 説 明 で は 陶磯 コ

ンク リートと呼ばれる比重 1. 8 の軽量コンク

リ ー ト が 俊 わ れ て お り 、 陶 磯 と は 小 粒 の 泥 球

の こ と だ そ う で す 。

住 戸 の 大 多 数 は 2 K  ( 2 室 戸 と称していま

す ) で、 ごく 一部 が 1 K お よ び 4 K だそうで、

いわゆる O - DKといったタイプはないようです。

一住 戸 は 平均 55平 米 で 、 室 内 は や は り 大 分 窮

屈 な 感 じ で し た 。

日本 へ 戻 って か ら の 新聞 で、畳間リ主 席がこ

の 地 区 を 視 察 し 、 よ り 広 く よ り 高 レ ベ ル の 住

宅 の 早 期 実 現 を 関 係 方 面 に 強 〈 要 請 し た と い

う記事を読みましたが、 快適な住環境をハイ

ス ピ ー ド で 建設 し よ う と す る 政 府 の 意 欲 の 一

端 が 窺 わ れ ま す。 ぼ う 大 な 数 量 に 上 る 建 設 で

す が 、 鉄 ・ セ メ ン ト は も と よ り 、 ガ ラ ス や プ

ラスチック 材そ の 他 の 建 設 資材 の生 産 を促 し

つ つ 一 日 も 早 く 達 成 し て 欲 し い も の で す。

訂正

2 月号 の 後 半 の 詩文 の 中 で 只 把 春 東 報 は 、 只 把 春 来 報

3 月号 の 2 段 目 32行 目 東 端 が一 番古 くは 、 歯端 が一 番 古 〈
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レポ - 9 ・桑田 信篤

篠 田桃 紅 さ ん 、 初 め て お 聞 き す る 名 前 で し

た 。 替 道 家 、 墨 象 家 で お ら れ る 曲 、 知 ら な い

ずみいろ

分野の方でした 。 “ 墨色" という随筆を舎か

れ て い る と の こ と 、 早 速 拝 読 し ま し た 。

静けさの中に、滑視j の 色 が は り つ め て い る

〈ろ

ような文章、‘ 玄" ということ 、曇 象 と い う こ

と 、 床 の 間 に 打 つ 水 の こ と 、 桃 紅 さ ん が 、 墨

象という新しい芸術を 一 人 拓 か れ て き た 方 で

あ り 、 失 わ れ つ つ あ る 普 か ら の 日 本 の 良 さ を

身 に つ け て お ら れ る 方 で あ る こ と を 知 り ま し

一，、ー。

講 演 会 は 、 昨 年 12月 9 日の午後、大阪野田

め ま ベ

の余部邸で開かれました 。 余部 邸 は 、 落 ち つ

い た た た ず ま い の 純 和 風 の 家屋 で 、 桃 紅 さ ん

の お 話 を 聞 く 場 に ふ さ わ し い と こ ろ に 思 わ れ

ました 。 寒 さ が 気 が か り で し た が 、 幸 い に も

12月にしては、暖かな日でした 。

桃紅さんは、淡い色調の、 一 見 継 ぎ は ぎ 風

の 、 古 風 で 、 斬 新 な 柄 の 着 物 を ゆ る や か に 、

身 に つ け ら れ て 、 お 見 え に な り ま し た 。床 の

聞 の 前 に 用 意 さ れ た 席 を 少 し は ず さ れ て 、 静

かに話し始められました 。

×  

私 は 、 も の を つ く る と い う こ と で 、 い ま ま

で生きてまいりました 。 も の を つ く り 、 そ れ

を 発 表 し 始 め た 頃 か ら 、 建 築 家 の 方 と も 協 力

して、壁面構成などの仕事も手がけてまいり

ました 。建 築 家 の 方 も 、 も の を つ く る と い う

こ と で 、 そ こ に 自 分 を 表 現 す る と い う 生 き 方

を、も って お ら れ る と 思 う の で す 。建築は、

実 用 の も の で あ り 、 敷 地 、 コ ス ト な ど 多 く の

制 約 条 件 が あ り ま す 。建 築 家 の 方 は 、 そ れ ら

を昇著書して、 一つ の 作 品 に 仕 上 げ て い か れ る

わ け で す か ら 、 サ ー ビ ス 精 神 に 徹 し な け れ ば

出 来 な い 仕 事 で は な い で し ょ う か。 そ の 中 で

も、自我というものをも って お ら れ る わ け で

す か ら 、 屈 折 し た 、 か い くぐっ て ひ そ ん だ よ

うなところから、自我を 表現なさ って お ら れ

るのではないかと思います 。 私 の 場 合 は 、 墨

と筆と紙とが、 手段 で す か ら 、 も っ と自由な

立 場 で 、 好 き 勝 手 な こ と を し て き た よ う な 気

がいたします 。

私は、自分の好きなことしか出来ないよう

な性絡でした 。誰しも、自我に目ざめる時期、

女 の 子 と し て 生 ま れ て 、 ど の よ う に 生 きてい

こうか、とい った よ う な こ と を 考 え る 時 期 が

あります 。 私は、私の生きる形が、要となり、

母 と な り 、 子 を 育 て い る 、 と い っ た普通の人

の暮らし方には、なじまないものであること の世の中も変わ ってい くの ではないでしょう

を 自 覚 し ま し て 、 自 分 で 、 自 分 の 生 き 方 を 決 か。私 が 、 戦 後 ま も な く ア メ リ カ に 渡 り ま し

定 し て い く 手 段 と し て 、 最 も 身 近 に あ っ た 符 たのは、そういう 気 持 ち が あ った か ら で す。

をかくという道を選びました 。 その後、もの 向 こう には、 3 年 間 お り ま し た が 、 ア メ リ カ

をつくる喜び、苦しみということも知るよう は、プリ ミティプで、ある窓昧てる殺風景であ

になりまして、自分の生きていく形を知り、 り、また日本のような深い歴史、伝統とい っ

それを多少なりとも、深めたり 、広めようと た も の も あ り ま せ ん で し た が 、 人 間 と し て 生

して、生きてきたように思います。 そして、 き生きしているものを感じ、身軽に、自由に、

自 分 の つ く っ た も の は 、 自 分 の 生 き て き た 形 実 験 的 な も の も つ く れ 、 そ れ が 他 に 対 し で も

の 副 産 物 で は な い か と 思 っております 。

芸 術主 義 と か い った考え方をと ったことは、

ありません 。 自由に生きるということが、人

間にと って、も っ とも基本ではないかという

ことが、私にと って は 、 自 然 に 思 わ れ る の で

す。 人 間 の 作 った習慣とか、制度とかい った

ものを、絶対視しないことが、芸術の始まり

ではないでし ょ うか。 私 の 生 き 方 は 、 も の を

つ く る と い う 芸 術 の 基 盤 に 合 っ て い た よ う な

気 が し ま す 。 そ れ が 、 美 し い も の で あ っ た か

ど う か は 、 他 の 人 の 評 価 に よ る ほ か あ り ま せ

ん。

美学 の 理 論 と か 、 伝 統 と か が 、 私 に い か に

作 用 し た か と い う こ と は 、 非 常 に 枝 葉 末 節 の

ことではないかと 、 とくに最近思われます 。

つ ま り 人 聞 は 、 本 来 、 自 然 と し て 生 き て い る

人 間 に す ぎ な い の で す か ら 、 歴 史 と か 、 伝 統

とかという、それぞれの時代に出来たものに、

い か に 従 う か 、 と い う よ り も 、 初 め に 人 間 が

あ って 、 何 か を つ く り だ し て い く と い う 最 初

の と こ ろ か ら 、 す べ て の 人 が 始 め る な ら 、 こ

索直に、す っ きりした形で受けられていくと

い った 自 と 他 の 聞 に 、 す が す が し い気 持 ち が

いたしました 。 そ し て 、 歴 史 と か 、 伝 統 と か

い ったものは、とても有難いものではあるが、

一 面 邪 魔 な も の で あ る こ と を 感 じ と り ま し た 。

戦前、すでに警でも って 暮 ら し を た て て お

りましたが、紙なども配給で、不足がちでし

たが、普道の展覧会も、 軍国 主 義 的 な も の 、

国粋主義的なものしか書けず、 青 春 の 時 で し

た か ら 、 平 安 朝 の 恋 歌 な ど に 憧 れ て い ま し た

が 、 そ う い った も の は 、 い け な い と さ れ て い

ました 。 そ う い う 暗 い 背 景 の 時 代 を 過 ご し て

きましたから、より 一 層 自 由 の 尊 さ 、 とい

っ た こ と を 身 に し み て 感 じ て お り ま す 。 建 築

に は 、 技 術 の 上 と か 、 現実 の 上 に 、 さ ま ざ ま

な規制がございまし ょ う。 そ し て 、 そ の 規 制

は 、 人 間 の 生 き 方 の 規 制 と は 違 う か も 知 れ ま

せ ん が 、 精 神 の 自 由 が 基 本 に あ れ ば 、 建 築 に

お い て も 、 自 我 の 表 現 は 可 能 で は な い か と 思

うのです。

字 を か く と い う こ と は 、 普 遍 的 な も の で あ

《感
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り 、 約 束 ご と が あ り ま す か ら 、 全 く の 自 由 で

は な い の で す 。 象 形 文 字 と い う の が あ ります

が 、 こ れ は 古 代 人 が 、 自 然 に 感 応 し て 、 そ れ

を 写 し 、 記 号化 し て い ったもので、これは、

古代人の造形力で〉す 。 私 に は 、 私 の 造 形 力 が

ご ざ い ま す 。 川 と い う字は、たて 3 本に決ま

ってい ま す が 、 こ の 字体 は 記 号 で あ る と と も

に、 一 つ の 造形 で も あ り ま す か ら 、 * の 流 れ

る 川 の 姿 、 川 の 心 と い った も の が 、 こ ち ら に

伝 わ っ て き て 、 ど う し て も 、 そ の 川 の 姿 、 心

と い っ た も の を 表 現 し た く な って き ま す 。 そ

うしますと、たて 3 本ではなく、 2 本にも、

数 本 に も 、 ょ こ に も 、 斜 め に も 5 きた くなっ

て く る 。 こ う な る と 、 文 字 の 記 号 と し て 約 束

ごとから離れてしまいますから、もはや己? で

は な く な り 、 曇 象 と で も 称 し て い る の で す 。

私が、多くの建築家の方と協力しておりまし

た 頃 は 、 機 能 主 義 と 申 す の で し ょうか 、 近 代

建 築 が風 び し て い た 時 代 で ご ざ い ま し て 、 ど

う し て 私 の 作 品 が と り あ げ ら れ た の か 、 人 間

と い う も の が 、 ど う し て も 出 て し ま う 墨 の 作

品 が 、 か え って 、 機 能 的 な 美 し さ を 引 き た た

せ る も の が あ る の か 、 よく分か りません 。

吉 田 五 十 八 先 生 と は 、 よ く 倒l一緒 に 仕 事 を さ

せ て も ら い ま し た 。 あ る と き 、 先 生 が 「 あ な

た の 作 品 は 建 築 を 知 氏 し な い か ら い い 」 と お

っしゃいまして 、後で「建築をＲＧ ｲ ｳｾ しないと

いうことは、建築を超えているということで、

素 晴 ら し い こ と な ん だ よ 。」と言 われました 。

そ の と き に 、 先 生 は 、 私 に 一 つ の 深 い 問 題 を

出 され た よ う に 思 わ れ 、 こ の ご ろ 、 そ の こ と

を思い起こし、それはどういうことなのか、

時 々 考 え て お り ま す 。

私 は 、 も の を つ く る と い う こ と に 終 始 し て

お り ま す か ら 、 そ れ が 置 か れ る 場 に つ い て は

意 識 し て お り ま せ ん 。 も ち ろ ん 、 居 心 地 が 良

い 場 、 惑 い 場 と い う も の は 、 あ り ま す が 、 作

品というものは、自由に) l て良いし、いかよ

う に 見 ら れ で も 仕 方 が な い も の だ と 思 い ま す 。

建築の空間におい ても、大人とチ Ｈｊｾ 、背の高

い 人 、 低 い 人 で、 その感じ方が巽なるように、

固 定 さ れ た 空 間 の美 と い う も の は 、 あ り得な

いものであ って、芸術 作 品 の す べ て が作 品 自

体 と 、 そ れ を 見 、 感 ず る 人 が あ って 、 初 め て

そ こ に 美 が 存 在 す る の で は な い で し ょうか。

ですから、私の作品は、人生と同じように、

い ろ ん な 人 の 目 、 心 に 出 会 う の で は な い か と

思 って おります。

作 品 は 、 い ろ ん な 人 に 、 千差 万別 に 受 け と

ら れ る も の で す か ら 、 作 品 に は 、 組 も サ イ ン
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も 要 ら な い の で は 、 な い で し ょ うか 。 昔 手 習 い る よ う に 思 い ま す 。

いても、古今 の和 歌 な ど3 写 し て い ま し た と き 昔 は 、 な ん で も か ん で も 、 ま ず や っ て や ろ

に 、 起 し ら ず 、 読 み 人 し ら ず と い った 歌 に 出 うというところがあ って 、 や り 直 し ば か り し

会いますと、 奥 ゆ か し い と 申 し ま す か 、 い か ておりましたが、だんだんと、エネルギー、

よ

な る 方 が 、 い か よ う な 場 所 で 、 詠 ま れ た の で 資 源 な ど も 無 駄 使 い し た く な い と い う 気 持 ち

あ ろ う か と 、 心 誘 わ れ る 思 い が い た し ま し た 。 もあ って 、 や り 始 め た ら す ん な り と 仕 上 げ る

人 に 何 か を 想 像 さ せ る 。 人 を 魅 き い れ る も の ようなこつを、会得してきたように思います。

をも っ 、 そ う い う と こ ろ に 芸術 の 秘 密 が あ る し か し 、 真 剣 勝 負 の よ う な と こ ろ の あ る 仕 事

の で は な い か 、 創 造 す る 人 間 は 、 そ う い う 謙 ですから、 一度 で ぱ っ と仕上がるということ

虚 さ を も た な け れ ば な ら な い の で は な い か 、 は 余 り あ り ま せ ん 。 これくらいの墨の濃度で、

最 近 そ う い う 風 に 思 う よ う に な り ま し た 。建

築 な ど で 思 う の で す が 、 普 は 、 何 の 目 的 も 持

たない隅 つ ことい った場所がございまして、

子供の頃、 鬼 ご っ こ な ど し て 、 人 生 の ド ラ マ

と い っ た よ う な こ と を 学 ん で い っ た よ う に 思

います。 最 近 の 建 築 を 見 ま す と 、 ど こ も き ち

んと、 一 つ の 目 的 に 沿 った構成がされていて、

何 か 想 像 を 誘 う と い った 空 間 が 、 少 な い の を

残 念 に 思 って お り ま す 。

墨 象 を 始 め ま し た の は 、 前 に 述 べ ま し た よ

うに、私の造形カというものがありまして、

そ れ が 文 字 の 記 号 と し て の 約 束 ご と か ら 、 は

ずれてしま ったからなのですが、時期的には、

1955年で、ち ょ う ど 、 世 界 的 に ア ク シ ョンペ

イ ン テ イ ン グ が 起 こ っ た と き で し て 、 自由に

形をつく って も い い ん だ と い う 風 潮 が 、 意 識

は し て お り ま せ ん で し た が 、 何 ら か の 影 響 を

与 え て い た の か も し れ ま せ ん 。 西洋において、

私 の 作 品 が 評 価 を 受 け ま し た の は 、 む こ う の

新 聞 批 評 な ど に よ り ま す と 、 彼 ら に と って神

秘 的 に 思 え る 日 本 の 歴 史 、 風土が生みだし、

日本人にしか分からないと

人 H附11ならぱ誰にでで、も分カか、る普i湿亙的なものが、

力加日即l味床されている 。 また高泉も、 ブ ラ ッ シ ン グ ペ

インテ イン グ 等 に は 見 ら れ な い 高 度 な も の で

ある 。赤 い 花 を 表 現 す る と き に 、 絵 の 具 の 色

に は 限 界 が あ る が 、 墨 の 色 に は 、 見 る 人 に よ

って は 、 現 実 の 色 よ り も 赤 く 見 え る 。 そうい

ったところに、彼らは、東洋の神秘を感じ、

それにあこがれ、彼らのもたない高度なものを

感 ず る と い っ た と こ ろ が 、 あ る の で は な い か

と思います 。 に じ ん だ 墨 色 と か 、 か す れ た 線

の 腕 曲 さ は 、 日 本 人 ほ ど に は 、 分 か っていな

いでし ょ う。 し か し 日 本 人 も 、 身 近 す ぎ て 気

が つ か な い と い う こ と が あ る の で は な い か。

西 洋 人 に 、 日 本 人 な ら 当然 知 っていると思う

のでしょうか、裕i の こ と な ど 聞 か れ て 、 図 っ

て し ま う こ と が あ り ま す が 、 こ れ か ら の 国 際

化 社 会 に あ って は 、 自 国 の こ と も 、 相 当知ら

な く て は 、 い け な い の で は な い で し ょ う か 。

も と の と こ ろ も 分 か る 人 が 、 最 も 良 い 見 手 で

あるのでしょう 。

外 国 で 制 作 し て い て 、 墨 と い う も の は 東 洋

の も の な ん だ と 思 い ま し た 。ニュ ー ヨ ー ク で

は 、 い い 墨 の 色 が 出 て こ な い 、 墨 が す ぐ に 乾

いてしまう 。 日 本 の 、 と く に 関 西 の よ う に い

つ も け む って い る よ う な 風 土 が 、 水 墨 と い う

ものにあ って い る の で は な い か。 や は り 、 風

景 を 写 す に し て も 、 精 神 的 な も の を 写 す に し

ても、その風土に育った材料が、 一番 合 って

こ れ く ら い 筆 に 含 ま せ て 、 こ こ か ら こ う い う

風 に ひ け ば い け る と い う 風 に 計 算 し つ く し た

つも り で も 、 そ の 通 り に い か な い 。駄 目 の 場

合 も 多 い の で す が 、 一 面 失 望 し な が ら も こ れ

は い い な と 思 う こ と が あ り ま す 。 一種 の 賭 け

の よ う な と こ ろ の あ る 仕 事 で し て 、 こ の 面 白

み が あ る か ら 、 な か な か や め ら れ な い の で は

な い か と 思 う の で す 。 人 に 見 ら れ て い る と こ

ろ で は 、 決 し て 合 け ま せ ん。 自分を意識しな

い 時 間 が 訪 れ な い と 舎 け な い 。 その時間はい

つ 訪 れ る か 分 か ら な い の で す が 、 締 め 切 り 期

限 が 迫 って き て 、 何 枚 も 反 古 に し て も う ま く

出 来 ず 、 も う ど う で も い い や と 思 ったときな

ど に 、 ふ と い い も の が 出 来 る こ と が あ る の で

す。

昔 、 ま だ 若 か った こ ろ に 、 折 口 信 失 先 生 の

和歌が好きで、 {1} きたいと思いましたが、や

は り 、 お 断 り し な い と い け な い と 思 っ て 、 紹

介 者 を 通 じ 、 お 目 に か か ったことがございま

す。 そ の と き に 私 か ら 見 れ ば 雲 の 上 の 方 の よ

う な 大 先 生 が 、 若 輩 の 私 に 向 か つ て 、 ど う も

ご ひ い き に 、 と お っ しゃいました。関西のこ

とだなと思いました 。 ここは大阪ですから、

皆様に、どうぞごひいきにと申し上げます。

×  

途 中 か ら は 、 聴 講 者 と の 対 話 も 混 じ え ら れ

て 、 気 さ く に い ろ い ろ と 話 を し て 下 さ い ま し

た。 予 定時間もこえ、途中休憩時間もなく、

3 時 間 以 上 も ひ と り で 話 を し て 下 さ り 、 閉 会

後 も 、 聴 講 者 の 幾 人 か の 方 と 立 ち 話 を し て お

られました 。 篠 田 桃 紅 さ ん は 、 心 の 自 由 と い

うことを最も大切にしておられる方であり、

思 う 道 を ひ と り 拓 か れ て い く 強 い 心 と 、 人 を

愛 す る 広 い 心 を お 持 ち に な っ て い る 方 だ と 感

じまし Fこ。

篠 田 桃 紅 さ ん 、 ど う も あ り が と う ご ざ い ま

した 。 ( 日建位計)

心象が肉体化され表象されて

柳 川 陽 文

今回 の 講 演 に で 感 じ た 点 、 ま た 自 分 な り の

解 釈 を こ こ に 3 きとめる 。

第 1 点 、 生 き 方 に つ い て 、 桃 紅 女 史 の 言 葉

を借 JTI すると、 「慣習とか制度に把われるこ

と な く 自 由 に 生 き る こ と が 、 人 間 に と って自

然 な 生 き 方 と 考 え る 。 青年 期 に お い て こ れ を

自党し、その生き方に対して忠、実に生きてき



た 。 ま た 、 伝 統 と い う も の も 芸 術 を 生 み 出 す

に は 障 害 に な る こ と も あ る り と い う こ と で あ

る。同感である 。 人間にと って 真 に 自 分 の 生

き方を自覚し、それを貫ける以上に幸福なこ

と は な い で あ ろ う 。 ま た 、 い つ の 時 代 の 若 者

もそうであるように、女史においても、アカ

デミックなもの、伝統、 慣 習 と い ったものの

枠 に は ま る こ と に 抵 抗 と 恐 ろ し さ を 感 じ 、 精

神 の 自 由 を 束 縛 さ れ た く な い と 思 う 意 識 が、

無意識の内に反エントロピとして蓄積され、

そのポテン シャルが女史を舎に向か わせたの

で あ ろ う 。 こ の 生 き 方 に 対 す る 自 覚 と 決 断 が

芸術を生む要因になったのである。

第 2 点 、 墨 殺 に つ い て 、 脅 か ら 墨 象 に 発 展

す る ま で の プ ロ セ ス に つ い て は 、 女 史 に よ る

と、 「文字の持つ怠昧を感じることにより、

私 の 内 に あ る 形 づ く る カ が、文 字 を 書 い て い

るうちに、記号としての約束の外に出てしま

った。」ということである。このZ克明は 、富リ造

と い う 仕 事 に 携 わ っ て い る 人 な ら 、 容 易 に 認

識 で き る は ず で あ る 。 文 字 が 文 字 を 超 え た と

きが、女史にとって最大のエポ y クメイキン

グ な 出 来 事 で あ り 、 こ の 出 来 事 の そ の 後 の 展

開 こ そ が 、 女 史 が 芸 術 家 た る 所 以 で あ る 。

文 字 の 、 記 号 と し て の 規 制 が 取 り 除 か れ る

とき、警から墨象へ、男 IJ な言い方をすれば、

具象から 抽 象へ の 次 元 の 転 移 が 行 わ れ た の で

あり、墨象の形を決定づけるものは、もはや作

者 の 意 志 以外 の何ものでもなくなるのである。

このとき 、真 に 自 己 と の 対 話 を 計 る 必 然 が 生

じたのである。墨象を製作するときの女史は

恐 ら く 、 内 な る 真 実 を 求 め て 極 限 な ま で に 自

己 と の 対 話 を 交 わ し 、 浮 か ん で は 消 え 、 消 え

で は 浮 か び あ が っ て く る 心 象 を 一 瞬 の 内 に 把

え 、 そ れ を 正 確 に 表 現 す る こ と に す べ て を か

けて備えているのであろう 。 そ の 作 業 は 、 墨

のもつ 一 回 性 と い う も の も 相 侠 って 、 真 に 心

と体が一体とな って成就できるものであり、

心 象 が 肉 体 化 さ れ 表 象 さ れ る と い う 方 法 論 に

基 づ い て 完 成 さ れ る の だ 。 ゆ え に 出 来 上 が っ

た作品は 、 女 史の 生 命 の 表 象 で あ り 、 そ れ 以

外の何ものでもないと 言える。

女 史 は 、 永 年 墨 と と も に 暮 ら し て こ ら れ て

その色あいによって兆しを感じ 、 また、線香

の 香 り を 聞 く と い う 表 現 か ら も 、 そ の 生 活 態

度がうかがえる。

講 演 で の 、 淡 # と し た 口 調 か ら も 、 自 分 の

生 き 方 を 貫 い て き た 人 だ け に 感 じ ら れ る 力 強

さと、さわやかさが、感じられた 。 ひ さ し ぶ

りに充実したひとときであ った。

(小河建築股計事務所)

日 時 昭 和53年12月 9 日(土)

開場 13 :  30 

開会 14:  00 → 閉会 16 :  50 

会 喝 あ ま ベ(余部) 邸 (大阪市福島区玉 )114 丁目 )

ゲ ス ト 篠 閲 桃 紅 氏 (書・畳a*l

参 加 者 63名

プログラム

14:  00 開会の挨拶及ゲス トの紹介 古川主査

14: 05→ 16:00 . . 演 篠田鶴師

16 :  10→ 16:  50 質疑応答・閉会

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

無意識の世界

狩 野 忠 正

もう、 3 ， 4 年前になると思われるが、 竹

中 の 広 報 誌 「 アプ ローチ」にショ y ピングセ

ンター特集が掲載さ れ る こ と に な り 、 私 も 多

少 、 商 業 施 設 の 設 計 を 担 当 し て い た 関 係 か ら 、

編 集 協 力 と い う 役 を お お せ っ か る こ と に な っ

た 。 編 集 者 は 東 京 か ら 来 ら れ た コ ス モ ピ 一 ア

ールの瀬 底 さ ん と 、 水 上 さ ん と い う 建 築 に 対

してきわめて憾 織 を持った二人の女性であっ

た 。 は ぎ れ の い い 東 京 こ と ば の 中で 仕 事 は 進

んだ 。秋 号 と い う と こ ろ か ら 、 篠 田桃 紅 さ ん

に 巻 頭 文 を お 願 い す る こ と が 瀬 底 さ ん か ら 提

案 さ れ た 。 そのときのアプローチをどこにし

ま い 込 ん だ の か 家 捜 し し て も 出 て こ な い 。 あ

ま り 印 象 深 か っ た の で 誰 か に 貸 し て し ま っ た

のか、残念で、ある。

タイ ト ル は 「す み い ろ 」 で あ っ た 、 文 章 の

中 に 水 と い う 、 な ん と も み ず み ず し い 文 字 が

墨 で 描 か れ て い た 。 くわしい文章は思い出せ

ないが、こ ういう 内 容 で あ った よ う に 思 わ れ

る。 “ ある文字を何度も何度も一生懸 命書こ

うとするがなかなか書けない。とうとうあき

らめて、筆を 投げ出してしま った。そのとき

ぽ と り と 落 ち た 墨 で な ん と も 言 え な い す ば ら

しいすみいろが瞥けた " ということであ った。

予 想 さ れ な い と こ ろ に 美 が 生 ま れ た の で あ ろ

う。 文章 は さ ら さ ら と し て 、 わかりやすいも

の で あ っ た 。 そ の 意 味 が 時 間 を お い て 現 わ れ

て く る の は な せe か。 無 意 識 の 世 界 か 、無位の

真 人 の 話 を し て お ら れ た の で あ ろ う 。

今 回 の 講 演 会 に 来 て い ただくにあたり、は

ず か し さ も か え り み ず 、 な れ な い 手 紙 を 書 い

た。 きっ と、かちんかちんの文章であ ったで

あろう 。 す ぐ 返 事 が と ど い た 。

車工の和紙に浮きあが った 見 事 な す み い ろ で

あ った。 全 面 に「十二 月九日、御受け出来る

と存じます ー。 とても話は下手ですが」

とあ った。 友人にみせたところ、あちこちと

回 さ れ た の で あ ろ う 、 な か な か 私 の 手 も と に

もどらなか った。

講演会は、今まで読んだ「墨いろ J i いろは

四 十 八 文 字 」 と 生 活 信 条 の 話 が 同ー となった。

あ く る 目 、 京 都 南 座 の 顔 見 世 を ご一緒でき

る機会をえた。| 持1演前のすばらしい天気にく

ら べ て 、 芝 居 が は ね た 京 の タ ぐ れ は 、 季 節 は

ず れ の 集 中 豪 雨 で あ った。 畳の部と夜の昔日の

入 れ 替 え の と き に あ た り 予 想 さ れ な い 雨 と な

り、突然、人混みに流されてしまった 。桃 紅

さんは手織の着物をす っか り ぬ ら し て し ま わ

れ気の毒で、あ った。

京 都 駅 へ 見 送 っ た と き に 、 き り っ と し た 美

しさを感じたのは、ひとりよがりなのか・・ ・。

ひ さ し ぶ り の 京 都 は 桃 紅 さ ん に と っ て ど の よ

うなすみいろの世界であっ た だ ろ う か。

(竹 中 工 務 庖 位 計 部 倣 針 鰻 長)
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日本建築協会

月間の動き

昭和54年 2 月分

通 常 総
.<>‘  

":z:t 

27日 4 時 - 4 時半 於会館集会室

出席者 塚本、佐野正副会長ほか 13名

議事 (1) 監事 l 名選挙の件

(2) 本部所属評機員24名選挙の f牛

(3) 役員重任承認の件

理 事

27日 3 時 - 4 時 於会館集会室

，。‘

":z:t 

出 席 者 塚 本 会 長 福 田 、 佐 野 副 会 長 ほ か 17名

機事 (1) 定時評議員会開催のf牛

(2) 昭和54年度収支予算案検討の件

(3) 入退会者承認の件

(4 ) 報告事項

教 育 委 員
..0‘ 

":z:t 

rJ l 鍍工事実務鵬習会 J テキスト出版打合会

2 日 5 時半- 8 時 於会館 3 階会機室

出 席 者 福 田 副 会 長 岡田、佐々木正副委員長 11

か 3 名

議事 「建築工事実務講習会」テキスト単行本出版企

画について

編 集 委

第 3 回構造分科会

員

A .  

":z:t 

5 日 6 時 - 8 時半 於会館集会室

出席者 前川 委員長、北村幹事ほか 3 名

議事 (1)  rf構造の頁」の企画( テー 7 と執筆者の選定)

(2) 8 月号車陣造持集の企画

(3 ) 委A の交代について

作品作風小委員会

7 日 4 時 - 9 時 於会館集会室

出席者 奈良副委員長ほか 3 名

議事 (1)  2 月号作品掲載報告

(2)  3 月号「商業空間」持集作品と符別企画

「兵庫県営繕課作品 J の掲載について

(3)  4 月号以降の作品選定

(4 ) 次年度作品作風小委員会委員に ついて

(5)  そのほか

投稿編小ｾ員会

8 日 4 時 - 5 時半 於会館集会室

出席者 木村副委員長ほか 3 名

綴事 (1)  2 月号報告

(2)  3 月号以降シリーズもの掲載案

(3)  委員交代

(4 ) 次回開催日

委員会

9 日 4 時 - 7 時 於会館集会室

出 席 者 前 川 委 員 長 ほ か 6 名

織事( 1 ) 2 月号= 大阪南港ポートタ ウン特集経過

報告

54 強襲 と社会 1 1979年4 月号

(2)  3 月号= 商業空間の公共性特集経過報告

並びに商業空間についてのア ンケートの

報告

(3)  4 月号= コ ンク リー卜のひびわれ特集経

過報告並びにコンクリートのひびわれ防

止対策に関するア ンケートの経過報告

(4 )  5 月号= 日影規制符集報告並びに日影規

制に関する法令解釈及び取り扱いについ

てアンケートの報告

(5)  6 月号特集の企画一ホテル建築の設備符

1島

(6)  7 月号特集の企画一一計画特集について

(7 )  8 月号精進特集の企画

(8 )  各小委員会( 作品作風、投稿側、施工材

科・設備. f 1 4 造各分科会) 報告

(9) 収支状況報告

(1団新年度委員交代について

広告企画小委員会

13日 4 時 - 5 時半 於会館集会室

出 席 者 尾 亀 副 委 員 長 ほ か 3 名

滋事 (1) 2 月号、 3 月号、 4 月号特集広告経過報告

(2)  5 月号「日影規制」特集広告企画

(3 ) 作品作風関係広告報告

(4 )  そのほか

「商業空間」縄殴打合会

14日 4 時 - 7 時 於会館集会室

出席者 片倉・奈良副委員長、藤本幹阜、寺弁委員

滋事 「商業空間」特集のうち、商業空間具体的事例

の掲載について協議

M3 固tt 画分科会

19日 6 時 - 8 時半 於会館集会室

出席 者 藤 本 幹 事 ほ か 6 名

織事 (1) 今後の計画特集の方向

(2)  7 月号「農村社会と建築J 特集に ついて

(3 )  そのほか

(4 ) 委員の交代について

「ホテル重鎮の段鎗 J (仮称)特集組集幹司陣会

23日 6 時 - 9 時 於会館集会室

出席者 中恨幹事、関伸二( 日建設計) 湾柳健

(高砂 熱学工業) 特別幹事ほか 4 名

議事( 1) 編集委員会報告

(2)  rホテル建築の設備 J ( 仮称) 特集 (6月号)

企画 一テーマと執筆者の選定一

(3 )  次期委員・次期幹事の選出

事 業 委 員

広報小委員会 P R分科会

A .  

":z:t 

6 日 6 時 - 10時10分 於会館集会室

出席者 原見 ・奥村両幹事ほか 3 名

殺事 (1 ) 第43回展示写真「南海電鉄雛j庄駅 なん

ぱ CI TYJ の展示について

(2 ) 第44回展示写真について

広報小委員会研修分科会

15日 6 時 - 8 時45分 於会館集会室

出 席 者 西 村 副 委 員 長 佐 藤 平川両幹事l訪、1名

機 事 、 実務家のための日影研修会 w当日のプログラ

ム及び委員役割分担その他について

若い会員の集い

みどり学習会問師打合及び現地開査

24日 9 時半 - 18時半

於奈良女子大と春日原始林

出席者 ゲスト 菅沼孝之氏( 奈良女子大助教授)

菅家主査ほか 4 名

(1 ) 打合せ 10 ・00→ 12: 30 

・開催日時、企画の趣旨 、行程、その他

(2) 現地調査 13:  30→ 17:  30 

住

・万葉植物園、原始林をスケジュー Jレに

合わせて下歩きをした。

宅 委 員
A。‘
":z:t 

正副蚕員長打合会

13日 5 時50分 - 7 時30分

於会館 3 階会繊室

出 席 者 小 西、山下、宕本正副委員長

議事 (1)  次年度住宅展について

(2)  54年度委員の人選について

出 版 委 員

小委員会

，。‘

":z:t 

19日 4 時半- 6 時 於会館 3 階会議室

出 席 者 小 林 委 員 長 ほ か 2 名

議事 (1)  H 建築技術選舎、の進捗状況

(2) 新しいテーマ企画

建 材 委 員

委員会

22日 4 時 - 6 時 於会館集会室

出席者 牧田副委員長ほか 9 名

A .  

":z:t 

議事 (1) 3 月以降のメイ ンテーマについ て

(2)  5 月号以降の新建材紹介コーナーについて

(3 )  次年度の委員について

研 修

実務. のための日彫研修会

，。‘

":z:t 

(等時間日影図の箔き方とそのチ ェッ夕方法)

20日 9 時半 - 17時 於 大 阪 府立労働センター

聴講者 76名

講 師

大阪大学工学部建築工学科教授 伊藤克三氏

同 上 助手 佐藤隆二氏

関西大学工学部建築学科 講 師 野口太郎氏

修成建設専門学校教員 平川玄治氏

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

13日 8 時半 - 9 時半 於大阪グランドホテ Jレ

出席者 69名

当日は、 斎藤株式会社 常 務 取 締 役 藤田五郎氏よ

り「うるしと漆器」についてお話を伺 った。

2 月 の 入 会 者 ( 伽 ) I  

〔団体 会 貝 2 社〕

大阪工業技術専門学校

宮崎県立小林工業高等学校建築科

〔個人会只 15名〕

井 川 栄一 石谷 俊iI月

奥田 耕二 織 部 正 憲

笹原和ｾ列 田中 ill 久

竹島 波 ' I i 問精畠

深 谷 光 軌 藤本伊佐夫

内 海 治 郎

佐 藤 文 雄

高見 i寵

林 利為

森 脇 冨 雄

大盛況の" 実8 . のための日彫研修会 、



地淳三，主

U 2 u k ' こコ

総合天井システム況千識 |  

耐震・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法、い、A L T S工法、は当社担自の

照明灯ユニットおよびアルミ製丁パーを建物のモジュールに配列し、天井仕上げ材と一部化し

たシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの設備ゾーンとの組み合せ、さらに

間仕切、ブラインド BOXなどの取り付けも可能| こしだ多機能を誇っております。 CPAT. 6件)

奥村重兵衛株式会社日

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 番 フ 号

東 京 都 港 区 新 情4丁 目2番 第29森 ピ ル

福 岡 市1専 多 区 住 吉 2 丁 目 16香 27号

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 1 番 6 号

仙 台 市 本 町2丁 目T望書8号 第1広 瀬 ピ ル

沖 縄 県 那 覇 市 霊 川 1 1  9 番 地

干 530 電 鱈 (06) 312- 4131附

干 105 電 信(03) 437- 3361附

〒 812 1電話( 092) 291- 045邸側

〒451 電 信( 052) 522- 543邸側

干 980 電 話( 0222) 65- 6568(.仰

〒 900 篭 話( 0988) 53- 685α 仰沖 縄

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社

支 底

倉 庫

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら 責 任 施

工 ま で のー 賞 し た 作 業 シス テ ム に よ り 、 漏 水

原 因 を 克 服 し た 理 想 的 な 総 合 防 水 層 を 完 成 さ

せ ま し た。

・ 奥 山 式 総 合 防 水 層 の 特 長

継 目 が な い / 温 度 変 化 に よ る 伸 び が な い/ 腐

らない / 柔 軟 性 に 富 んでいる / 耐 候 性 に 優 れ

ている / 製 品 及 び 施 工 技 術 が 優 れ て い る / 完

全 絶 縁 工 法 で 施 工 出 来 る

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 電 話03(571 )2703 

神戸市生田 区北長狭通 4 一 1 ( 英和ビル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂 ピル5階)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

神戸市葺合区八幡通 1 - 5  (電話221 2923)  

カッパー防水帯

コーノ〈ータイト

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタログ進呈

厚 木 出 張 所 厚 木 市 金 田 字 宮 畑 25  9  電 話0462(21)6092

大 阪 事 務 所 大 阪 市 淀川区東三国6- 1-41 電 話06 (391 )  1081 

名 古 屋 出 張 所 名 古 鹿 市 南 区 若 草 町 3 - 3 電 話052(811)3660

九 州 出 張 所 佐 賀 県 諸 富 町 電 儲ω52(47)鈎 45

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材・壁材・谷樋棟包水切りに

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

大 島 応 用 化 学 東 大 阪 市 新 庄 ( 7 4 5 ) 5 1 2 1 - 5  
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 開 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 段 備

金3 5朝日三業社

本 社 東 京 都 港 区浜松町 1- 25- 7  電話 (434) 6171(大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川区1J U烏 ト 58- 59 電話 (302) 2  2  7  1  ( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九州|

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・ 盛 岡 ・ 償 浜 ・ 静 岡 ・ 京 都 神 戸

給 排 水 ・ 衛 生

Hま 冷 房 ・ 換 公 設 計施 工

争 続 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都5&1局4944( 代 )

神 戸 市 生 回 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神 戸 341局 5 8 9 2  

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

*  庖 大阪市ー内r，z 江戸嶋 l γ 日10番17 片 〒 550 "j 芭ぷ (44 1) 8231

本 社 東京1 m中央区銀座 2 T I=I 2 番17 ￭ Ｍ ｽ 〒 ｉｏｾ 屯話 ＨＵ ＳＵ Ｉ 5251  

支 社 大 阪 ・ 東 京 名 古I事

支 庖 礼申見・仙台・ ｾｩｒ ・広島・縮問

営業所 新潟・天恩・岡山・高松・熊本

出張所 帯広・内森・秋I f l . 盛!日1 ・;)i J縫・千葉・櫛浜・傍l珂

富山・棉弁 ・笠IIJ . 京都5・神戸・鹿児島 ・郷軍古

海外支底 シンガポー J レ

空 気 網 干日 量生 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

厨 房 ム

環 境 衛 生 施 設

荷 役 運 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

三 械 工 繁 22 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

大阪支庖長 稲 畠 和 治

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2番 地 電話 大阪( 202) 代 蜜 3071

本 宿 東京・日比谷 ・三倍ビル

支 庖 名古屋、緬岡. 札械、広 島、仙台 、北陸

出 減 所 慣浜 . 高松、静岡 . 質問 . 岡山. 金沢

- 給 排 水 衛 生 ・ 冷 暖 房

・ 空 気 調 和 設 備 ・その他管工事一切の設計・施工

⑮ 斎 久 Z 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2-6- 2 ( 日本ピル)

電話 03- (270)  -741 1(ft) 

大阪支社 大阪市北区中之島4- 2- 38 電話 06- (443)  5041側

支 庖 札 幌 ・岡山

営 業 所 仙 台 ・ 千 葉 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 高 松 ・広島・福岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 敷 ・ 苫 小 牧

| ガイドコーナー|

G マーク商品選定制度

商品デザインの向上を図る“ G マーク商品選定制度" の申請受付が

4 月 9 日から始ま っている。受付期限は ， 5 月18 日まで。詳細は，

側7日本産業デザイン娠興会業務第 2 部G マーク係干 105 東京都港区

浜松町2- 4- 1(世界貿易センタービル別階4 F) T E L  03- 435- 5633ヘ。
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空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

φ 三建設備工業ヰ結審枇

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 締 田r 3 需 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東 京 都中央区日本僑城殺町 2 - 2 2 電 話 ( 667) 3431  ( 大 代 )

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 帆 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・横 浜

。
東京本広

大阪本宿

支 庖

出 鋭 所

空 気 嗣 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

発 空 調#式会社

-・
-

-・東京都新宿区西新宿 将宿住友ビル 包括 03- 344- 1911 

大阪市北区西天満 3 丁目 13番20号' a L;l f. 06- 363- 1371 

名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11 - 2 屯E活052- 581 - 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 ｾ手 ｦ 包ぷ ＰＸＲＲ Ｍ ＴＷ Ｍ ＴＵＳＵ

偏岡市中央区大名 2 丁目 4 番22 号1l l : Jii092- 761- 3795 

仙台・機j兵 ・福井・京都・神戸 ・松江・沖縄

( i )  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

CeYe)  よりよき環境へ技術て蜘一 一

海 v 株 式 会 社 精 研

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番丁68帯地( オートセンターピル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 支 底 東京都千代悶灰九段南 2 丁目 2 番5号( 九段ピル 8階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

著書
新日本空調株式会社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 丁目 2 番 6 号( 新大ピ Jレ)

'il1話 (06 ) 344 - 6  0  3  1  ( 代 )

本社・ 東京都中央区日本僑本石町4- 2( 三井第二別館)

電話 (03 )  279 - 5  6  7  1  (大代)

名 古 屋 ・ 九 州 広 島 札 械 回東 海 村 ・ 北 陸 大 分

cl eanai r  

。 鰭王 者 問 鰐

大阪日曜画家展

大阪府主催の府下のアマチュア画家による作品の展覧会です。

応募された 全作品を展示し，いろいろな貨が設けられており ，こ の

ユニークな催しは ，今回 で 5 回目を迎え ， ますます府民の人気を高

めている 。

会 期 4 月30 日( 月) - 5 月12 日( 土)

開館時間 午前11時 ~ 午 後 7 時

( ただし，土防! 日 ，祝日は午後 5 時まで。 日昭日休館。)

場 所 大阪府民ギャラリー 公 06( 343) 2666

入 場 料 無 料
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12: 1十・施工

ガス役備・ガス住宅段備 大阪ガス1 9 : ・Mo特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社
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日是・冷房・空気温温度調主主装置

回 設 計 施 工

高 砂 烈

ふ 凶

ーφー

大 阪 支 府 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北 阪急 ビ ル 9 1i 皆)

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代 表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房設 備

おまを西原衛生工業所大阪庖

大 阪市 大 淀 区中涼 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

支 底 ・営 業 所 福 岡 ・京 都 ・広 島 ・ 天 理 ・川 西

⑥日本管工業株式会社

本社及京・支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 直r 2  0 番 地 問 1

司t d持(681 ) 5 1 0 1 - 5 '  t1-:rJI!￥刷 :691 i 10・5

大 阪 支 庖 大阪市北区天満 1- 5- 20 電 話( 06 Ｉ ＳＵＲＭＳＵＰ Ｑ ｾ Ｑｪ＠

四 日 市 支 唐 四 日 市 市 西 末 広 田T ＧＱＱＡ話 Ｈ ＰＵＹＳ ＩＵ Ｓ ー ＷＴＳ Ｑ ｾ Ｑｪ

津 営 業 所 海 市 栄 町 2 ー I I  I  7世話 (0592 Ｉ ＲＶ ー ＳＶ ＱＰ ｾ Ｑｪ
滋 賀 営 業 所 大 海 市 打 出 浜 13- 15 電 話 (0775 ＩＲ ＲＭＹＷＳＸ ｾ Ｑｪ＠

名 古 屋 営 鍵 所 名 古 屋 市 中 川 区 百船 町 電 話 (052) 363- 068H1j

(i' lIQT i金. 后毎leJ

司F電'ー....

③同議場綜部

J J I ] J  

@平山互業株式会社

大阪市西区江戸ｾ J  -22・7 T E L (44!) 間 1994' ( 443)附0331

⑫ 山 国Z 韻権誕I ! I U

本世且管工事事竃都大阪市西区車町犠 I - 6  - 8 電話06(W )8161(大代置 i

g 壇甚置事草郡 大匝市 li "1  (!三 $ 且商 1 - 1  - 3S 電話 06(鳩 山 91( 代量 l

E  車 宣 車軍事l I : iI t 区亀戸1- 8 寸 (自国ビル 1 電ぷ 03(ω 11W21( 代釦

名 古 屋 王 届 名 古 屋 市 ゆ 区 輩 2 - 16 - 13(車‘ ビル } 電話 052(202)∞η (代置)

循 同 宣 車 福岡市樽 J 区情J 駅東2-4・30(いわきピル) 電括 的2(451)3456

出 量 踊 神 戸 ・ 岳 山
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⑤ 

陽 電 気 株 式

代表耳Z締 役 山 本 博 三

壮 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 2  - 4  朝 日 ピ ル

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 ( 代 )

市 垂 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪 06 ( 3 8 5 ) 1 3 & 1 (代 )

京 抑 市 右 京 区 西 京 極 高 野 町 2 1  

T E L  京高日 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  <f¥:: )  

福 岡 市 中 央 区 護 院 1 - 1 4 - 8

T E L  悩 岡 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 位 備 の 貰

社

A

G

一

A

設 計 施 工電 気 設 備

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 柑 式 会 紅

電気・言十装工事

ーを

回吹

本

事ヰ士宮量調llli 時

京書官省銀所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1 - 1 東 阪 急 ピ ル T E L 0 6- 313- I I OI

支 l苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 理

大阪商・神戸・広島・四国・九少 ｉｾ

信原莱取締役社長

福 岡 出 張 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男常務取締役支社長

大阪市東区高蝿橋五丁目 二八番 地 電 話 大 阪 (202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営業所・出張所 全国主要都市20ヶ所

電 気 工 事 設 計 施 工

恩

，、‘

代 表 取 締 役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 堂ピル 7 階 )

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 日本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671 ) 1  4  7  8  (代 〉

川 崎 ・ 利1 娘 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一一
一

株 式 会 社

キ土

底

ヨド

支

出 張 所

電気・計装・空調工事設計施工

&  

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 エ 夢 設 置 十 施 工

1 7 Yト回気工: . ; ; ; ; 二Y リd ヲ 崎 武8 f t

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 l 番 3 号

T E L  06- 364- 3056 (代)

東京・神戸・広島・岡山

名 古 屋 ・岡 山 ・ 札 幌 ・ 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・滋 賀

京都 ・高 砂 ・三原・徳山 ・松山 ・新居浜 ・福 岡・沖縄

?必ェ

I C  方く取 締 役 社 長

本土

支 1古

事業所

本

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビル 3階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  ( 代 )

東京都港区新僑 2 - 1  6  ( ニュー新橋ビル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代 )

・ 堺 ・千 葉 ・ 字 書11 宮 ・ a熊 本

社

ro 

ft 

庖

底支

支

本

神 戸宇d住所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取 締 役 会 長 今 村 膝

取 締 役 社 長 平 木 寛

大 阪 市 北 区 西 天 満 6 丁 目 9 番 8 号

電 話 大 阪 大代表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 四 日 市 ・ 神 戸

松 山

社

電気工事・計畢塵ヱ司区・段置十鎗ヱ総合段備工事 〈段昔十・施行〉

電気・アンテナ・送電線 ・プラント ・針裟・空間・土木・建築

⑧ 
社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

キ土

支 宿

営業所

本

.fl B  

大 阪 市 福 島 区 福島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  06) 452ー 1151( 大代 )

東 京 ・ 名 古屋 ・大 阪 ・ 広 島 ・ 福岡

四林取締役社長

社本

事業所

電 気 工 事 設 計 施 工

争 富 士 電 業 株 式 会 社

中 実

大阪市西区北 堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

田
取締役社長

社本

高千議亀様株式会給

取 " 役 社 長 岩 崎 久 雄

大 阪 市 銀 島 区 φ 野 町 4 T  ｾ＠ 8  - 10 

. 紙 安 値 ( 06) 3  5  8  - 1  1  7  1 大代理量

貢首都- 港区虎ノ門 1 丁 目 1 3 番 5 号

電 信 東 京 ( ω ) 5 0 3 ー 0 7 1 8 代 表

福 岡 市 中 央 区 天 神 T 丁 目 10 香 24 号

電 箆 徳 間 (092) 7  1  2  - 0  1  2  6 代 表

縛 戸 078( 351)  6“1  鹿 児 島 0992( 24)  0115 

電 気 位 備 般 計 施 工

@  

社

g  

ヨ紅

ヨE

営 業 所

58 

省 銀 所



奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: :  JI) 薄 窯 零 歳 怠

本 社 大 阪 市 西 区 西 本 町 l ー 13-33( 靭本町 バ ス 停 前)

電 話 大 阪 06(532)代 0461 e  550  

営 1 建段省犯定の防火材料

業 ! セメン ト系吹付材 ソリジツトスタイン 基材同等 o  0  0  3 骨

品 | 特殊リ シン吹付材 エ パ ウ オ ー ル 基材同等 o 0  0  3 号

アクリル系吹付材 エ パ ー サ ン ド 基材同等 o  0  0  4 号

本 社 大阪市東住吉区駒 川町 3 - 54 電話 (06)702ー 7814- 7  

東 京 事 喋 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所
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1  

. 複層模様吹付材 プレハタイル #2000

( 吹付タイル) <セメン ト系凸状・ カ ッ ト状仕上げ〉

エマルエボ #3000

(エポキシエマル y ョン系凸状・カット状仕上げ)

⑬ 明 研 化 学 工 業 株 式 会 政

厳選発売元 本 社 明石市蔵江中谷町飽8香地 (078)928-345“ 官

官・所 大阪・兵庫・車京・名古喧 ・広島・高松 福岡・仙台

11川11川11川111川l川11川11川11川11川1111川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 
1  

建 材 ・そ の 他 の 頁

活字のない印刷

⑨日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 〒545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 tl' 06(692)3425代

日本写植セ ンヲー 干892 鹿児島市名山田J4-7 三宝ピル 官0992 (26)  4371 

津山写植セ ンヲー 干708 ;霊山市大手町8番5号模範底会館 tl' O邸82 (4)  1771 

沖縄写植セ ンヲー 干銃犯南風原村兼域 沖縄印刷団地 雷ω88 (55)  6100 

Standard 

@・・・・
- Board &'Slate 

東宵

フ タ パ 黒 板

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉

大阪市東区高純僑 2 丁目 9 野村ピ J レ5階 電 話 大 阪 (202)4905

建築に新しい時代を拓く内・外壁材/

i簡に芯ヨf 軒

- 年 中 快 適

・耐火パネル

- クラックが入らない

・工期の短縮化

4
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使

用
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造

住
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邸

)

最 高の 技術 が 生 み だ し た

新 し い素材

ヘーペJL
O  

裁関重

- 吸音吹付化粧材

耐火・防火・断熱・結露防止

ソノライト j五日

⑧雪31喜重翌五割問

明 石 支 J吉 〒 673 明石市西新町 2 - 12-14 ' l t 078(922)  0007 (代)

高 槻 営 業 所 〒 569 高槻市宮田町 2 - 1  - 29 公 0726(96) 2889

中国営業所 〒742 柳 弁 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

官1' 08202(2) 5211 
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現代に生きる伝統ある建具の全てを図解した本書は

まさにく 大棟梁の秘伝の書〉 である .
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〈目録進呈〉

未 来 を 築 く 建 築 技 術 |  

建 設 省 建 築 研 究 所 監 修 ( 54年6月号 J ( 5月18 日全国書広発売)

〔特集号案 内 〕

- 耐 震上 の 配 慮 を 特 に 要 す る 建 築 物 に 対 す る 指 導 指 針

. 集 合 住 宅 の 維 持

・躯体生産技術の向上を

めざして 特価￥ 780

・ 内 装 と 防災 計 画

・石 橋 プ ラ ザ 新 築工 事

定価 ￥700 

・ エ ポ キ シ 樹 脂 を 使 用 し た ア ン カ 一筋 固 定 法

そのほか連載記事・企画

段E十者と現場マンのための

溶 接 読 本

井よ 1専編著

HflJ r控築技術」に連載され好評を博した5起

用s講座 「わかる溶接」が 1 冊の本になりまし

た。溶接の分 りやすい解説瞥はこれまでにも

いろいろ出版されていますが ，本容は用語解

説集の形をと り，建築の溶接のさい頻繁に出

てくる用語一つ一つを ，語源、を明らかにしな

がら説明することによって，溶接に対する親

近感と興味がもてるように考慮されたユニー

クな実用入門書です。

85 変型判ケース付 ￥2，900( 送料200)

専門技術者のための

建 築 構 造 問 題 快 答 集

日常業務め中で笑際に出会 うさまざまな疑問

に，60余名の専門家が明快な解答を与えてい

る。類舎を見ないのも本位の特色。

目次構成

1. 荷重および外力/ 積載荷重 ・風圧力 地24

力 ・土圧 ・クレーン荷量 2，応力解析/ 矩形

ラーメ ン ・異形ラーメン ・山形ラーメ ン ・部

材の応力算定 3，基礎構造/ 地盤 ・直接基礎

の設計 ・くい基礎の設計 ・偏心基礎 ・擁壁そ

の他 4. 鉄筋コンク リート造/ 鉄筋 ・コ ンク

リート ・床スラプ ・はり柱など 5 鉄 骨 造 /

応力算定 ・はり ' Hーなど ・接合部 6，鉄骨鉄

筋コンクリート巡 7，木構造その他

A5 判ケース付 ￥3，800( 送料200)

・建築と接合 特価￥ 1，3∞

- 住宅部品システムの普及

Ｔ 寺 ｦ 面ｾ， ，400 

・工事環境と技術対策

Ｔ 寺 ｦ 面ｾ， ，000 

・住宅の遮音 特 価 引 ，000

• ..，...、，...._，河、b 、々""、"""、"""，
、.yo、

各種建築情造の計画・ E宣計に役立つ実用便覧

建 築 構 造 計 算 資 料 集

(全 8 巻) 中 川 淳 編 著

日鉄筋コンクリート 梅造編① くま曽補改訂〉

B  5 判 ・ 232頁 ・ ￥ 3，800(送 料 ￥ 250)

困鉄筋コンクリ ート 栂造編①

B  5 判 ， 212頁 ・ ￥ 3，000( 送 料 ￥ 250)

園鋼 精 進 編①

B  5 判 ・ 225頁 ・ ￥ 3， 初 日 ( 送 料 ￥ 250)

図鋼 材町 造 編②

B  5 判 ・ 256頁 ・ ￥ 3，500(送 料 ￥ 250)

固鉄骨鉄筋 コンクリート構造編

B  5 判 ・ 208頁 ・ ￥ 3，200(送 料 ￥ 250)

湾建築技術 品- 京; ; ??15LLl よ品目 |  



設 備 合 理 化 に 貢 献 す る

ミききヨυーユトヨ山コ。

5 K  - 1005標 準 型

S K型 1層式( 桝 ) / 2層 式 / 3層 式/ 床 置 式/ 土 問 用

・実 用 新案 特許 第1196331 号

( ステンレス製)

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス 分 は 配 管 設 備 を 著 し く 損 傷

し ま す 。 し た が っ て 損 傷 を 防 ぐ に は 配 管 設 備 の 手 前 に お い て 阻

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 〈 使 用 す る コ ツ で す 。 S K式グリースト

ラ ッ プ は こ の グ リ ー ス を 阻 集 す る ば か り で な く ト ラ ッ プ ・マ ン

ホ ー ル ・受カゴ・スライドヰ反 ・排 水 管 ( フ レ キ シ ブ ル ジ ョ イ ン

ト ) に 至 る ま で セ ッ 卜 に な っ て い ま す の で 突 貫 工 事 に も 充 分 間

に 合 い ま す 。 又 、 従 来 の 鋳 鉄 製 ・鉄 筋 防 水 モ ル タ ル 製 の も の は

重 量 的 に み て も 取 付 日 数 が か か り 大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が 、

S K式グリ ー ス ト ラ ッ プ は 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、 据 付 貨

が 大 幅 に 低 減 さ れ ま す 。 又 、 残 澄 は 受 カ ゴ で 取 り 除 き 、 ト ラ ッ

プ 本 体 は ス ラ イ ド 板 に よ り 仕 切 っ て あ り ま す 。 こ れ を 取 り 外 す

に よ り 清 掃 が 簡 単 に で き ま す 。 特 に 各 部 品 が 腐 食 し な い の で

大 変 衛生 的 で す 。 又 、 サ イ ズ が 豊 富 に あ り ま す か ら お l苫の大き

さ 、 種 類 に 合 わ せ て 無 駄 な く 選 定 で き 大 変 経 済 的 で す。

弊 社 は 日 本 で 初 め て グ リ ー ス ト ラ ッ プ の 規 格 化 を 図 り 既 に 全 国

的 に 発 売 致 し て お り ま す 。

こ れ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・ 建 設 業 社 ・ 設 備 業 社 を 始 め 各 方 面

か ら 多 く の 引 合 を 頂 き 、 弊 社 も た ゆ ま ぬ 研 究 を 続 け て お り ま す。

又 、 規 格 品 の 在 庫 も 多 く 持 ち 皆 機 の 需 要 に お 答 え し て お り ま す。

尚 、 規 格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

《お も な 納 入 実績 〉

札 幌 全 日 空 ホ テ ル / 札 幌 グ ラ ン ド ホ テ ル / 厚 別 副 都 心 商 業 セ ン タ ー /

青 森 グ ラ ン ド ホ テ ル / 仙 台 タ ー ミ ナ ル ピ ル / 新 潟 新 堀 地 下 街/ 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市 / 津 田 沼 北 口 再 開 発/ 東 武 デ パ ー 卜 / 迎 賓 館

/ 第 一 ホ テ ル / 三 井 物 産 大 手 町 ビ ル/ 安 田 火 災 海 上 新 本 社 ピ ル / 野 村

不 動 産 新 宿 ビ ル / 新 宿 セ ン タ ー ピ ル/ 池 袋 サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ / 西 武

デ パ ー 卜 浜 松/ 豊 橋 フ ァ ミ リ ー プ ラ ザ/ 名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ピ ル / 千 里

レ ジ ャ ー セ ン タ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ビ ル/ 阪 急 グ ラ ン ド ピ ル / 大 阪 駅 前 市

街 地 改 造 ビ ル/ 国 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ピ ル/ 三 宮 市 街 地 再 開 発 ビ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ヨ ン ビ ル/ 鳥 取 一 番 館/ 高 松 ワ シ ン 卜 ン ホ テ ル

/ 徳 島 大 学 / 平 和 会 館 新 博 都 ピ ル / 西 日 本 新 聞 渡 辺 ピ ル / 福 岡 天 神 地

下 街/ 沖 縄 西 武 オ リ オ ン ホ テ ル/ 他

〈営業 品目 〉

S K式グリース トラ ッ プ/ S K式 ガ ソ リ ン ト ラ ッ プ/ 雨 排 水 ト ラ ッ プ/ 散

水 栓 ボ ッ ク ス / パ ル プ ボ ッ ク ス / 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 会 般

設 計 ・製 作 ・ 販 売

※ カ タ ロ グ ・ 資 料 ご 希 望 の 方 は 大 阪 営 業 所 へ ご 一 報 下 さ い 。一一一一一一

B  Hlffioom 

製 造 発 売 元

下 回 機 工 株 式 会 社

大阪営換所/ 〒532 大阪市淀川区西中島4- 5- 9( 洩弁ピル) 宮 06 (304)  5481刊

本 社/ 〒 130 東京都墨田区東駒形4- 6- 9(和幸 ピル)
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: Z43ちZ327t 19Eレヲ Jl J 9J l  

錆 び な い ノ

われない. ノ

燃 え な い /

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5 PM)

・オリエンタ J レスー J'¥ーメタル (5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L )  

、

・オリエンタルサン セラム( 5  5  )  

波 板 規 格 S 小 波・ S 大 波 ・V i皮・ボ ッ ク ス波・ W ジ ャ ンポ 波 . V デ y キ

S V ジャンボ波 ・其 の他

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) J  

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

選議市 I J I !J 9J l J 9J l 製造株式会祖

大 阪 本 社 干660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 ー 26 松 本 ピ J レ 電 話 大 阪 (06)412ー 5131( 代 )

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 圧1 4 4 包 括 大 阪 ( 06) 488ー 1081 ( 代 )

支 后 及 工 場 大 阪 ・九州、1 . 名 古屋 ・広 島 ・東 条 ・刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業 . 株 )

東 京 本 社 及 工 場 〒 335 厳 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 厳 (0484 ) 42- 3115( 代 )

支 庖 及 工 場 東 北

現場の信頼に応える .，1 " 16. 
告 u ロ

ヨ文口口

セ メ ン ト 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン 卜 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン ト 硬 化 促 進 用

セ メ ン ト 耐 寒 ・防 凍 用

コ ン ク リ ー ト 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防 水 用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" 烹 ヲ ー

号a屯- 6- - 1-

守 ｾＹ［Ｇ

11守- q-ー

セメンド起泡 ・軽量 ・裏込用 %%: 1 - 1 -

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 ｚｾ ニ ＷＭＱ Ｖ，

ー セメント混和剤・助材綜合メーカ一 一

物 緊 油 脂 仕 工 程

E V ' 東京郵品川区ニ . 1 - 18- 8 f t 東京 (787) 1131代 表

東 北 支 底 福 島 市 下 聖子寺字遠原3- 2 ft0245(91) 1l 31間

関東営業所 茨 城 県 土 浦 市 大 田T14 - 3 合 0298(23) 1131(的

盛岡営業所 岩手県盛岡 市 月ケ 丘3- 39 ft0196 (45)  1331(内

大 阪 大阪市東成区東中本2- 17- 26 含 06 (974)  1131 
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• • 
水に、スキをみせるな。

0 .01 ミリのス キ間 でも、 水は遠慮しません 。

く日アス 〉は、防水工事ひとすじに 50余年 。

この小 さなスキ聞と の 、長 いたたかいを続け

ている のです 。 もちろん 、O シグマー トによ

るウエルド システムO 特殊絶縁防水工法 ( 特

許ス トライブ工法 ) 0 メル タン 防水工法な ど

の技術 と、完全責任施工 ・年限保証が私たち

の強 力な武器。 全 国90 ヵ所にも

およ ぶ〈 日アス 〉 ネ ッ トワー クの、水も モラ

さぬたたかい ぶ リに、ぜひご注目 ください 。

地 区 会 社 名

北海道 日本防水総業株式会社

日本防水総業( 株) 旭川出張所

日本防水総業( 株) 劃11路出張所

日新建工( 株) 札幌出張所

大和工業( 株) 苫小牧出張所

大和防水工業株式会社

東 北 日 新 建 工 ( 株 ) 仙 台 支 庖

北原建材工業( 株) 仙台出張所

協和建材工業( 株) 仙台支底

関 東 葵 工 業 株 式 会 社

伊藤建材株式会社

いわき建材工業株式会社

春日工業株式会社

金岡工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業株式会社

三和工業株式会社

( 株) 大二商会東京支庖

大東スレート株式会社

東京渥膏株式会社

日新建ヱ株式会社

日本綜合防水株式会社

野口工材株式会社

諸島図工業株式会社

富士工材株式会社

藤;1普興業株式会社

Ｗｾ パ興業Ｈ株Ｉ東京営業所

古川株式会社

北条;1青工業株式会社

7 サル ;1 育工業株式会社

大和工業株式会社

;1青建材株式会社

有限会社神守建材社

金港;1膏株式会社

不ニ防水工業株式会社

石田建材工業株式会社

石田建材工業( 株) 大宮支庖

石田建材工業(株) 宇都宮出張所

渥育建材 ( 株) 宇都宮出張所

株式会社奈良屋商庖

信 逃 箆 住 防 水工業株式会社

同和建業株式会社

同和建築( 株) 長野営業所

株式会社仙嶺

北 陸 株 式 会 社 折 橋 政 治 郎 商 底

有限会社小島工業所

マルセ化建株式会社

石橋建材株式会社
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地 区 会 社 名

東 海 協 和 建 材 工 業 株 式 会 社

三井エ鎌株式会社

三信建材工業株式会社

( 合) 清谷商庖沼津支庖

大池建ヱ株式会社

重喜防水工業株式会社

辰己防水工業有限会社

中央連材工業株式会社

東京遺材工業株式会社

東海物産株式会社

日本建材鋼業株式会社

宮崎建材株式会社

近 量産地図 ;1育工業株式会社

株式会社神原商庖

清水興機株式会社

日新工材株式会社

日新建エ( 株) 大阪出張所

日本綜合防水( 株) 大阪支庖

フタパ興業株式会社

? ) レヱス工業株式会社

有限会社丸議商庖

大島応用化学工喋株式会社

久下商庖

東洋建材株式会社

中村 ;1青エ喋株式会社

棚田建材有限会社

有限会社ミサキ商会

中 国 束 中 国 防 水工業株式会社

株式会社三洋技建

三和防水工業株式会社

豊永建材株式会社

大和エ喋( 株) 広島出張所

株式会社巴商会

和光工業株式会社

四 国 大 三 工 蝶 株 式 会 社

大三工禦( 株) 高知支底

徳島大三工業株式会社

株式会社? ) レ7 ス河野商庖

株式会社山本商会

九 州 安 施 工 業 株 式 会 社

加茂装備株式会社

日建ヱ材株式会社

線式会社工材社

安蔵工事株式会社

株式会社大ニ商会

日新興喋株式会社

株式会社北原建材商会

上原建設工業社

所在地
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. 建設省東計第2叩 可L他 日 本 ア ス フ ア ル 卜 防 水 工 業 協 同 組 合

、h・" 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8 日 新 エ 銀 株 式 会 社 内 宮 (882) 2424大 代

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2  3  - 4  n  (870 ) 5051 代

中 部 支 部 名 古 屋 市 千 種 区 千 種 通 り 2 19( 舷 阜正 ビ ル ) 日 新 工 撲 名 古 屋 出 張 所 内 宮 ( 741) 6257 代

関 西 支 部 大 阪 甫 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 - 3 0 - 2 日 新 工 業 大 阪 支 庖 内 含 ("329) 7737

製 造 元 / 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州 支 部 福 岡 市 得 多 区 得 多 駅 前 1 - 2  4 ー 1 0  日 新 工 業 九 州 出 張 所内 含 ( 45 1) 1095 代
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「三星A Cフロア」は、連続 気I包の発i包層をも っ

3層 構造の床材です。この独特の発泡層が、

ショックをやわらげる Ａｾｉｊ きをしアクシデン卜を

未然に| 坊ぐ1末をつくります。

ほかにも、 音 をさえぎる ・底冷えしない・すぺり

にくい ・結露しない ・ホコリを引き つけないなど

総命的な機能をもっA Cフロアは、 学校 ・病院・

福 祉 施 設 ・幼児施設 ・体育館、および一般

建築の、とくに廊下や階段 ・多目的ホーノレな E

ヒューマンな 空 間づく りに、自 信 をもって討す

すめしています。

都
一

同

畑
町
…

知

一
山

瓶

一一一

山山

石

川

辺

田

詔

ω

生

川
町

W

V
怒

即

哩

m

p

……同

…

・

圃

-

恒

星

-
3
'

一

U
T

E

-

-
目

白い

一~
叫

H

3

汁

「

…c

F

m

 

F

謙
一一一一一一一
m

-
一E

一
タ

一

m

m

m

m

石

市

定

価

六

五

O

円

E 主首長協組

03379- 4  雑 言志


